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Kalpalat盃とAⅧd剛aIn訓孟の研究(4)

-Naralfapmvika,Pretil)h面伽naharddlli嘘など一

九州大学岡野潔

略号

AvS=AvadanaSataka
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TJAM=Tathagatajanmavadanamala(=Padya-lalitavistara)

本論文は三部から成る。第一部ではクシェーメーンドラ作『菩薩のアヴァダーナの如

意鬘』(Bodmsattvavadanakalpalata)の第82章Narakapnrvikavadana『まず先に地獄に生

まれ［後に天に生まれ］る者のアヴァダーナ』の校訂と翻訳を行う。

第二部では前号の第二部に引き続き、餓鬼の説話を取り上げる。AvadanaSataka(梵

文『撰集百縁経』）の韻文再話文献である中世ネパールのアヴァダーナ・マーラー文献

Subhasimmah諏畑avadanamala(『善説・偉大な宝珠アヴァダーナ集成』）の中の第17章

PIe肺mtamahardd砒avadnna『大神通餓鬼女アヴァダーナ』の校定と部分訳を行う。ま

たこの餓鬼女の章はAvad加aStaka第46章Uttarahを源泉資料としているので、それも訳

しつつ、比較を行う。

以上の第一部と第二部は、これまで『南アジア古典学』の拙稿の第一部と第二部で

行ってきた仕事の継続であって、前号と同じ二つのテクストのそれぞれ別の章を扱って

いるが、今回は新たに第三部を加え、ネパール撰述仏典の別の梵文テクストの研究を発

表することにした。それは梵文のavadanam訓豆文献の一種であるTathagatajanma-

vadanamala(『如来出生アヴァダーナ集成』）という作品である。聞き慣れない作品名

であるが、それはこれまで学界でPadya-Lalitavistaraという通称で研究者に呼ばれてき

た作品の、正式名称である。その作品の第8章Bodhisattvajanmaparivarta『菩薩誕生品』

の校定・和訳を行う。

第一部のKalpalata第82章の梵文・蔵文の校定と翻訳においては、今回もドイツの

MichaelHAIBI教授と出本充代博士から多数の修正意見をいただくことが出来た。いつ

もながらの両先生の御親切に深く感謝する。
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また前号（第7号）の出版後に、前号の拙稿の第80章19偶（272頁）について、辛嶋静

志博士から訂正意見をいただいた。8歳の沙弥であるチュンダ（純頭）が六神通を得て

いたと出曜経巻九(T4658b)は伝えるが、しかし六神通を有するということは、必ず

阿羅漢に達していたことを意味するはず、という尤もなど意見であって、沙弥たること

と阿羅漢たることは矛盾していないのに、その両立を避けようとして別の読みを考えた

私の判断の誤りに気づくことができた。高慢なスバドラが衝撃を受けたのはチュンダが

子供なのに阿羅漢としての大神通力を示したからなのであるが、私もまたスバドラ同様

に常識に囚われて、小僧チュンダを見くびる誤りを犯したことになる。同時にまたその

箇所では、cundaをcundhaと記した綴り字の重大なミスもあった。辛嶋先生に感謝

し、ここに訂正を行いたい。以下、修正後の文面を示す（太字が直した箇所である）：

atha*cundabmdho'bhyetyaSravano'rhattvamagataり／

FddhyacakIeparajityatampraSantamadodayam"80.19"

19a*cundabhidho]exconi(Ed.):cundrabhidoA:candrabhidoBE:buddhabhidhoT(cf.Tib.

sangsrgyaszhesbya)．19bSravano'rhattvam]E:SravanorhatvamA:SravanarhatvamB

(=Ed.):gramamrhatvamT(cf.Tib.dgesbyongdgrabcom).Cf・deJoNG.19dmadodayam]

A:mahodayamBE.【…］

すると阿羅漢に達したチュンダという名の仏弟子がやって来て、超自然力をもって彼

を調伏して、［彼の］騎慢の増大を鎮めた。

以上のように文面を訂正したい。さらに同じ頁（272頁）の21行目も*cundhabhidoを

*cundabmdoと訂正する。また、315頁1行目の「自宅近くの池の中から」の訳は、「自

宅近くの井戸の中から」のほうがよい。

第一部

AⅧdanakalpala樋第82章NaralKapnrvika

『まず先に地獄に生まれる者』

ここに校定と翻訳を行うKalpala圃第82章Narakapnrvika『まず先に地獄に生まれ［後

に天に生まれ］る者』のアヴァダーナに相当する物語は、蔵訳と漢訳の根本有部毘奈耶

出家事に見い出せる。出家事のその箇所はGilgit写本から梵文が得られる。Citroen探

検隊が入手した数葉の根本有部律のGilgit写本をS.LEvI(1932)がローマ字転写して

JoumalAsiatique誌上に発表したが、その中にこのNarakapnrvikaの話に相当する母殺し
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のテクストがある1．出家事のこの話は、古くはLeonFEER(1883)によって蔵訳から仏訳

されている2．

またこの母殺しの話は、類似する有部系統の伝承が出曜経巻四の欲品第二(T4627a-

c)にも見出される。その出曜経の記述は簡略化されて経律異相巻四十五(T53

237c-238a)にも収められた3．

Kalpalat豆の作者Ksemendraはこの第82章の作成にあたって、恐らく根本有部毘奈耶

出家事の伝承を源泉資料として用いたと思われる。この話は出家事の「受戒遮難法」に

位置するが、五逆罪（殺母・殺父・殺阿羅漢・破僧・出仏身血）の者に出家を許さないと

いう受戒のルールが説かれる中で、殺母者(m豆聴hataka)が教団で受戒していたことの

事例としてこの話が置かれる。出家事によれば、話の主人公は母殺しの重罪を犯しなが

ら、仏教教団に入るを得たが、後でその大罪が問題となり、それが受戒の時には必

ず「あなたは母を殺していないか」と尋ねて、母殺しの者は受戒を拒否する、という

ルールが教団で制定されるきっかけになった。このように、この話は本来戒律制定のた

めの因縁話(nidana)として律の中で生成したことは疑いない内容をもつ。しかしこの

話では、主人公が五逆罪の者に入団を許さないというルールが教団で出来る前に入団し

たために、母殺しでありながら仏教教団に入ることを得た最後の者になったということ

だけで終わらないで、主人公のその後の救済が説かれている点が重要である。彼は母殺

しの業を消す方法を求めて仏教教団に入ったが、悪業を除去する方法というものはどこ

にも存在しないため、犯した罪のために死後にまず地獄に落ちざるを得なかったもの

の、しかし仏教に帰依し出家した業により、その後四大王天に生まれることが出来た。

題名からも知られるように、主人公はまず地獄に堕ちつつも、それで終わらず《最後に

は天界に生まれて幸せになっている。つまり本来は戒律制定の因縁として生まれた話

が、それだけで完結してしまわずに、重罪を犯した者であっても出家のもたらす大きな

l.SylvainLEvI(1932):''NotessurdesmanuscritssanskritsprovenantdeBamiyan(Afghanistan)etde

Gngit(Cachemire)'',ん皿r"αIAsi"9"e,1932,pp.27-31.;N.DuTr(1950):GjMMq"zJscゆぉ,vol.III,part

4,Srinagar-KashmiI;pp.53-61.;V.NATTER(1975):D"Gjjg"-Fmg"ze"or."878A加b冗施C舵刀

M"se""Z〃Z〃"dひ".Herausgegeben,ntdemTibetischenvergnchenundiibersetzt,Inauguraldissertation,

Marburg,S.46-52.CfmausW皿E(1990):DieHq"Msch城"cﾉteUbe"唯池"gftsVmq)"zwzs畑叱r

MZImarv姉"v〃i",Stuttgart,S.28.CfJ.L.PANGLuNG(1981):DieEﾉQz"jS"＃を"sMnmsanﾉﾜs"v〃Zz‐

Vi"ycz,fz""ie〃α〃Grz"td"r"be"scﾉze"助e応餓""g,Tokyo,S.10-11.

2．LeonlEER(1883):Fmg"@emsexrm"d"Kcm(加z"･,<Annales伽Ⅳ血seeGunet,5>,Paris,pp,94-97,

557.

3．この経律異相の漢文をCHAvANNEsが仏訳している:E.CHAvANNEs(1910-35):α〃“"応CO"郷

α叩oんg"es,ex"q飾血T"p加kach伽ois,Tomem,p､268-270(No.478).
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福徳によって救済されるという結末を有する形になる様に展開しているため、話として

バランスが良いものになっている4．

母殺しは救済がいかに可能であるか、という重い問題がこの話にはある。彼以降は、

母殺しの者は出家できなくなるが、彼自身は母殺しであることが教団で発覚した後も、

教団から追放されなかった点が注意されるべきである。彼は親教師(upadhyaya)と

なったと、この話は伝える。例外的に母殺しとしての彼は、発覚後も出家生活を続ける

ことが出来、その出家がもたらす殊勝な功徳が、彼の悪業からの救いになるのである。

このKalpal湖第82章はネパールでavadanam砺文献の一つの章として再話され、

ASokavad加am瓶に収められ、その第24章としてある。岩本裕(1967)はその第24章を

BhavaSannavadanaとしてローマ字転写しているう。しかし岩本の発表したそのテクスト

は誤りが多い2本の写本に基づいたもので、不明な点が多く残っており、異読も挙げら

れていないので、もっと良い写本に基づき、もう一度校定をやり直す必要がある。

BhavaSannavadanaというタイトル自体もBhavavannavad加aと修正すべきである。また

岩本はその第24章の作品に関して、「相当に後代に属すと考えられるが、なおKsemen-

draより早いと考えられる」(218頁）と述べているが、これは岩本ほどの碩学にしては

軽率な、間違った判断を作品の成立年代に関して示したといわざるを得ない。この岩本

のローマ字転写テクストに対しては、奈良康明によって和訳がなされた6。

82NarakapnrviMvad盃皿a

Q:Ge298al-299b7D:Khel92a3-196a20:Ge298al-299b7N:Ge266b7-268b5

G:Ge376b4-379b2T:499b5-502b6

Skt・Mss.:A*323b3-*325b5;B100b4-102a6;E88a2-90a3

lokahkimparalokadllmprakuruteputrayanthyaspm同m

tatpunyamkriyatesvayamyaducitamnanyaihkrtambhUjyate/

4．出曜経にあるパラレルの伝承(T4627a-c)では、母殺しの主人公は出家しないまま、賊に殺

されて死ぬため、出家の功徳がもたらす幸せなエンディングが無い形で、阿鼻地獄に堕ちて話が

終わっている。

5．岩本裕(1967)：『仏教説話研究序説』（仏教説話研究第l)、法蔵館（新版：開明書院、

1978年）、219-230頁。

6．奈良康明(1988):『仏弟子と信徒の物語一アヴアダーナ』、筑摩書房、231-250頁。
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putrastadvida曲説ikaScidasamakrnrakriyakovidah

p印adyenanipatabhagnavadanallsidatyaSeSo!nvayan"82.1"

1daSeSo'nvayaり]-aSegonvayahABET:aSe号珈vayaりEd.

/{D192a3,T499b5}lokahkimparalokadhmprakumteputrayamithyasprhm伽一

pupyamkryatesvayamyaducitamnanyaihkrtambhujyate/{T500a}putrastadbidadhati

kaScidasamakrurakrthakobidajsasadyenanisatabhagnabadanahsadatyaSe9onva

yau"82.1"

世間の人は来世を思い、［先祖供養をしてくれるよう］なぜ息子を虚しく熱望する

のだろうか。自ら作ったふさわしい福徳こそが［次世に］享受されるのであって、他人

（息子・子孫）によって作られた［福徳］が享受されるのではないのに。不正な（不良

の）、冷酷な行為によく通じた、或る一人の息子がしでかす、その［所行］のせいで、

一族すべては罪悪の故に、失墜により顔を潰して、滅びる。

Metre:§訂rdmavikrrdita.

/jigrtenpharolbloldandonmedbulachagspacisladsgrub//bsodnams

gangrigsdeniranggisbyastegzhangyisbyaspaspyodmaym/

/ganggissdiglasmalusrigsnimamparltungzhmgbzhindmmnyamsbyed

pa//dedagmtshungsmedgdugpa'ibyabalammlasbuni'ga'*yismampar

bsgrubs/

1apa]O:pa'ie.1branggis]6:ranggiBIIgzhangyis]OG:gzhangyiNQ.

1csdiglas]B:sdigpa'ilasmamsOllltung]B:lhungO.

1d*yis]exconi:yi⑥βIImampar]B:mampalO.

purabhavadgIhapate"ravasty加息rutavannanah/

jayayamjayasenayambhavavarmabmdhahsutan"82．2〃

2dbhavavarma。]A:bhavaSannaoBE.

/purabhabidgrahapatehSrabasty町§rutabarmmaDaU/jayayajayasenayambhaba

barmmabhidhahsutah"82.2"

昔シュラーヴァスティーにおいて長者シュルタヴァルマンの妻ジャヤセーナーにバ

ヴァヴァルマンという名の息子が生まれた。

/mnyanyoddusngonkllyimgyibdag//thospaiigochadaggini/

/chungmargyalba'isdelabu//sridpa'igochazhespabyung/

2bgi]B:gisO.

taudampatrSis肌tasmnvardhamane息加aih息肌aill/

vamSotkarSaviSeS豆蕊vmiveSampracakratun"82.3"
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/taudampa面§iSomsmina(bardhaD:barddhaT)manaSanaihSanaih/baSodkarSabiSeSa

SabinibeSampracakra{D192b}tul"82.3"

その赤子が次第に育つにつれて、かの夫婦は［彼が］家名を特別に高めてくれるよ

う希望を託した。

/dalbudalbusbyispade//khyoshugdedaggisbskyedde/

/rigsbrgyudkhyad'phagskhyadpargyi//rebamampar'godpabyas/

3cbrgyud]O:rgyudB(alsopossible)IIgyi]B:gyisO.

kalenakalavaSagejanakebhavavannanan/

jmanIsnehamohartasamvardhanaparabhavat"82.4"

4b｡varmanah]AB:oSalmapahE.

/kalenakalabaSagejanakabhababannmanaq/jananrsnehamohartasambardhanapa

rabhabat"82.4"

しばらくしてバヴァヴァルマンの父は死に、愛の迷妄に苦しみながら母は［一人息

子を］立派に育てることに全力を尽くした。

/duskyisphanidusdbangdu//songtshesridpa'igochani/

/mdza'zhingrmongspasgzirbayi//mayisbskyedbsrmgsbskymgspargyur/

4akyis]D:kyiBT.4dyis]6:yiB.

Note4d]梵文の「立派に育てることに懸命になった」(salpvardhanaparabhavat)という語句に

対して、蔵訳は「育み、育て、養育した」(bskyedbs血gsbskyangspargyur)と、同義の動詞を

三つ並べることで、没頭した行動の様子を表現した。

prativeSyavayasyenasallam豆viSmkhalah/

yauvanastllansababllramaniralikuSaivadvipan"82.5"

/pratibaiSyabayasyanasahalalalabiSmkhalall/yaubanasthahsababhramamram

kuSaibadvipaM82.5"

青年期を迎えた彼は、隣家の友人と一緒に、抑制無く遊び戯れ、まるで鉤で制御され

ない象のように、うろつき回った。

/肋ymmtshesgrogspodagdangni//mancigrtsezllingmabsdamspa/

/langtshodaglagnaspade//gnyis'thunglcagskyumedbzhin!khyam/

5amtshes]O:tshese.

vrajantamrajamargenabhUjangamsubhamgana/

dadarSasundaITnamatamhannyaSikharasthitz〃82.6"

6bbhUjangam]A:bhUjanga-BE(=Ed.).CfdeJoNG.
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/brajantamrajamargelabhujamgasubhaiamgana/dadarSapundalrnamatamhannya

sikharash恒〃82．6〃

大通りをうろつく蛇（=バヴァヴァルマン）を、大邸宅の最上階に立つスンダリーとい

う名の、軍人の女房が見た。

/lag'gro*rgyallamnasbgrodde//dpaiboyinibudmeddag/

/mdzesmazhespa肋加gbzanggi//rtsemodagnagnaspasmthong/

6a*rgyal]exconi(HAHN):brgyaβ⑥llbgrod]O:'groB.

6cmdzesma]B:mdzespaO.6dgnaspas]B:gnaspaO.

satenasabhilasenasavilasamvilokita/

utsasaljasmeramukhrtammrdhnikusumasrajam"82.7"

7csmeramukmBE:smarasukhmlA:smarasakmnEd.Cf・deJoNG.

/satenasabhilaSenasabilasabilokita/utsasaIjasmeramukhrtanmUrdhiknsumabra

j抑〃82.7〃

欲しげな彼から、誘惑的に(savilasam)見つめられた彼女は、微笑みながら、彼の頭

の上に、花鬘を投げかけた。

/mngonparsreddangldanpades//1osgegldan*parrnamparbltas/

/bzhm!dzummadesdeyini//spyibormetog'phrengba'phangs/

7bldan*parlexconi(HAHN):ldanpaB:ldanlaO.

tayohsavibllramakntamsad"vaprativeSikall/

sambhogasncakamsarvamsasamketamamanyata"82．8〃

8dsasamketamamanyata]-sasamketamamanyataT(=Ed.):sanketamamanya-

taA(metre!):samketamsamamanyataB:sanketamsamama{{ta}}nyeE.CfdeJoNG.

(Note:deJoNGproposestoreadasB,butitseemshedidn'tconsultT.)

/tayohsabibhramaku(taD:tamT)sad騨恒pratibiSm{T500b}kah/sambhogasuca

kamsarbbamsasaInketamamanyata"82．8〃

かの隣家の友は、彼ら二人が橋態を伴った欲望の感情（ｮknta)をもつのを見て、彼

はあらゆる合図（素振り）を［性的］享楽を示唆するものと理解した。

/khyimmtshesdeyisdedaggi//bsamPamam'phruldangbcaspa/

/mtllongnaslongsspyodgobyedpa'i//brdamamstllamscadrigpargyur/

8amtshesdeyis]O:chesdeyiN:tshesdeyiGQ.8bdaggi]B:daggisO.

sagatvacakitamprallajananrmbhavavarmanan/

suhrdallsnehasamsaktah§胡kam珈血parabhavam"82.9〃
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9bbhavavannalaり]T,confinnedbytib.sridpa'igocha'i(=Skt.*bhavavannapaり):

bhavaSarmanahABE(=Ed.).

/sagatvacakitallprahajananimbhababarnnnaga/suhrdajsnehasamsaktahSaInka

manahparabhabam"82.9"

彼は怖くなって去り、バヴァヴァルマンの母に告げた。友への愛情を強く持っていた

彼は、［その友の］破滅を恐れていた。

/grogslamdza!baschagsgyurcmg//gnodpa'byungbardogspayis/

/1igspadenisonggyurnas//sridpa'igocha'imalasmras/

9acing]6:cige.

putrastekrtasaliketahspaS!amsubhalayoSita/

rajanyamavinrto､dyasvairacmgami5yati"82.10"

/su{D193a}tastekrtasamketaりspaSlamsubhalayogita/rajanyamabimtodyasbaira

caITga皿§ya曲〃82.10"

「あなたの息子は明らかに軍人の妻と合図を交わし合いました。族けがなされなけれ

ば、［彼］は窓に行動し、今夜中に出かけるでしょう。」

/khyodkyibudangapa!boyi//budmedgsalba'ibrdadagbyas/

/mtshanmomamparmadulba//dm伽mnrgyuzhmg'grobar'gyur/

carantansamsaravyasanagallane!snnnaramlga

bhrSambhogavyagranikhilasukhaSa5papranayinah/

vmaSavyaparasmaraSabarapaSenipatita

labhanteparyantevi5ayaSitaSastrairviSasanam"82.11"

11bosukhaSa9pa･]ABETib.:osukhaSasya｡Ed.11dvi9ayaSitao]ABE(=Ed.):

vi5aniSita｡T,confilrmedbytib.dugldanmonpo'i(=Skt.*viSa-niSita).

/carantahsamsarabyasanaga(heD:haT)nasminnaramrgabhrSambhogabyagrani

khilasukhaSagyeprapayilah/binaSabyaparismaraSabarapaSanipatitalabhante

paryantabiganiSitaSastrairbbiSasanam"82.11"

「もし人という鹿たちが、あらゆる快楽という若枝を愛好するあまり、甚

だ(bhrSam)享楽に夢中になって、この輪廻という災いの森の中を坊裡い歩くならば、

［彼らは］破滅を遂行する愛神という猟師の罠に落ち、終には感官の対象(viSaya)と

いう鋭い武器で、虐殺されますb」

Notelldvi9ayaSitaSastrair]もし梵蔵併記版に見られる異読のvisaniditagastr血の読みを採れば、

「毒のある鋭い武器で」という意味になる。

Metre:SikharinT_
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/myiridwagrkllorbasdugbsngalnagstshal'dirnirgyubyedcing//mchog

mlongsspyodkyis'khrugsmalusbdeba'i*rtswalachagsgyurrnams/

/1igpa'ibyabadangldanmgonpazhagspadagmltunggyurte//mjugtudug

ldmmonpo'imtshonmamsdaggisbrlagpathobpar'gyUr/

11adwags]G:dagsONQ.11b*rtswa]exconi(cfSa¥pa):rtsaびβ、

11c!jig]O:ljigsB.11dmjuglOG:ljugNQllmonpo'i]GN:rnobawiO(also

possible):mompawiQlldaggis]O:daggiellpar'gyurlO:pargyUra.

Notellcdangldan]蔵訳では梵文のsmara「愛神」にあたる語としてdranpaが期待されるが、

dangldan「～を有する」となっている。このdangldanが先行語のBahuvrIhiなることを表現して

いるだけなら、smaraは蔵文に訳されなかったことになるが、しかしsmaraがdangld皿とやや似

た語形をもつ何らかの別の類義語的表現で訳された後に、dangldanと誤って伝承された可能性も

あろう。

vasarerakSitastavanmayayamcapalaSayan/

rakSamyastvayaratravityuktvaprayayausuhrt"82．12"

/basarerakSitastabatamayayamcapal颪§ayah/rakSamyastvayaratrabityuktvaya

yausuhrta"82.12"

「とりあえず昼間は私が心が落ち着かないこの者を見張りましょう。夜はあなたが見

張って下さい。」そう言って、親友は去った。

/g.yoba'ibsampadangldm*'di//rezmgnymparbdaggisbsmng/

/mtshanmokhyodkyisbsrungbarbya//zhespabrjodnasgrogsposong/

12a*'di]exconi(cfSkt.ayam):zhingβび.12I)bsrung]O:srungsB.

Notel2a*'di]梵語ayamにあたる訳語'diが期待される位置にある、zhingは不審である。訳文

における血ngの機能が理解できない。字の類似も考慮に入れて、血mgを'diの誤りと見なす6

athantarghasuptasyaputrasyadvarasay館／

m説豆niSi*prabuddhaivasamrakSanaparabhavat"82.13"

13c*prabuddhaiva]excom(Ed.):prabuddhevaABET,confilrmedbytib.rabtusad

bzmndu.

/athantarglhasuptasyaputrasyadvaraSayim/m豆圃niSiprabuddhebasamrakSallapa

rabhabta"82．13"

戸口に横になった母は、夜じゆう眠らずに、室内で眠る息子の見張りに専念した。

Notel3cprabud曲aiva]写本と蔵訳は一致してprabud曲eva「夜じゆう眠らぬかのように」の読

みを支持するが、文の意味を考えるならば、D豆s版本がこっそり修正しているように、ivaをeva

に替えて、「夜じゅう全く眠らず〈一睡もせずに」の意味となるよう、読むべきである。
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/denasmlynnmgdunyalbu//sgomnyalba'imayisni/

/mtshanmorabtusadbzhindu//kuntubsrungbalachagsgyur/

13bmalO:saB.

variSaucapadeSenayacamanasyanirgamam/

nanirganmmdadautasyajananlsnehamohit豆〃82.14"

/bariSocapadeSenayacamanasyanirgama/nanirgamtumdadautasyajananIsneha

mohita〃82.14"

水による洗浄（トイレ）を口実にして、外出を懇願する彼に、愛情の迷妄をもつ母は

外に出ることを許さなかった。

/chuyidagbyedzolgyisni//phyir'byungzhubarbyedpala/

/mdza'basnnongspa'imayisni//phyirol'thonpabymmagyur/

14Cyis]O:yie.14dphyirol]B:phyirlaO(alsopossible)llbyin]O:byedB.

so!cmtayadahoramyaramaratnasamagame/

keneyamvigimajananijanammamanirmita〃82.15"

/{D193b}socintayadaho{T501a}ramyaramﾖratnasamaga(maD:meT)/keneyaIn

birghajananrjanammamanirmmi面〃82.15"

彼は考えた。－ああ、宝石のようなすばらしい美女との逢い引きに支障を生じさ

せる、私のこの母は何者によって創造されたのか。

/desbsamskyemadga'bayi//budmedrinchendang'grogsla/

/gegsniskyedParbyedpayi//bdaggima'diciyisspml/

15ayi]O:yise.15cgegs]O:bgegsB(alsopossible).15dciyis]B:ciyiO.

bhagyairmejanakastavadyauvanenidhanamgatah/

iyamtvapunyaihkalikalrkalavyalrgmesthi樋〃82.16"

/bhagairmmajanakastabadyobamnidhanamgatah/iyamtvapuDyaiりkamkalrkala

by訓了副hesthi塩〃82.16"

幸運にもわが父のほうは若い時に死んでくれたが、福徳乏しく（運悪く）この骸骨女

が、黒い雌蛇として、家にいる。

/rezmgskalbasphanibdag//langtsholdanzhmgshibargyur/

/bsodnamsmnpassbrulnagni//1igsrungma|dikhynnagnas/

16apha]B:maO.16btsholdanzhing]O:tshosldanbzhingellsmbar]B:

'tshobarO.16Csbmlnag]O:sgmbdage.16d!di]B:niO.

－170－



gacchamyenmsamullalighyanidravirallitamyadi/

tadasyahkalallalapairjano!pipratibudhyate"82.17"

/gacchamyetamsamullamghyamdrabirahitamyadi/tadasyahkalahamapaiIjampi

pratibudhyate"82.17"

眠らないでいるあの女の上をもし跨いで行けば、あの女の課いの声で人々が目を覚ま

してしまう。

/gnyiddangbralma'dilam//galtebdaggis'gongsphymna/

/'diyi'thabmoiismrabljodkyis//skyebomamskymgsadpar'gyur/

17b'gongs]B:!gomsO(alsopossible)．17csmra]O:sgraβ、

17dsadpar'gyur]B:rabsadgyurO.

prayahkSapaparik"adnrek珈樋karomkim/

sulabhabhagyalmlasyakathamsasubhagamama"82.18"

/prayahk5apaparikgmadnrek珈圃karonkim/sulabhabhagyahrnasyakathamsa

subhagamama"82.18"

［今や］ほとんど夜は過ぎようとしており、愛する女は遠くだ。俺はどうすべきか。

運のない俺にどうしてあの幸ある女が容易く手に入ろうか。

/mtshanmophalcheryongszadcmg//mdzesmaringlabdagcibyed/

/skalbadmmpabdaglani//skalbzmgmadejiltarmod/

18acher]B:cheO.

Notel8dmod]蔵訳では梵文のSulabh豆の語が訳されなかった。

harmyotsaligagatavilokanarasannanⅡ血angmbhoruha

srastasyaSravanotpalasyanayanacchayamdiSantrpade/

tmalikadyutibllinkapolayugalepattravambibllratl

bhagyairbhogabhuvamprayatisubhagabhavyasyasasundal了〃82.19"

19cpattravalrm]BE,confinnedbytib.patra'i'phrengba:patravatimA.

19dbhavyasya]A:pravyasyaB:dhanyasyaE.

/hannyotsagagatabilokanarasannamrananaubhoruhaprastasyaSraballotpalasya

nayanacchayamdiSamtIpate/tadamkadyutibhiPkapolayugalepatrabalibibhratI

bhagyairbhogyabhubiprayatisubhagabhabyasyasasundarr"82.19"

邸宅の階上にいて、見られることの喜びにより下を向いて屈んだ、蓮の容をもつ

女一、耳［に挿した］ウトパラ蓮が下に垂れた［かのような、顔の中の］位置

(pada)にある眼が［蓮の花びらの］錯覚を示す女一、耳飾りの光輝を伴って、両の
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頬に［描かれた］葉の連なり［の模様の化粧］をもつ女一、愛しいかのスンダリー

は、幸運により、幸せな男にとっての享楽の大地（天国）となる。

19cpttravalim]このpattravalI「葉の連なり」とは、具体的には、顔に蔓の葉の連なりの形に香

粉で描かれた化粧的な線条(pattrabhanga,pattravallI)を意味する。

Metre:§園rdnlavikrrdita.

/khangbzangnangdusoncmgmamparbltaba'irolasbzhingyichuskyesdud

//rnaba'iutpallllungbargyurpasmggimdzesparnabadaglaster/

/rnargyan'odzerdaggis'grampazunglapatra'i'phrengbarnampar'dzin//

mdzesmadenilegsldandaggiskalbarnamskyisspyadbya'isaru!gyur/

19asoncing]B:sonzhingO.(problemofdadrag!)

19c'phreng]O:phrenge.19dgi]B:gisO.

Notel9b]蔵訳のpadabは「耳の青蓮が落ちることにより、目の美を耳に与える」(nggi

mdzesparnabadaglaster)と訳せるが、梵文と部分的に合致しない。梵文のdiSantIpadeとの対応

が不明である。この蔵訳は意訳だろうか。またこのpadabはutpalaと読むと18音になってしま

うので、utpalと読む。

iticmtamramdvaramyacamanampunahpunan/

atraivakriyatm§aucamitim説atamabravIt"82.20"

/iti{D194a}cintamraIndvaramyacamanapunaりpunaP/atraibakriyat町saucami

tima直tama(baD:braT)brta"82.20"

このように考えて苦しみ、ドアを［通ることを］幾度も請い求める彼に、母は「ここ

で洗浄（トイレ）をすませなさい」と言った。

/deltarbsamspasgzirzhmgsgo//yangdangyangduslongbyedpa/

/delamayis'dinyiddu//gtsangbamdzodcesrabmsmras/

20absams]O:bsamβ、20cyislO:yiNQ:yinG.

athamatu肥加scmttva肋aJgenasayayaujavat/

ragopadiS!ap印加師kimakaryamduratm加豆m"82.21"

21aSiraScmttva]BET:SirahstmtvaA.

/athamatuhSiraSchitva肋ajgenapayayauja(bataD:bat-T)/ragopadi51apapanam

kimakaryamdur豆伽a{T501b}n町〃82.21"

すると彼は母の頭を剣で切断して、すぐに立ち去った。欲望に命じられた悪行をなす

悪人たちにとって、してはならない行為というものがあるだろうか。

/denasralgrismayimgo//bcadnasdemmgyogsparsong/

/chagspasnyerbslansdigbdagnyid//nganpamamslabyan血ci/
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21Cpas]B:paO.

ratravaganitayasallsagatvasundangham/

rallahsambhogasamnaddhamvidagdhamasasadatam"82.22"

/ratrabaga(1amD:naT)tayasahsagatvapundalTgrham/rahahsambhogasanna(rd-

hamD:IddhamT)bigdhamasasadatam"82.22"

夜中に疲労をものともせずに、彼はスンダリーの家に行って、密かに享楽を用意して

いる、抜け目ない彼女と邊遁した。

/mtshanlnongaldubmartsispar//mdzesma'ikhangpardesongnas/

/mkhasshinglongsspyodlachasma//denidbenparyangdagthob/

22apar]6:pase.22cchas]0:chagsβ・(Cf.NEGI,chasgyur=samnaddhah(p.

1192);s.v.chaspa=samnaddhah(p.1193);chasma=samnaddha(p.1193).)

satasyaisvakrtampapamadarayanyavedayat/

tenaivammkh鋤slaghanteyenaivayantinindyatam"82.23"

23cSlaghante]E(=Ed.):SlaghyanteAB:SlaghyanteT.

23dyenaivayanti]A:yemaitayantiB:yenaitayﾖntiE.

/tetasyaisvakrtampapamadarayanibedayata/tenaibam町､肋§laghyanteyenaiba

yantinidyatam"82.23"

彼は尊敬を得ようと、彼女に自分がした罪悪を語って聞かせた。そのことによって不

名誉になるはずの［悪しき］行為を、愚か者たちは自慢する。

/delaranggibyaspa'isdig//guspa'isladdudeyisbshad/

/ganggissmadpanyid'gyurba//denyidkyisnirmongs*pasbsngags/

23agi]B:gisO.23byis]O:yie.

23csmad]6:rmadβ、23d*pas]exconi(HAHN):paβび．

tasyamatrvadhakrnrapapaSravanakampita/

§vapakasyevasamsparSev伽ukhrsabhavatparam"82.24"

24cSvapakasyeva]T(=Ed.):5vapakasyaivaABE

/tasyamatIFbadhakrnrapapaSrabalpakampita/sapakasyebasamsparSebimu肋asa

bhabapar抑〃82.24"

母殺しという凄まじい悪行を聞いて、震えた彼女は、彼に触られることを、まる

で「犬を煮る者」（不可触民）に触られるかのように、激しく嫌悪した。

/mabsadsdigpadragponi//thosnasidarbargyurpade/

/gtumpolabzhmdelani//reg*lasshmtuphyirphyogsgyur/
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24dreg*las]exconi:I℃glaO:regpaβ・

Note24dreg*las]Kalpalata82.26aでも確認できるように、phyirphyogsは格助詞lasと共に用い

られる。またNEGIs.v.phyirphyogs(p.3578)に挙げられた多くの用例を見よ。

harmyadhirohanavy司誠sajagamatadantikat/

sabhila9印ip即珈amﾖcarenavirajyati"82.25"

25csabmla"pi]A(postcolT.marg.):sabma5opiA(antecolT)BET(=Ed.).

25dacarela]AE:5cal℃1aB:darelaT(cftib.guspayis)IIvirajyati]A(postcolT.

marg.)E:virajyateA(antecolT)T:viradhyatiB.

/hannyadhirihaDabyajatasajagamatadantikata/sabhil"opipapanamdarePabira

jyate"82.25"

大邸宅の最上階に昇らればという口実で、彼女は彼のもとから去った。欲望はもって

いたけれど、罪行の振舞によって、興醒めしてしまった。

/deyignasnaskllmgbZangla//'dzegpa'izolgyisdesongste/

/sdigpamams*kyiguspayis//sredldmdagkyangchagsbralgyur/

25c*kyi]excom:kyisびβ.25dgyur]d:'gyurB.

Note25cguspayis]蔵訳者が基づいたチベット伝承の梵文では豆carenaではなく*gdarena「尊敬

によって」と読めた可能性がある。チベットの梵蔵併記版の蔵字梵文ではその箇所がdarenaと

ある。

uccallannyasamarugha*prauJllapapaparalimukllr/

cauraScauro'yamityuccaiScukroSacakitevas豆〃82.26"

26b*praudha]excom(DEMoTo):praudha｡A(postcorr.marg.)BE:prauca｡A(ante

colT.).

/uccahannyasamamdhak珈恒papa{D194b}parmmukhr/cauraScauroyamityuccai

§cukroSacakitebasヨ〃82.26"

罪行に嫌悪感を抱いたその熟女は、高い大邸宅の最上階に昇ると、「泥棒1その人泥

棒よ！」と、怯えたふりをして、声高に叫んだ。

/sdigpalasniphyirphyogsma//deyisbagammthonpor'dzegs/

/'dinichomrkunchomlkunzhes//jigspabzhinduskadcherbsgrags/

Note26a]梵文の*prau曲aもしくは極auqha-にあたる訳語が蔵訳には欠けるが、チベットの梵

蔵併記版ではその語の代わりにk珈圃となっていて、ネパールの伝承と違っていることが、恐ら

くその訳と関連していると思われる。

pradhaviteparijanebhayabhagnansavidmtah/
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yayauyavannijaghamlqtakolallalaMvabhin"82.27"

27bbhayabhagnah]A,confilrmedbytib.:mayamagnajB:bhayamagnahE:

bhayadigdhalEd.CfdeJoNG.

27cyavan]AT,confimedbytib.jisrid(=Skt.*yavat):javanBE(=Ed.).

/pradhabiteparijanebhayabhglasabidmtah/yayauyabadnijagrhamkrtakalaha

lahSvabhih"82.27"

周りの人々が駆けつけたので、彼は恐怖に惑乱して、逃げた。犬たちに吠えかかられ

つつ、そうそうに自分の家に戻った。

/､khorgyiskyebosrgyugspa'itshe//iigspasnyenpaderabbros/

/jisridranggikhymdusong//khyimamskyisnicacobyas/

27bde]O:derB.

hatamejanamcaurairititarapralapavan/

prabhatevidadhematunsaSaITradisatkriyam"82.28"

/hatamejananIcaurairititanpralapabana/mabhatebidadhemamPsaSa面面disath

ya〃82.28〃

彼は「私の母が泥棒たちに殺された」と声高に叫んで、朝に母の遺体［に対する儀

礼］などの葬儀を行った。

/bdaggimanichomrkungyis//bsadcesskadcherrabsmrazhmg/

/sngadrodeyismayini//luslasogspasbyangbabyas/

28dsbyangba]O:sbyangspaB.

pracchannapapasamtapadahyamanahsacmayan/

sutiVranarak即説ambabllramabhuvibhntavat"82.29"

/macchannapapasantadagdhamanahpacemyana/sutrbranarakapampbabhamabhu

bibhuta(dataD:vtaT)"82.29"

秘め隠した悪行への後悔に焼かれながら、彼はとても恐ろしい地獄落ちを思い、地上

を幽鬼のように佑僅った°

/rabbsgribssdigpaiigdungbayis//sregcmgshmmmibzadpaii/

/dmyalbarltungba*desbsamste//'byungpobzllindusala'khyams/

29ayis]O:yiB.29cltung]B:lhungOll*des]exconi(HAHN):deβが．

prayaScittamdvijastenap孵励patakavadma/

ucurrn説ⅣadllakrnrapatakenastiniSkrtm"82.30"

30dniSkrtih]crr.(=Ed.):niりkrtihABE.

－175－



/prayaScitam{T502a}dvijastenap孵鋤patabadina/ncumatrbadhakrnrapatakena

stikrtih"82.30"

罪行を語る彼に贈罪の方法を尋ねられた婆羅門たちは、「母殺しという凄まじい罪に

おいて贈罪は存在しない」と答えた。

/sdigpasmrabyeddeyisni//phyirbcosdrislagnyisskyeskyis/

/smraspamabsaddragpoyi//sdigpadaglabcosthabsmed/

30ayis]O:yiB.30bkyis]6:kyie.

athajetavMamgatvatatrabllik;uganoditam/

suSravadharmadhyaymamsarvapapapranaSanam"82.31"

/athajetabanamgatvatatrabhikSugapaditam/Sugrabadhannmadhyayanamsarbbe

papapraSamana"82.31"

その後彼はジェータ林に行き、そこで比丘群によって唱えられている［仏の］教えの

読諦として、『あらゆる罪の消滅』を耳にした。

/denasrgyalbyedtshalsongbas//dernidgeslongtshogsbljodpa'i/

/sdigpathamscadnyamsbyedpa'i//choskyikhatonrabtuthos/

31bpa'i]O:paβ、

d価manpravrajitastatrasvadhyayanir鉱山param/

tatasmpilakadhyayrsadharmakathiko'bhavat"82.32"

32ddharmakathiko]T(=Ed.):dharmakathikoABE.

/dhrmanprabrajitatatrasvadhyayyanirataPsaram/tatastripilakadhyayisa{D195a}

dharmmakathikobhabata"82.32"

彼は其処で出家し、賢かったため、学ぶことにとても喜びをもった。その後、三蔵を

暗謂し、彼は法の宣説者となった。

/dernibloldanrabbyungste//khatondaglamchogtuchags/

/denasdenisdesnodgsum//bIjodcingchoskyigtamcangyur/

32csnod]6:gnode.

sarvajiio'bhyetyabhagavanbhikqusamghamathabraVrt/

kimbhavadbhihsap即訂yapravrajyasmaisamarpi樋〃82.33"

/sarbajhosyatyabhagabanabhik5usamghamathabrama/kimbha(bibbhahD:bidbhah

T)sapapayaprabrajyaismasamarpi面〃82.33"

ある時、一切智たる世尊が来られて、比丘僧団に尋ねられた。「なぜあなた方は有罪

人である彼に出家［戒］を授けたのか。」
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/denaskunmkhyenbcomldan!das//mngonphyogsdgeslongtshogsla

gsungs/

/sdigcan'dilarabbyungni//khyodkyiscisladyangdagbym/

33dkhyodkyis]O:khyedkyiB.

tenamatlfvadhakrnrakilbi9enapramadinall/

pratyasannasyaparyantetaptaVICaucirastllitih"82.34"

/tenamatrbadhakrnkilbigepapramadinah/pratyasannasyaparyantetaptabrcaucira

sthitih"82.34"

「母殺しのその残忍な罪によって、放逸を有したこの者が終に熱いアヴイーチ地獄に

久しく住することになるのは、間もないことであろう。」

/mabsaddragporgyurpayi//sdigpadeyisbagmed1di/

/mjugmnmarmedtshabarni//yunringgnaslarabmnye/

34c町ug]6:ljugB.

uktetathagatenetiso!pyupadhyayatamgatah/

kalenakalaparyanteghoramnarakamaptav加〃82.35"

35bupadhyao]ET:apadhyaoAB.

/uktobhagabatenetisopyupadhya画mgatah/kalenakalaparyanteghoranaraka

maptabana"82.35"

このように如来に予言された時、彼は親教師（和尚）になった。しばらくして寿命が

尽き、彼は恐ろしい地獄に行った。

/debzhingshegspasdegsungstshe//deyangmkhmponyiddugyur/

/duskyisduskyimjugtuni//jigssurungba'idmyalbathob/

35c呵ug]O:1uge.

tatravlCicayodaiicattrvravahniSikh圃息ataih/

pacyam加aSciramcakrresakhedamnarakaukasam"82.36"
36at町ﾖvICicayo｡]A:tatravTCiCayooE:tatravICryayo｡B.

/tatrabrcibayodambambrabamiSikha§ataih/pacyanaSciramcakrasakhe(damD:

daT)narakokarapam"82.36"

そこで多数のアヴィーチ地獄で、高くあがった火の激しい百の炎によって、彼は久し

く焙られながら、地獄の諸住所に厭嫌を生じた。

/dernimnarmedtshogs,khrungspa//皿bzadmelcebrgyaphraggis/

/yunrmg!tshedparbyedcmgdes//dmyalba1ignasniskyobarbyas/
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36I)gis]O:gie.36CIing]O:ringsB.

kopannarakapalenamudgaraghatac面mitall/

saciratprapap歌agniparipakvatanuhkSayam"82.37"

/kopannarakapalenamudgaraghatacnmatah/saciratprapapapagniparipakvata

nuﾛ{T502b}k;ay抑〃82.37"

獄卒によって怒りをもってハンマーで打ち叩かれて粉砕され、［業］熟の（焙りの）

火によって十分に焙られた彼の身体は、久しい後に消滅するを得た。

/dmyalsmngrabtukhrospayis//tllobasbrdungsshmgphyemarbtags/

/deyisrmgnassdigpayi//meyisyongssmmluszadthob/

37asrung]O:bsrungsellpayis]O:payie.37bbrdungsshing]O:bsnun

zmngellbtags]O:rtagsB.37cdeyis]O:deyie.

Note37csdigpayi]deJoNGが指摘するように、梵文のp歌agniを蔵訳者は*p即agmと読んだ。

caturmallarajikeSuso!thadeve5vajayata/

pravrajyay"prabhavenadivyabharanabhnSitah"82.38"

/catunnmaharajike5usothadebe9vajayata/prabrajyayaPprabhabanadibyabhara

pa{D195b}bmSitah"82.38"

［かつて］出家したことの［業の］力により、彼は神々しい装飾品に飾られて、四大

王天に生まれた。

/denasdenirabbyunggi//mthuyisrgyalpochenpodag/

/bzhipayinimamamssu//lllayirgyangyisbrgyanparskyes/

38byis]O:yiB.38dgyis]O:gyiellparskyes]O:paskyee.

athasavmalamalama血keynrahara-

prasrtamanimaynkllomikhyammadbhutaSm/

agamadamaravandyovandanayenduk珈仙

sugatamanugatabhirbllrajamanahprabhabhm"82.39"

／athasabimalamalamaulikeynraharapraprtama叩imayn肋ollikhyamanadbhuSITh

/agamadamaragamyobandranayendukantilsugatamanugatabhirbhajamanajpra

bhabhih"82.39"

清らかな花鬘・王冠・腕輪・頸輪から放たれる宝石の光線によって描かれている、驚

嘆すべき美を有する［彼］、神々にも拝礼される、月の美しさをもつ彼は［善逝を］拝

するために、随伴する多くの光によって輝きながら（光の尾を曳きつつ輝きながら）、善

逝のもとに出かけた。
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Metre:M51inr

/denasdrimed'phrengbacodpandpungrgyandoshallas//rab'pllrosnorbu'i

'odkyisrmadbyungdpalni'bribyedcmg/

/mayisbstenbyarjes|brang'odkyisrabmdzeszlabatar//mdzespadembde

bargshegslaphyag'tshalsladdusong/

39a'phrenglO:phrenge.39bkyis]O:kyiBIIni'bri]B:ni'drid

39clhayis]O:lhayiellkyis]6:kyiβ、

tatpadapadmayugasadaravandanodyad-

anandasundaravibuddhamu肋圃ravmdah/

dharmopadeSakathayaivababhnvas豆smr

unmrstam珈asaivaSusadnasatyan"82.40"

40aoyugasadara･]ABE:｡yugamadara｡Ed.CfdeJoNG.40cokathayaiva]T:

okathayevaABE.40diva§usad騨画satyaり]ABE:iv風smtad"asatyahEd.CfdeJoNG.

/tatpadapadmayugamadarabandinanodyadanandapundarabibuddhamu肋ara

bindaj/dharmmopa(deD:daT)Sakathayaibababhuba§asmmnmrsamanasaiba§usa

dnasatyah"82.40"

かの方の両足の蓮花を敬意をこめて拝礼することによって起こってくる(udyat)歓喜

を伴った、花開いた蓮華のような美しい顔を有する彼は、師（仏）が教法を説かれたお

かげで、心が拭き清められたかのように、速やかに真理を観た。

Metre:Vasantatilaka

/deyizhabskyipadmozunglaguspasphyag'tshalte//kundga''phelzhmg

mdzespa'ibzhingyipadnlornamparrgyas/

/stonpa'ichoskyimangngaggtamgyisdenimyurnyiddu//bdenpamthong

zhmgyidnirabtuphyispabzhmdugyur/

40cmanngag]B:yangdagOllgyis]D:gyiBT.

drrghopabhogagalitavyasanasyakale

papapradoSatimiroparamejanasya/

ity説佃otivnalasulqtaprabhata-

velavisalakuSal甜息ayaprakaSam"82．41"

41aogalita･]AT:｡lalitaoBE:ocalitaoEd.

41cdprabhatavelaviSala･]ABE:prabhava-velaviSalaoEd.

/drrghopabhogagalitabyabanasyakalepapadradogatinro9atiropharamejana

sya/ityatanotibimalasukrtaprabhatabelabiSalakuSalatiSayaprakMam"82.41"

－179－



悪行という夜の闇が消え去る時、［夜の間の］久しい［苦の］享受によって困苦が消

滅した人々に、善行という、無垢の朝の時は、このように(iti)広大な善のすばらし

さ(atiSaya)の光線を拡げる。

Metre:Vasantatilaka

/sdigpamtshanmo'irabribnyebarzhiba'idussuni//yunrmgnyebarspyad

passdugbsngalnyamspa'iskyebola/

/legsbyassngadro'idusnidrimamedcmgymgspayi//dgebaphulbyung

snangbadeltarkunmrgyaspargyur/

Note41ab]梵文のgalita-vyasanasya(消滅した困苦をもつ）にあたる訳語が蔵訳のsdugbsngal

nyamspa'iであると思われる。nyamspaは形容詞として使われrている。

itikSemendraviracitayambodhisattvavadanakalpalatayamnarakapnⅣikavada-

namdvyaSItitamaljpallavan"

(Col叩hon:)onarakapno]ABE:｡mﾖrakapn｡Ed.

/itikSemendrabiracitayambodhisatvabadanakalpalatayamnarakapUrbbakabada

{D196a}namdbyaSnitamallpallavaM

以上、クシェーメーンドラ作『菩薩のアヴァダーナの祈願成就の蔓草』におけ

る「『まず先に地獄に生まれ［後に天に生まれ］る者』のアヴアダーナ」、第82の小枝

（章）。

/zhespadgebaIidbangposbyaspaIibyangchubsemsdpa'irtogspabIjodpa

dpaggsamgyi!khrismnglasdmyalbasngonldangyirtogspabrjodpa'iyal

'dabstebrgyadcurtsagnyispa'o"

(Col叩hon:)zhes]D:cesBT

第82章の非重要な異読の報告

l.チベット訳の諸版の正字法上の異読

以下、］の記号より前にある語形が、校訂テクストの語形であり、その記号の後ろにある語

が、或る版の正字法上の異読を示す。

7d'phreng]DT:phrengGNQ.35diigssuliigsuG.38cmamssu]rnamsuG.

2．チベット訳の諸版の特殊な異読(Sonde,lesungen)
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以下、］の記号より前にある語形が、校訂テクストの語形（正しい語形）であり、その記号の

後ろにある語が、或る一つの版の特殊な異読を示す。例えば、4czhing]smngT.という記述は4c

zhing]DGNQ:smngTと表現するのと全く同じであり、それはSTRAuBE(2006),S.245の記述の仕方

ならshmgst.zhingGと表現される。

4czhing]shingT.6bdpa'boldpa'baT.7bbltas]blngasN.7cdeyi]deyisT.10a

kyi]kyisT.14d!thonpa]!thanpaD.1Sbchen]cenT.22dde]daD.25a'dzeg]'dzegs

G.27dkhyi]khyisN.30csmraspa]smrabaQ.37cpayi]payisG.39bnorbu'i]norni

G.39cmdzes]mdzebaN.40a'tshallbtsalT.41bnye]nyaD.

3．梵文写本における特殊な異読(Sonderlesungen)

以下、］の記号より前にある語形が、私の校訂テクストにある語形（正しい語形）であり、そ

の記号の後ろにある語形が特殊な異読を示す。これは写本の中に沢山ある無意味な書き誤り等の

異読をすべて本文の異読注として挙げると、真に重要な異読がそれらの無視してよい異読の中に

埋もれてしまい、見えづらくなってしまうので、そうならないようにする配慮として、本文の異

読注とは別に記するものである。本文の異読注には重要な異読のみを挙げた。

1bkrtam]chatamB.1d｡vadanah]｡vadanaB、5cyauvanasthahlyauvanasthaB.6dtam]

teBIIosikhara･]。§iSaraoB.7asabmlﾖSena]svabhil"enaB.7domnrdmi]｡mnddhniB.

10bspaSIam]sprag!amB.1Ⅱ｡yoSita]｡yauSitaB.11bnikhila･]ni;ila｡B、11dviSas皿am]

viSaSanamB.14cnirganmm]nirganmB.17Ckalah副apairlkatah訓即airB.19ctadahka･]

talalika｡E.21dkim]kImB.23abpapamadaraya]papabhadarayaB.25aharmyadhiroha｡]

hartyaviroha｡B・26dcakiteva]cakritevaB.27dokolahalah]｡kolahatahE.29bcintayan]

cintayatB、31bogalloditam]｡gapodisamB.33abhagavan]bhagavan_n_B.34dcirasthi-

till]cimasthatihE.36cciram]ciraB.38bdeveSvajayataldevedhvajayataB.39avi-

malamala。]vinayamala｡E.39bprasrta｡]prabhrti｡E.39dbhrajam加ahlbhrajamanaB.

40a｡vandanodyad-]｡vamdanaudyad-B.(Colophon:)dvyaSrti｡]dvyaSrtioA.
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APPENDIX

Avadanakalpala圃梵文と蔵訳の語の対応関係の確認

将来の索引作りのために、最後に付録として、梵蔵を一宇一句対照させておきたい。以下の表

記に関する注意：梵文と蔵訳の語の対応関係を示す際に、代名詞と動詞と一部の副詞は、語尾変

化が付いた活用形で示す。しかし名詞と形容詞については、語尾変化形を出さずに、基本的に語

幹の形で示し、語幹の後につけた1～8の数字で梵語の八つの格を示す。例:aSval=aSvah,aSva2=

aSva(voc.),aSva3=aSvam,aSva4=aSvena,aSvaS=aSvaya,aSva6=aSvat,aSva7=aSvasya,aSva8=aSve.

両数と複数の場合も、格の表現には単数と同じ数字を用いる:aSval=aSvahoraSvauoraSvah.

第82章Narakapnrvika

/jigrtenpharol(=paraloka-)bloldan(=dhrl)donmed(=mithya)bula(=putra5)chagspa(=

spm記)cislad(=kim)sgnlb(=prakurute)//bsodnams(=pupyal)gang(=yat)Iigs(=ucital)

deni(=tat)ranggis(=svayam)byaste(=kriyate)gzhangyis(=anya4)byaspa(=krtal)spyod

mayin(=nabhUjyate)//ganggis(=yena)sdiglas(=papa6)malus(=age5al)rigsni(=an-

vayal)mamparlmngzhing(=nipata-)bzhindman(=bhagnavadana-)nyamsbyedpa(=Sidati)

//dedag(=tat)mtshungsmed(=asama-)gdugpa'i(=kmra)byabala(=kriya-)mkhas(=

kovidal)buni(=putral)'ga'*yis(=kagcid)mamparbsgmbs(=vidadhati)"82.1〃

/mnyanyoddu(=9ravastI8)sngon(=pura)khyimgyibdag(=gIhapati7)//thospa'i(=SIuta-)

gochadaggim(=5rutavannan7)//chungma(=jaya8)rgyalba'isdela(=jayasena8)bu(=

sutal)//sridpa'igocha(=bhavavarman-)zhespa(=abhidhal)byung(=abhavat)"82.2"

/dalbudalbus(=SanaihSanaiり)byispa(=SiSu8)de(=tasmin)//khyoshug(=dampati)de

daggis(=tau)bskyedde(=vardhamana8)//rigsbrgyud(=vamSa-)khyad'phags(=utkarSa-)

khyadpargyi(=viSe5a-)//reba(=盃ﾖ-)mampar'godpa(=viniveSa3)byas(=pracakraml)"

82.3〃

/duskyis(=kalena)phani(=janaka8)dus(=kala-)dbangdu//songtshe(=vaSaga8)sridpa'i

gochani(=bhavavannan7)//mdza'zl血gnnongspas(=sneha-moha-)gZrbayi(=artal)//

mayis(=jananrl)bskyedbsringsbskyangspargyur(=samvardhanaparalabhavat)"82.4"

/khyimmtshes(=prativeSya)grogspodag(=vayasya)dangni//lhancig(=saha)rtsezhing(=

ma-)mabsdamspa(=viSmkhalal)//langtshodaglagnaspa(=yauvanasthal)de(=sal)//

gnyis'thung(=dvipal)lcagskyumed(=mrankuSal)bzhin(=iva)'khyam(=babhrama)"82.5

〃

/lag'gro(=bhUjanga3)*rgyallamnas(=rajamarga4)bgrod(=vrajat3)de(=tam)//dpa'boyi

ni(=subhala-)budmeddag(=anganal)//mdzesma(=sundaIT1)zhespa(=nama)khangbza-

nggi(=harmya-)//rtsemodagnagnaspas(=Sikharasthital)mthong(=dadarSa)"82.6"
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/mngonparsreddangldanpa(=sabhilaSa4)des(=tena)//iosgegldan*par(=savn詔am)

mamparbltas(=vilokital)//bzhin'dzumma(=sumeramukhal)des(=sa)deyini(=tad-)//

spyibor(=mUrdhan8)metog'phrengba(=kusumasraj3)'phangs(=utsasaIja)"82.7"

/khyimmtshes(=prativeSikal)deyis(=sah)dedaggi(=tayoh)//bsampa(=akUta3)mam

'phnlldangbcaspa(=savibhrama-)//mthongnas(=d"v3)longsspyod(=sambhoga-)go

byedpa'i(=siicaka3)//brdamams(=samketa3)thamscad(=sarva3)rigpargyur(=amanyata)

〃82．8〃

/grogsla(=suhId7)mdza'bas(=sneha-)chagsgyurcing(=samsaktal)//gnodpa'byungbar

(=parabhava3)dogspayis(=Sankamanah)//jigspa(=cakital)deni(=sah)songgyurnas(=

gatv3)//sridpa!igocha'i(=bhavavannan7)mala(=jananI3)smras(=praha)"82.9"

/khyodkyi(=te)bu(=putral)dangdpa'boyi//budmed(=subhatayo5it4)gsalba'i(=

spallam)brdadagbyas(=krtasamketal)//mtshanmo(=rajanI8)mamparmadulba(=

avinital)//dmanminrgyuzhing(=svairacarinl)'grobar'gyur(=gamigyati)"82.10"

/myiridwags(=naramigal)'khorba(=saInsara-)sdugbsngal(=vyasana-)nagstshal(=ga-

hana8)'dirni(=asmin)rgyubyedcing(=carantai)//mchogm(=bhrSam)longsspyodkyis(=

bhoga-)!khrugs(=vyagral)malusbdebaii(=nikhila-sukha-)*rtswala(=Sagpa-)chagsgyur

mams(=praBayinl)//1igpa'i(=vinaSa-)byaba(=vyapara)dangldan(=?,v.note)mgonpa

(=Sabara-)zhagspadagtu(=paSa8)1mnggymte(=nipatital)//呵ugtu(=paryante)dugldan

(=vi5a-)monpo'i(=niSita-,v.note)mtshonmamsdaggis(=Sastra4)brlagpa(=viSasana3)

thobpar!gyur(=labhante)"82.11"

/g.yoba'ibsampadangldan(=capala§ayal)zhing(=?,v.note)//rezhig(=tavat)nyinpar(=

vasara8)bdaggis(=mayﾖ)bsrung(=rakSital)//mtshanmo(=ratri8)khyodkyis(=tvaya)

bsrungbarbya(=rakSanryal)//zhespa(=iti)bljodnas(=uktva)grogspo(=suhrdl)song(=

prayayau)"82.12"

/denas(=atha)khyimnangdu(=antargJha-)nyal(=supta7)bu(=putra7)//sgoru(=dvara-)

nyalbawi(=Sayinl)mayism(=matrl)//mtshanmo(=ni98)rabtusad(=prabuddhal)bzhin

du(=iva,v､note)//kunmbsmngbala(=samrakgapa-)chagsgyur(=paralabhavat)"82.13"

/chuyi(=vari-)dagbyed(=Sauca-)zolgyisni(=apadeSa4)//phyir'byung(=nirgama3)zhu

barbyedpala(=yacamana7)//mdza'bas(=sneha-)nnongspa'i(=mohital)mayisni(=

jananr)//phyirol'thonpa(=nirgantum)byinmagyur(=nadadau)"82.14"

/desbsams(=so!cintayat)kyema(=aho)dga'bayi(=ramya-)//budmed(=rama-)rinchen

(=rama-)dang'grogsla(=samagama8)//gegsm(=vigma-)skyedparbyedpayi(=jananal)/

/bdaggi(=mama)ma(=janaml)'di(=iyam)ciyis(=kena)sprul(=ninnital)"82.15"

/rezhig(=tavat)skalbas(=bhagya4)phani(=janakal)bdag(=me)//langtsholdanzhing(=

yauvana8)shibargyur(=nidhanamgatal)//bsodnamsnnpas(=apuﾘya4)sbrulnagni(=
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kalavyam)//1igsmngma(=kankam)'di(=iyam)khyimna(=gIila8)gnas(=sthital)"82.16

〃

/gnyid(=nidra-)dangbralma(=virahita3)'dilam(=enam)//galte(=yadi)bdaggis'goms

(=samullahghya)phyinna(=gacchami)//'diyi(=asyaP)'thabmo'i(=kahala-)smrabIjodkyis

(=alapa4)//skyebomamskyang(=jano'pi)sadpargyur(=pratibudhyate)"82.17"

/mtshanmo(=kSapal)phalcher(=prayas)yongszadcing(=parikSmal)//mdzesma(=kan-

tal)ringla(=dma8)bdagcibyed(=karomikim)//skalbadmanpa(=bhagya-hma7)bdagla

m(=mama)//skalbzangma(=subhagal)de(=sa)jiltarmod(=katham)"82.18"

/khangbzang(=hannya-)nangdu(=utsanga-)soncing(=gata-)mamparbltabaii(=

vilokana-)rolas(=rasa6)bzhingyi(=anana-)chuskyes(=ambhoruhal)dud(=namra-)//rna

ba!i(=Sravapa-)utpal(=utpala7)lhungbargyurpas(=srasta7)miggi(=nayana-)mdzespa(=

chaya3)rnabadagla(=?,v.note)ster(=diSatl)//rnargyan(=tadanka-)'odzerdaggs(=

dyuti4)'grampa(=kapola-)zungla(=yugala8)patra'i'phrengba(=pattravalI3)mampar!dzin

(=bibhratl)//mdzesma(=sundaIT)deni(=sa)legsldandaggi(=bhavya7)skalbamamskyis

(=bhagya4)spyadbya'i(=bhoga-)saru(=bhn3)!gyur(=prayati)"82.19"

/deltar(=iti)bsamspas(=cinta-)gzirzhing(=atura3)sgo(=dvara3)//yangdangyangdu(=

punaPpunaU)slongbyedpa(=yacamana3)//dela(=tam)mayis(=matrl)!dinyiddu(=atrai-

va)//gtsangba(=Sauca3)mdzod(=kriyatam)ces(=iti)rabtusmras(=abraVTt)"82.20"

/denas(=atha)ralgris(=khadga4)mayi(=matr7)mgo(=Siras3)//bcadnas(=chittva)deni

(=sah)mgyogspar(=javat)song(=yayau)//chagspas(=raga-)nyerbstan(=upadigla-)sdig

bdagnyid(=duratman7)//nganparnamsla(=papa7)byamin(=akaryal)ci(=kim)"82.21"

/mtshanmo(=ratri8)ngaldub(=3yasal)martsispar(=agapita-)//mdzesma'ikhangpar(=

sundaITgha3)de(=saP)songnas(=gatva)//mkhasshing(=vidagdha3)longsspyodla(=

sambhoga-)chasma(=saInnaddha3)//deni(=tam)dbenpar(=rahas)yangdagthob(=3sasa-

da)"82.22"

/dela(=tasyai)ranggibyaspa'i(=svakrta3)sdig(=papa3)//guspawisladdu(=3daraS)deyis

(=saP)bshad(=nyavedayat)//ganggis(=yena)smadpanyid'gyurba(=nindyatamayanti)//

denyidkyisni(=tenaiva)rmongs*pas(=mtir肋鋤)bsngags(=glaghante)"82.23"

/mabsad(=matrvadha-)sdigpadragponi(=krnrapapa-)//thosnas(=Sravapa-)'darbargyur

pa(=kampital)de(=sa)//gtumpola(=Svapaka7)bzhin(=iva)delani(=tasya)//reg*las

(=samsparSe8)shinm(=param)phyirphyogs(=vimukhal)gyur(=abhavat)"82.24"

/deyignasnas(=tadantikat)khangbzangla(=hannya-)//､dzegpa'i(=adhirohapa-)zolgyis

(=vyaja6)de(=sa)songste(=jagama)//sdigpamams*kyi(=papa7)guspayis(=?,v・note)

//sI℃dldandag(=sabhil39al)kyang(=api)chagsbralgyur(=virajyati)"82.25"

－184－



/sdigpalasni(=papa-)phyirphyogsma(=paralimukhrl)//deyis(=sa)bagammthonpor(=

uccahannya-)'dzegs(=saminqhal)//'dini(=ayam)chomlkun(=caural)chomlkun(=cau-

ral)zhes(=iti)//jigspa(=cakital)bzhindu(=iva)skadcherbsgrags(=uccaiScukroSa)"

82.26〃

/'khorgyiskyebos(=parijana8)rgyugspa'itshe(=paridhavita8)//1igspas(=bhaya-)nyenpa

(=bhagnal)de(=sah)rabbros(=vidrutal)//jisrid(=yavat)ranggikhyimdu(=nijagrha3)

song(=yayau)//khyimamskyisni(=Svan4)cacobyas(=krtakolahalal)"82.27"

/bdaggi(=me)mani(=janaml)chomIkungyis(=caura4)//bsad(=hatal)ces(=iti)skad

cher(=tara-)rabsmrazhing(=pralapavatl)//sngadro(=prabhata8)deyis(=saり)mayini(=

matr7)//luslasogspa(=Samadi-)sbyangba(=satkriya3)byas(=vidadhe)"82.28"

/rabbsgribs(=pracchanna-)sdigpa'i(=papa-)gdungbayis(=saIntapa-)//sregcing(=

dahyam加al)shintumbzadpa'i(=sutiVra-)//dmyalbar(=naraka-)ltungba(=即ata3)*des

(=sah)bsamste(=cintayatl)//'byungpobzhindu(=bhntavat)sala(=bhn8)'khyams(=

babhrama)"82.29"

/sdigpasmrabyed(=patakavadin4)deyisni(=tena)//phyirbcos(=prayaScitta3)drisla(=

p"al)gnyisskyeskyis(=dvijal)//smraspa(=ncuP)mabsad(=matrvadha-)dragpoyi(=

krUra-)//sdigpadagla(=pataka8)bcosthabs(=m5krtil)med(=nasti)"82.30"

/denas(=atha)rgyalbyedtshal(=jetavana3)songbas(=gatva)//derni(=tatra)dgeslong

tshogs(=bhik5ugapa-)bIjodpa'i(=udita3)//sdigpathamscad(=sarvapapa-)nyamsbyedpa'i

(=pramSana3)//choskyikhaton(=dharmadhyayana3)rabtuthos(=SuSrava)"82.31"

/derni(=tatra)bloldan(=dhimatl)rabbyungste(=pravrajital)//khatondagla(=svad-

hyaya-)mchogtu(=param)chags(=niratal)//denas(=tataP)dem(=sah)sdesnodgsum(=

tripilaka-)//bIjodcing(=adhyayinl)choskyigtamcan(=dharmakathikal)gyur(=abhavat)"

82.32〃

/denas(=atha)kunmkhyen(=sarvajiial)bcomldan'das(=bhagavatl)//mngonphyogs(=

abhyetya)dgeslongtshogsla(=bhikSusamgha3)gsungs(=abraVIt)//sdigcan(=sapapaS)'di

la(=asmai)rabbyungni(=pravrajyal)//khyodkyis(=bhavadbhiP)cislad(=kim)yangdag

byin(=samarpital)"82.33"

/mabsad(=matrvadha-)dragporgyurpayi(=krnra-)//sdigpa(=kilbiSa4)deyis(=tena)bag

med(=pramadin4)'di(=asya)//mjugm(=paryante)mnarmed(=aVICi8)tshabarni(=tapta-)

//yunringgnasla(=cirasthitil)rabtunye(=pratyasannal)"82.34"

/debzhingshegspas(=tathagata4)de(=iti?)gsungstshe(=ukta8)//deyang(=so'pi)mkhan

ponyiddugyur(=upadhyayatamgatal)//duskyis(=kalena)duskyi町ugmni(=kalaparyan-

ta8)//1igssumngba0i(=ghora3)dmyalba(=naraka3)thob(=5ptavatl)"82.35"
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/derm(=tatra)mnarmedtshogs(=aViCicaya-)'khnlngspa(=udancat-)//mbzad(=tiVra-)

melce(=vahniSikha-)brgyaphraggis(=Sata4)//yunIing(=ciram)'tshedparbyedcing(=pa-

cyam珈ah)des(=sah)//dmyalba'i(=naraka-)gnasni(=okas7)skyobarbyas(=khedam

cakre)"82.36"

/dmyalsmng(=narakapala4)rabmkhrospayis(=kopa6)//thobas(=mudgarag)brdungs

shing(=aghata-)phyemarbtags(=cnmital)//deyis(=saり)ringnas(=cirat)sdigpayi(=

papa-)//meyis(=agni-)yongssmn(=paripakva-)lus(=tanul)zad(=k5aya3)thob(=prapa)

〃82.37〃

/denas(=atha)deni(=sai)rabbyunggi(=prav呵ya7)//mthuyis(=prabhava4)rgyalpo

chenpodag//bzhipayini(=catunnaharajika8)lhamamssu(=deva8)//lhayi(=divya-)

rgyangyis(=3bharaga-)brgyanpar(=bhnSital)skyes(=ajayata)"82.38"

/denas(=atha)drimed(=vimala-)'phrengba(=m副ﾖ-)codpan(=mauli-)dpungIgyan(=

key町a-)doshallas(=hara-)//rab'phros(=praslta-)norbu'i(=mapi-)'odkyis(=maynkha-)

madbyung(=adbhuta-)dpalni(=snl)'bribyedcing(=ullikhyam加a-)//1hayis(=amara-)

bstenbya(=vandyal)rjes'brang(=anugata4)'odkyis(=prabha4)rabmdzeszlaba(=in-

dukantil)ltar//mdzespa(=bhrajamanaり)deni(=saP)bdebargshegsla(=sugata3)phyag

itshalsladdu(=vandanaS)song(=agamat)"82.39"

/deyi(=tad-)zhabskyi(=pada-)padmo(=padma-)zungla(=yuga-)guspas(=sadara-)

phyag'tshalte(=vandana-)//kundga'(=ananda-)'phelzhing(=udyat-)mdzespa'i(=sun-

dara-)bzhingyi(=mukha-)padmo(=aravindal)rnamparrgyas(=vibuddha-)//stonpa'i(=

§astr7)choskyi(=曲anna-)mangngag(=upadeSa-)gnngyis(=katha4)deni(=sah)myur

nyiddu(=aSu)//bdenpamthongzhing(=dMasatyal)yidni(=manasal)rabtuphyispa(=

unmMa-)bzhindu(=iva)gyur(=babhnva)"82.40"

/sdigpa(=papa-)mtshanmo'i(=prado5a-)rabrib(=timra-)nyebarzhiba'i(=uparama8)dus

sum(=kala8)//yunling(=drrgha-)nyebarspyadpas(=upabhoga-)sdugbsngal(=vyasana7)

nyamspa'i(=galita-,v.note)skyebola(=jana7)//legsbyas(=sukrta-)sngadro'i(=prabha-

ta-)dusm(=velal)drimamedcing(=vimalal)yangspayi(=viSala-)//dgeba(=kuSala-)

phulbyung(=atiSaya-)snangba(=prak豆§a3)deltar(=iti)kunturgyaspargyur(=atanoti)"

82.41〃
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略号

第二部

餓鬼になったウッタラの母

-Avad珈鵡ataka第46章とSMRAM第17章一

AvS=Avad加aiataka

Ed.=theeditionofTAKAHATA(1954)

SMRAM=Su肋百sitamah5ratngvad5namg1Z

S17=thechapterl7oftheSubhaSitamaharamavadanamala

SMRAM第17章『大神通餓鬼女(pretrbhntamaharddhika)アヴアダーナ』は、AvS46

話『ウッタラ』(Utarah)を韻文で再話した梵文作品である。

このAvS46話に相当する物語は、根本有部律中のPandulohitakavastu第4節に見出さ

れるが、その両伝承の比較は山極伸之(1992)によって行われた7．山極によれば根本有

部律の方がAv§の話を利用しているのであって、その逆は考えられない。根本有部律の

この箇所はGilgit写本として梵文が現存している8．

この北伝の有部の餓鬼話は、南伝にもパラレルがあり、パーリ『餓鬼事』Ⅱ10話（第

22話）『ウッタラの母』として存する9．

SMRAM第17章は、ネパールの別の説話集成写本Ratnavadnnatattvaの中にも同じ章名

で有り、内容も全く同じであるが、その写本をローマ字転写した高畠寛我のRamamgla-

vad即a出版本(1954年）では、その章は第24章にあたる(281-292頁）】0・高畠が用いた

7．山極伸之（1992)：「根本説一切有部律健度部の研究(3)-Panqulomtakavasmと

AvadgnaAatak2の関係一」、『印度学仏教学研究』40-2,955-950頁。

8.[Gilgit写本の転写:]N.DuTT(1943):G"g"M上z""Sc叩応,vol.III,part2,Srinagar-Kashmil;pp.

19-28.;NobuyukiYAMAGIwA(2001):DqsPMmﾉoh加肋"",<IndicaetTibetica41>,S’64-81.

9．［聖典:]Petavatthu(PTSed.),28f;[和訳:]『南伝大蔵経』25巻、46-47頁;[英訳:]Jean

KENNEDY&HemyS.GEImIAN(1942):TWeA伽orA""iologiesqf伽Pα"CQ"o",PartlV,pp.194-196.[注

釈:]Petavatthu-A!lhakatha(PrSed.),pp.140-144.;[註釈の英訳:]UBAKYAw(1980):EJ"ci血加"qf

肋e肋耐"sjcMどα"加g:SOMz"@e伽beQmme"”〃o〃〃ie""-sro"es,<SacredbooksoftheBuddhists34>,

pp.149-15.2;[註釈の和訳:]藤本晃『廻向思想の研究』、ラトナ仏教叢書I、250-254頁;[解

説:]MALALAsEmRA(1974),DPPN,p.358,s.v.Uttaramata(1);B.C.Law(1923):WteB"〃〃畑

⑰"c印加"qf助加応,pp.89-90.

10．この高畠本RamavadnnzIm甜第24章を含めて餓鬼讃を分析した研究としては、次の奈良の論
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Ramavadanamttvaの京大写本(A'写本;Goshima･Noguchi87)ではその章は第12章と

なっている。

今回のSMRAM第17章の校定にあたっては、前回の論文同様、次の三つの資料を使

用して校定テクストを作成した:(1)SMRAM写本、(2)Ratnavadanatattvaの写本N、(3)

高畠出版本(Ratnavadanatattva京大写本A'に基づくローマ字転写）。本章においても

(1)のSMRAM写本は校定テクストの底本としての役割を果たし、(3)の高畠のローマ字

テクストを大きく改良するのに役立った。(2)の写本Nはかなり誤りが多いため、Ap-

paratusc面ticusにすべての異読を報告することはせず、読みの伝承を確認したい箇所に

おいてのみ参照し報告するに留めた。

第1節SMRAM第17章PretibmiamallarddlniMvadanaの梵文と訳

以下にまずSMRAM第17章Pretrbhntamaharddhikavadanaの校定梵文テクストを挙吠

続いて部分訳(vv.110-246)を挙げる。

17Pretrbh面tamaharddhikavad加a

Ed.(=TAKAHATA1954),pp.281-292;N(NGWPE1343/4)183a-192b;

Ms.(=SWAM)127b-137a

[127b8]atha§okomahiPalahk餌可alipulomuda/

upaguptamyatimnatvaprarthayaccatathadarat"1

bhadantaSrotumicchampunaranyatsubha5itam/

tadyathaguruﾘﾖdi9!amtathamesamupadiSa"2

itisamprarthite呵緬§rutvaso'Illansudlmyatiり／

mPatimtammahiPalamsampaSyannevamadiSat"3

sadhu"umaharajayathamegur叩oditam/

伽hahamsampravakSyamitavadharmabhivIddhaye"4

tadya[128althabhagavanchasta§蛇hanaりsamunISvarah/

sarvajfia巾sugatonathodharmarajovinayakah"5

bhiksubhihSravakaihsardhambhiksumbhiScacailakaih/

[=Ed.l]

[=Ed､2]

[=Ed.3]

[＝別.4］

[=Ed.5]

文がある：奈良康明(1981)：「餓鬼(preta)観変遷の一過程とその意味」、『勝又俊教先生古稀記

念論集大乗仏教から密教へ』、春秋社、249-267頁。
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upasakaihSubhacarairupasikaga9airapi"6

bodhisattvairmahasattvaistathanyairbodmvafichibhih/

brahmadevasulendraiScayakSagandharvakimnaraih"7

siddhairvidyadharaiScapinagendrairgamjairapi/

sarvairlokadmpaiScapitath加yaiScamahar5ibhiM8

brahmapairajabhIrajakumaraiScaSubharthibhih/

vaiSyairmantrigapaiScapitathamatyagapairapi"9

§IeS伽bhiりpaurikaiScapiglilasthaiScamahajanaih/

vapigbmhsarthavahaiScatathﾖ§ilpigapairapi"10

gamyairjanapadaiScapi*karva!ikaihsatrrthikaih/

伽hanyailsUjanairvijfiaiりsaddharmagupavancmbmh"11

sevito'bhyarcitastatraveluvanemanorame/

karandakanivapakhyeviharesaugatagrame"12

saddhannamsamupadiSyavijaharaprabhasayan/

sarvasattvahitarthenaratnaraSirivQijvalan"13

tadaivasamayetatrarajagrllepurottame/

5sIdg!hapatihSre5!hrmahajanomahadhanah"14

§r加茄chridopamahsarvadravyasampatsamanvitah/

sasad"tkuladbharyamsvakuladharmacarimm"15

subhadrangmsamaniyavidmnodavahanmuda/

ttahsagrhabhrtkan[128b]tobharyayak珈tayataya/

yath歌圃mamratimbhuktvacakrrdaparicarayan"16

tatastasyagrhasthasyayathakamamprabhufijatah/

samayesapriyabharyababhnvagarbha曲圃ripr"17

伽aりsasamaye'sntadarakamsundar加§ikam/

tacchnltvasapita§re5伽mudadra9!umupacaran"18

tatrasasamupetyaSudarakamtamSubhamSikam/

d轍vasammuditappaSyannevatasthavatrptitah"19

tatoj甑nsamahnyakrtvajatimahamSiSoh/

asyanamaprasiddhenakriyatamityabha5ata"20

tacchrutvajfiatayahsarvetekrtvasammatamtatha/

tamSre9伽namsamahnyapuraevamsamabnlvan"21

yadayamdarakojatonakSatrauttarabhidhe/

tenotaraitikhyatobhavatubhavadatmajah"22

ititairjiatibmり肋yatamSmtvasagrhabhittatha/

[=Ed.6]

[＝別.7］

[=Ed.8]

[＝剛.9］

[=Ed.10]

[=Ed.11]

[=Ed､12]

[=Ed､13]

[=Ed､14]

[=Ed.15]

[=Ed.16]

１
１
７
８
１
１
●
●

別
別

一
一
一
一

１
！

[=Ed､19]

[=Ed.20]

[=Ed.21]

[=Ed.22]

[=Ed.23]
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tenaivanamadheyenamakhyapayattamamajam"23

tatahsadarako'誕圃bhirdhatlTbhihmatipalitaり／

dmedinepravFddho'bhnddhradasthamambUjamyatha〃24

tatahpravardhamanahsagurubhiり§iksita叩kramat/

lipyadisarvavidyanamdmtamparamsamayayau"25

tadasauttarovijiiahsavayobmhsah加vitaP/

carammahpuIetatralokamanoharobabhau"26

yadasautmahpraujhoyauvanamadana§rayah/

tadatasyapita§re5伽daivatkalalnsamayayau"27

tatas伽ya副[l29a]hetatrasaⅢarastad説majaり／

svamrsampattisampraptogFilalokadhipo!bhavat"28

tatahsakulavrttisthovyavaharavicakSapah/

hayavikrayakarymikrtvadravyamsamaXjayat"29

saekasmndinetatraveluvanejina§rame/

sambuddhamSITghanamdra9!umdhannarthrsamupaca伽〃30

tatrasasamupasrtyadr歌§IttamSrrghanammunim/

dvatrimSallak5a輯釦ivyanjanapratimaPjitam"31

vyamaprabhavirocantamsamantabhadrarnpinam/

ratnarﾖ§imivOijvalamratnadrimivajangamam"32

sabhamadhyasanasmambhik9usamghapuraskrtam/

dhannamrtapravar5antamsarvalokairnamaskrtam"33

.卿vasamuditastatrasafijalihpuratov呵an/

padautasyamunmdrasyapraDatvaikantaaSrayat"34

tatratasyaSayamSuddhamdnvasabhagavamstatha/

aryasatyamsamarabhyasaddhannamsamupadiSat"35

tatsaddhannamrtamPitvasauttarallpramoditai/

punahpadaumunernatvapratyayayausvamalayam"36

evamsauttarovij伽ppratidinamjagadguro,/

draS!umdhamlamrtamcapipammnityamupacarat"37

tathatasyamunmdrasyaPItvadhannamrtamtada/

sambuddha§asanetatrapravrajimmsamaicchata"38

tatahsauttarastasyamunmdrasyapurogataj/

padabjausafijalirnatvapravrajyamsamayacata"39

bhagavannathasarv"nabhavatm§alaPamvraje/

tatpravlqyavIatammahyamdatumarhatisampratam"40
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[=Ed.24]

I=Ed.25]

[=Ed､26]

[=Ed.27]

[＝別.28］

[=Ed.29]

[=Ed.30]

[=Ed､31]

[=Ed.32]

[=Ed.33]

[=Ed.34]

[=Ed.35]

[=Ed.36]

[=Ed.37]

[=Ed.38]

[=Ed.39]

[=Ed.40]

【=Ed､41]



itisamprgrthi[129b]tetenabhagavansamunrSvarah/

uttarakhyamkumaramtamsamalokyaivamadiSat"41

kumaraSasanebauddhepravrajimmyadiCchasi/

anUjiiammaturasadyapragacchadasyatetada〃42

ityadi"emunmdlepasamarahprabodhitah/

tatheticarapautasyamunernatvagJhamyayau"43

tatragmesamasadyasamarahpramoditan/

jananya§caraJaunatvasafijalirevamabraVit"44
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tatrasasamupasrtyatammunmdramsasamghikam/

pranatvasaiijalistatrapurahsthitvanyamantrayat"194

bhagavannathasarvajiiabhagavantamsasamgmkam/

pnjayitumsamicchamSvo'nugmumarhasi"195

itisamprarthitetenabhagavansamunISvarah/

tamu伽ramsamalokyatm5mbhntvadhyuvasa伽〃196

tatahsauttaromatvabhagavatadhivasitam/

tammumldrampunarnatvajfiamampuratoyayau"197
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tatrasauttarrasteSmj瓶mmca[135b]nimantranam/

krtvatatrapunasteS叩pmaevamabh"ata"198

samghabhqjyepravrtte'traynyamsarvesamagatah/

pretrbhntammamambamtamavalokitumarhatha"199

ityuktvﾖSVa§ramamgatvasau伽rahprasaditah/

dhy珈圃garasamasmastasthaudhyanasamantah"200

tatahpratahsamutthayaj耐mmpuratogataD/

p可opacarasamagrmsahasasamasﾖ曲ayat"201

tatahsauttarahprahneviharesamupasarat/

bhagavantammunmdramtampranatvaivamabha5ata"202

bhagavansarvavicchastahsamayovartate'dhuna/

tatsasamghobhavanatravijayitumsamarhati"203

itisamprarthitetenagapjimakolayanmunih/

tacchabdacoditastatrasarvesamghaupasaran"204

tatratejmtayaりsarvelokaanye'piharSitall/

tatrapletamsamay証加tamdra5iumsamupagat池〃205

tadasabhagavamstatrasasamghikaりsamagatah/

taddttampadyamadayaSuddhasanesamaSrayat"206

tadgan"abdamakamyasapipretrtadagata/

tatraikantakaalryapaSyantrsamupaSrayat"207

tmd唾vajfiatayaPsarvelokaanye'pikhetitaP/

hzpapamitibh55antastasthuhsaddharmavanchaya〃208

tadatejfiatayahsarvebhagavantamsasamghikam/

yathakramamsamabhyarcyabhQjanaiりsamatoSayat"209

tatastesamghikahsarvesambuddhapramukhaapi/

tatprapitarasambhOjyambhuktvatlpmsamayayuh"210

[136a]tato'paniyap町即isodhayitva肋Ujadikam/

teSampngaditambnlagapamtepradadmmuda〃211

tatrasautarobhikSurjiiatibhistaihsallanvitaj/

bhagavantamsasamghaIntamprapatvasamupasrayat"212

tatrasabhagavand"vatamuttaramupaSritam/

dﾖkSipadeSanamtasyahpretyanammsamadiSat"213

itod珈豆ddhiyatplmyamtatprennupagaccham/

utti5IhatamiyampI巳緬pI巳talOkattatodmtam"214

itiSubhaSi5amdattvabhagavansamuniSvarah/
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5ryasatyamsamarabhyasaddharmamcasamadiSat"215

tadaryadharmamakamyasarvelok"prabodntah/

dharmaviSegam司甑yababhnvuりsatyadarSinaP"216

sapipretrsamaPlyatatsaddharmamrtammuda/

suprasannaSayasmrtvatriratnammaraVamyayau"217

tatahsabhntaloke'bhUjj証ﾖbhmamaharddhika/

tatrapisabhavaddu"matsryamkSi園§aya〃218

tatahsabhagavamstasmatsasamghikaり画abhasayan/

gatvasva§ramamaSrityatasthaudhannamUpadigan"219

tatahsabuddhimanvijiiaayuSmanyatiruttaraり／

kutrasaujayatem圃圃dhunetisamapa9yata"220

evamsauttarovijiiahsamabhrk9yasamantamh/

dadarSatamprasmmj副mbhntamaharddhikalaye"221

.卿vasauttarahputromataramtmcabhautikam/

sahasasamupasrtyasamamantryaivamabraVIt"222

kimambastiteSaktirapidaneSusampratam/

yadICchasisadabhadramkurudanamihadhuna〃223

ititenoditam4mtvasacabhntamaha[136blrddmka/

uttaramtaInsutamd"vapunarevamabha5ata"224

nadyapividyatedane'bml豆§ammamanandana/

tatkimcidapivadravyampradatumnahamutsalle"225

iti*tayoditamSmtvayuSmansautaroyatih/

drstv圃樋mmatarambhntamaharddhikamabhasata"226
●●● ● ●

adyapiteti"hatitaccharnam

viWddhanirmamsatvagash*canna/

lobh加dhakaravrtalocanaya

nivartitamyattavapretaloke"227

dhiktvampra伽瀬mihak"vadeyam

adyapiyattvamduritaSayasi/

kenatratepapanimagnaci伽m

samSodntampupyakarod曲mmsy説〃228

sadapicaivamnarakenivasa

bhavetkadatvamparimokSyase'tah/

ahohidurbuddhidur園§ay珈圃m

manonakenapiviSuddhyatevai"229
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evambahuprakarelapali肋a5yottarahsatam/

tadangatyamalmekamak"yapaharadbalat"230

tatastamyamalmlso'rhansamghayasamakalpayat/

tatrammlyenatamklTtvabhikSurmanavakenyasat"231

tatrapiniSisagatvayamalmtamapaharat/

tayapahrtambhik5uruttarayanyavedayat"232

tacchruWヨcottarogatvaparibhﾖSyabalenatam/

apahrtyapunastasmaibmk5avesamakalpayat"233

bhnyo'piniSisagatvayamalm樋mapaharat/

tathasauttaraScapitasy3§catamapaharat"234

evammdhani§ayamsatatragatvaharaccatam/

u伽、§c5[137a]pahrtyaivatamtasmaibmk5avedadau"235

tenapibhiks叩adayacaturdiksamghikayasa/

padyalepanikayam*tamsIVitvapratipadi面〃236

tatrannsIVitamdrstvasacabhntamaharddmta/
● ●●●●

apahrtavibhagn話圃rudantTsvalayamyayau"237

taccintagniprataptasasmrtvatamsutamutaram/

kalamga圃伽o'nyatrayakSaloke'labhajjanuり〃238

evammatvamahatpapammlammatsaryamevahi/:

mmatsaryamparityajyakartavyamdanamadarat"239

danenaSuddhyatecittahSuddhacittahsudhihkrtr/

kramadbodmcarimdhrtvasambuddhapadamapnuy説〃240

evamvijmyasarvatrayadi*cchasisada§ubham/

matsaryamviSavattyaktvacaritavyamsad恩§ubhe"241

itimegumuﾖkhyatamSmtamtathamayocyate/

tvamcapyevamparijiiayacaritavyamSubhesadﾖ〃242

prajaScapimah諏司abodhayitvaprayatnatah/

bodhimargeprati5伽pyapalayitumsadarhasi"243

tathatemangalamnityamsarvatrapibhaveddhuvam/

hamadbodhimsamasadyasambuddhapadamapnuyah"244

ititenarhatakhyatamSrutvﾖ§okahsabhnpatih/

tathetipratibhaSitvaprabhyanandatsapar5adai"245

idamnarayemuditaScabhnta-

maharddhikayaavadanamatra/

mudamSamyapratimodayante
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prayaⅢteSITghanasalnnivase"246

"itipretrbhntamaharddhikavad則amsamaptam"17"

APParatuscriticus

4ddharmabhividdhaye]Ms.:dharmamavlddhayeEd.

5atadyatha]NEd.:thaMss.

5bghanah]Ms.N:ghalaり別．

5ddhannarajo]Ms.:dhannaraja｡NEd.

8bnagendrair]Ms.N:nagendraiEd.

8csarvair]Ms.:sarveN:sarvaiEd.

9arajabhr]Ms.:rajabhiNEd.

9cvaiSyair]Ms.N:vaiSyaiEd.

9dtatha]NEd.:s伽順Ms.

l1agramyair]Ms.:gramyaiNEd.

llb*karvalikaih]exconi:karpalikaijMs.NEd.Cf.BHSD,s.v.karvalika.

llcsUjanair]Ms.N:sUjanaiEd.

12asevito'bhy.]corr.:sevitabhy｡Ms.NEd.

13draSirivQIvalan]Ms.:raSirivQjvalanN:raSimivqjvalanEd.

14cgrhapatih]Ms.N:grhapateEd.

15aSmnanchIrdopamah]Ms.:Srim伽§耐opamahN:Srimam§mopamahEd.

15bsamanvitaP]Ms.N:samanvitaMd.

15ckulad]Ms.N:kulaEd.

16asubhdran91mlMs.:subhadramgamNEd.

[=Ed・欄］

16bvidhinodavahan]Ms.Ed.(asTAKAHATA'sconj.fOrA'):vidhinadvahanA':vidhinavivahanN

16ckanto]Ms.:k珈圃NEd.

16dkantayataya]Ms.:kantayatathaNEd.

18dupacarat]Ms.:upacaranNEd.

21bsannatam]Ms.:samatamNEd.

23ctenaiva]NEd.:tenaivTMs.

24a"bhir]Ms.N(withoutavagraha''):"bhiEd.

24cd'bhnddhrada]Ms.:!bhnhradaNEd.

ll.Hereafterthisnote.withoutavagraha'isonttedthroughout.

－203－



26auttarovijiap]Ms.N団.(asTAKAHATA'sconj.fbrA'):ut町a河mhA'.

26ccaramapaり]coIr.:caramanahMs.NEd.

27apraujho]Ms.praujhaNEd.

28dgrhalokadhipo]Ms.:grlmlokadhipoN:grhilokadhipoEd.

32avirocantam]NEd.:bhirocantamMs.

32civOijvalam]Ms.:ivqjvalamNEd.(m.c.9jjvalam=9ijvalam)

34daSrayat]Ms.:aSrayanNEd.

37ccapi]Ms.N:vapiEd.

40cpravrajyavratam]Ms.N:pravrajyamvratamEd.

41bbhagavansa]Ms.N:bhagavanEd.

45c§酌mr]Ms.N:SasmEd.

45darya･]Ms.NEd.(asTAKAHATAIsconj.fbrA'):arya。A'.

48djanani]Ms.:jananrNEd.

50aputroditam]Ms.N:putraditamEd.

50drudanty*evam]exconi:rudantyaivamMs.NEd.

51bvada]Ms.N:vadahEd.

51dpravrajimm]Ms.:pravrajitumN:pravrajituEd.lltvam]Ms.Ed.:om.N.

53dsuta]Ms.:suteNEd.

54ctam]Ms.N:tamEd.

56divana]Ms.Ed.(asTAKAHATA'sconj.fOrA'):ivamaA':iSamaN.

57anaiva]Ms.N:naivamEd.

57bS1Yhsarvada]colT.:SrrSsarvadaMs.:SITsarvadaNEd.

58c｡suhmmtranapi]Ms.N:｡suhrtmitrannapiBi.

61adhannavanatra]Ms.:dhannavannatraNEd.

66dicchyate]sicMs.NEd.Cf83d.

67dmataU]Ms・剛.(asTAKAHATA'sconj.fOrA'):vatahA'N.

68cosank訂圃]-osamk耐桓Ms.:｡samkartaN:osamkarttaEd.

74asvagham]Ms.N:om.Ed.

74cokap直vrto]-｡kam!豆ⅧoNEd.(asTAKAHATA'sconj.fOrA'):｡kam!havr74cokap直vrto]~｡kamiavrtoNEd.(asTAKAHATA'sconj.fbrA'):｡kam!havrtoA'Ms.

74d*caparecareh]exconi:dhare[S]carejMs.:dhareSvaraりNEd.(onesyllableshort)

75cosamtapta･]Ms.N:osamtaptahEd.

76aSav肋paSyan]Ms.N:Sav則yasyanEd.

77abSnnyageheca]Ms.:gnnyagehevaNEd.

77deko'rivaccareh]Ms.:ekorivacareN:ekorivaccareEd.

79cmaputra]Ms・Ed.(asTAKAHATA'sconj.fOrA'):yaputraA'N.
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fOrA'):matatasyaA'N

81cdhannaMs.Ed.(asTAKAHATA'sconj.fbrA'):sarvaA'N.

81ddhruve]Ms.:dhruvamNEd.

82cbhave]Ms.:bhavedNEd.

83cmatar*maya]matar..ya:Ms.:matatasmaEd.(asTAKAHATA'sconj.fOrA'):matatas)

83dicchyate]sicMs.NEd・Cf66d.

84canUjiiapradmam]Ms.:anUjmmpradanamNEd.

86aevamtvam]Ms.:evatvamNEd.

86bnildayo!sy]Ms.N:nirdayasyEd.

87dmaya]Ms.NEd.(asTAKAHATA'sconj・fOrA'):sayaA'.

88b]onesyllablewanting.

88d*dhamlamlexconi:ramamMs.NEd.

89bbhaved]coIT.:bhaveMs.Ed.N.

91cmrdayo]coIT.:nirdayaMs.NEd.

94dcaram]sicMs.NEd.

97dsaiijalih]corr.:safijalisMs.:samjaliN:samjalisEd.

lOldmvedaye]Ms.Ed.(asTAKAHATA'sconj.fOrA'):nivedayaA'N.

102abhagavannatha]Ed.:bhagavamnnathaMs.:bhagavannathaN.

112bpaqa*bandhane]exconi:panabandhanamMs.:ganavandhanamNEd.

112dsamarpayat]Ms.:sammarpayatN:samarpayatEd.

115bkatukuiicika]Ms.:atikumcikaNEd.(asTAKAHATA'sconj.fOrA'):atikumcik"A'.

115c]onesyllablewanting.

117ctavan｡]Ms.:tavat｡NEd.

118ajrvamy]Ms.N:jivamyEd.

119doabhyarak5ta]Ms.:oabhyarakWataN:oatyarak9ataEd.

120abapinakasmaicidarthinesa]Ms.N:arthibhyosaEd.

121bsvagrha]Ms.:svaghamNEd.

121csamupasrtya]Ms.N:samupasIityaEd.

122amadhita]Ms.:mayanaNEd.

123bsa]Ms.Ed.(asTAKAHATA'sconj.fOrA'):saA'N.

125amatahkimevam]Ms.:matakimevaNEd.

128dSubhevrSe]sicMs.NEd・Read§ubhe＊vrtte？

130ctavadra｡]Ms.:tatsvadra｡NEd.

131dsamagopayat]Ms.N:samagopayetEd.

132cadyeyato]Ms.:adyayatoNEd.

133aevams3]Ms.:evamEd.
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133cpmbhuktvamd]Ms.:mabhuktvacatadNEd.

133dsarvamagopayat]Ms.:sarvamgopayatEd.(asTAKAHATA'sconj.fbrA'):sarvagopayatA'

N.

134ckakebhyo]Ms・NA':sakebhyoEd.(asTAKAHATA'sconj・fOrA').

134dnaivotsehe]Ms.別.(asTAKAHATAisconj.fbrA'):naivotsaheA'N.

135alubdha]Ms.NEd.(asTAKAHATA'sconj.fOrA'):lubdhoA'.

136aopapam]Ms.Ed.(asTAKAHATA'sconj.fOrA'):｡yayaniA'N.

136c*niraSrayalexconi(buthypenneter!):mraSayaEd.:<<3>>Ms.(lacunaof

niraSaraMs.(marg.).

137dsacrmukhalcorr.:SncmukhaMs.NEd.

139aviravantilMs.Ed.(asTAKAHATA'sconj.fOrA'):viravanmnA':viravamtiN.

139bkrandantil-kramdantrNEd.:kradantTMs.

139cannapanabhimarganti]Ms.:annap加ammargantINEd.

141b｡§okaInvinodayan]Ms.:osokaInvyanodayatEd.(asTAKAHATA'sconj.fOrA'):｡§

dayanA'N.

142bonihspmah]corr.:｡mspIhahMs・NEd.(asTAKAHATA'sconj.fOrA'):｡nispjlaA'.

142csampraptyai]Ms.N:sampratyaiEd.

145cyanme]Ms.NEd.(asTAKAHATA'sconj・fOrA'):yatmeA'.

146abhagavaii]N:bhagavamMs.:bhagavacEd.

147asamprarthite]Ms.N:samprarthiteEd.

150bpariSuddhatri｡]Ms.N:pariSuddhasmoEd.

150cnijkleSapariSuddhatma]Ms.:nihkleSayaviSuddhatmaNEd.

151cbhittvao]-bhitv3。Ms.:hitv豆。NEd.

152dogatir'nekavighatinIh]Ms.:ogatirnekavighatinIN:ogatir'nekavighatinimEd.

153carhattvam]Ms.:arhatvamNEd.

154d*samalo51aka｡]exconi:sarvaloStaka｡Ms.NEd.

155aokalp町§o]sicMs・NEd.

156dsah]NEd.:saMs.

157bome]Ms.N:tireEd.

158cnagna]Ms.:nagloN:nagnaEd.

158ddagdha｡]Ms.N:dagha｡Ed.

160bsamupagata]Ms.NEd.(asTAKAHATA'sconj.fbrA'):samupagatahA'.

161dabhyabhaSata]Ms.(marg.):anvaprcchataMs.NEd.(metre!).

163bsuta]Ms.:sutahNEd.

163coviviktasmi]NEd.:｡viktasmiMs.

Ms.(lacunaof3akSaras):

｡§okavyano-
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167abhadantasya]Ms.:bhedantasyaN:bhedamtasyaEd.

171djvalitas]Ms.NEd.(asTAKAHATA'sconj.fOrA'):jvalitasA'.

173bjanam]Ms.:jananrNEd.

174aidanim]Ms.:idanimNEd.

174ctadamayahitam]Ms.:tadasampahitamN:tadasarvahitamEd.

175coaSmmk5ak"]Ms.NEd.(asTAKAHATA'sconj・fbrA'):｡aSrunukSakSaA'.

177dvamikhadayam]Ms.N:vamdhikhadayamEd.

178aidanm]Ms.:idanimNEd.

180buttaro'nubodhitah]Ms､別.(asTAKAHATA'sconj.fOrA'):uttaranubodhitahA':u伽珈ubod-

hitahN.

183bvibhrams瓶｡]-vibhransi画｡Ed.(asTAKAHATAIsconj.fbrA'):vibhratsi面｡Ms.A'N.

186bpratibodhita]NEd.:pratibodhitahMs.

186c]tathagam9yamrti]Ms.NEd.(onesyllablewanting):tathacagamigyamitiN(postcolT.

marg).

186dsvamnilayam]Ms.N:tvaritamvUmlayamEd.

188dtasma*upaharanlexconi:tasma[c]upaharanMs.:tasyanupaharanNEd.

189dpurataevamabraVTt]Ms.:punarevamsamabravrtNEd.

191byadanukampitﾖ。]Ms.:yadaprakamp瓶。Ed.(asTAKAHATAisconj.fOrA'):yade

prakamp瓶｡A':yadeprakampi面。N.

192dasadhayan]Ms.:asadhayatNEd.

193abso'rhannu伽｡]-sorhannu血｡Ms.N:sorhamnutta｡A':so'rhanutta｡Ed.

194asamupasrtya]Ms.N:samupaSrityaEd.

195darhasi]Ms.:arhatiNEd.

197dj繭伽ﾖm]Ms.NEd.(asTAKAHATA'scorr.fOrA'):jiiatanamA'.

198abte5豆mjfiatmamca]Ms.N:tesamcaEd.

198bmmantranam]Ms.NEd.(asTAKAHATAIscolT.fOrA'):nimantrinamA'.

202bsamupasalat]Ms.N:samupasaranEd.

204cochabdacoditas]Ms.Ed.(asTAKAHATA'scorr.fOrA'):ochabdaSco曲ﾖsA':｡chabdam

coditasN.

204dsarvesamgha]Ms.N:sacasalnghaEd.

206bsamagataP]Ms.N:samagataPEd.

208cbhaSantas]Ms.:bhaSanteNEd.

212btaih]Ms.N:taiEd.

217asamaPrya]Ms.:samanryaNEd.

217dmarapam]Ms.:SaragamNEd.
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218domkS瓶。]Ms.:｡rukS瓶｡Ed.

220but伽aり]Ms.Ed.(asTAKAHATA'scorr.fbrA'):u伽mahA':utarahN.

221cnnprasmmjatam]NMs.(postcorr.):tamjaprasnMs.(antecorr.):tamsampraja画m団．

222csamupasJtya]Ms.N:samupaSrityaEd.

223ate§aktir]Ms.(onesyllableshort):tvay耐aktirNEd・Read*tava*y耐aktir？

223cyadrCchasi]Ms.NEd.(asTAKAHATA'scorr・fOrA'):yadicchasiA'.

226a*tayodinn]excom:tenoditamMs.Ed.

227b*canna/]excom:catmaMs.:cannaEd.(asTAKAHATA'scoIT.fOrA'):ca加圃A'N.

228dokaroddhrtam]Ms.NEd.(asTAKAHATA0scorr.fbrA'):okaroddhratamA'.

231dbmksurmmavake]Ms.:bhikSumanakeNEd.llnyasat]Ms.:nyasetNEd.

232bapaharat]Ms.N:upaharatEd.

232ctayapalUtm]Ms.(onesyllableshort):tathapahrtamNEd.;tathapyapahrtamN(postcorr.

marg.).Read＊t師tayapalmam？

234bapaharat]Ms.:upaharatNEd.

236bcamIdik。]Ms.:camdik｡NEd.

236colepanikayam*tam]exconi:olepanikayamsam｡Ms.:｡lepanikayamsamoNEd.

238ataccintagni｡]Ms.N:taccittagni｡Ed.

240bsudhrhkrtr]Ms.:sudhIkrtihNEd.

240cbodhicamn]Ms.:bodhicarimNEd.

241byadr*cchasi]exconi:yadrCchantiMs.NEd.

246bomaharddhikayaava･]Ms.:｡maharddhikayarava｡N:omaharddhikayanuva｡Ed.

(Colophon:)"itipretrbhntamaharddhikavadanamsamaptam"171Ms.:"itipretrbhntamahard-

dhikavadanamsamapmn"24N:"itiramavadanatvepretrbhntamaharddhikavadanamsamap-

tam"Ed.

SMRAM第17章『大神通餓鬼女アヴアダーナ』和訳

w.110-246

それからそのウッタラは合掌してかの牟尼の王に拝礼し、［花開いた］蓮のような明

るい顔で、かの方（仏）を思いながら、自分の家に戻りました。[110]

そして彼は［出家を母のために延期して］自分の家にとどまり、そこで一族の生業の

仕事で商売を再開し、売り買いを行いました。[111](#9)

かの［孝行な］息子は、契約を取り交わすことで得た、資本を上回る儲けのすべて

を、彼の母の手に渡しました。[112]そしてかのウッタラは、息子としてその母を喜ば
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せ、彼が得たすべての財を［母に］与えては、次のように言い聞かせました。[113]

「かあ様、聞いてください。私のこの財をもって、親戚や［他の］人々、乞う者たち、

哀れな境遇の人たち、バラモンたちに敬意を表しつつ、満足させてやってくださ

い。」［114］

このように息子が言うのを聞いて、吝音で強欲なその母は、心が樫貧に支配されてい

たので、次のように答えました。[115]併10)「せがれよ、お前の財産は、父様が苦労

して得たものだ。お前はこれらすべての財産を、乞い求める者たちに与えて、使い果た

してしまうつもりなのか。[116]父様が獲得した財である限り、私は［それを］布施

しない。お前が稼いで得た、お前に属するものだけだ。[117]せがれよ、私が生きて

いる限り、私はお前には何一つ［財を］譲らない。私が死んだ時に、この一切はお前の

持ち物になるだろう。」[118]

樫實に汚れ染まった心をもつ、彼のその母親は、そのように言うと、すべての財産を

懸命に隠匿し、守りました。[119]愚かな彼女は、乞い求める者たちの誰にも、何一

つ、与えませんでした。懸命にその財を隠して、秘蔵しました。[120】

彼女は自分の家にやってくる、どんな乞食する人を見ても、すぐ、に近づいて行って、

罵り、呵責しました。[121]「おい、この家に近づくな。お前らは、餓鬼のように

やって来るが、よその家々で施食をもらいに、いつもうろついているがいい、死霊

(bhnta)のように。」【122]

このようにその悪い心の女は、それら乞い求める者たちに対して、さまざまにわめき

散らして、罵り、呵責しました。[123]このように母が怒鳴り、わめき声で罵っている

のを聞いて、息子のかのウッタラは、その母に言いました。［124](#11）「ああ、かあ

様、どうしてこのように、乞い求める者たちを罵っているのですか。何とあなたは正法

から離れ落ちた方でしょうか。［来世に］どうして地獄に堕ちないでしょうか。

[125］もしあなたが今世でも来世でも、いつも幸せを望むならば、すべての哀れな乞

い求める者たちを、布施をもって、喜ばせてあげなさい。[126]かあ様、いつもこのよ

うに私たち二人の意見が合わないとすれば、さもなければ今後もう、私たちの食事や住

まいを別々にしましょう。［127］しかし、もしあなたがいつも私と一緒に食事するこ

とを楽しむのなら、どうかいつも好きなだけ乞い求める者たちに布施して、浄行を行っ

て下さい。」[128]

このようにかの息子が叱るのを聞いて、その母は蓋恥に顔をしかめ、その息子に言い

ました。[129]「せがれ、もしお前がこれほどに乞い求める者たちにすべての所有を

与えたいのなら、お前がもつあらゆる財を、好きなだけ私は布施することにしよ

う。」［130］

このように母親であるその女は、嘘の言葉で息子を納得させてから、家の中にその財

を隠匿しました。[131]そしてその悪い女は、嘘の言葉で「今日はこれほどの数の乞
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い求める者たち、乞食僧たちを私は満足させてやったよ」と、その息子に報せました。

[132]

このように彼女は偽りの言葉で息子に報告しながら、その財を自分で楽しみながら、

すべて隠匿していました。［133］その愚かな女はいかなる乞い求める者にも、何一つ

与えませんでした。カラスにすら、バリ供養［の食物］を与えようとは決して思いませ

んでした。［134］このように強欲で、樫貫に支配された心をもつ、その愚かな女は、す

べての乞い求める者たちを罵り、呵責しながら、不善行をしました。[135]

このように、悪い心をもつ彼女はひたすら罪悪ばかりを積み重ね、ついに死時が来た

時に、庇護無く、苦しみ、死んで、餓鬼界に赴きました。［136](#12）

そこで餓鬼の運命を得た女は、醜悪な姿をもつ餓鬼となりました。体は自分の毛で覆

われ、針のような口をもち、肢体は痩せこけて、骸骨のように高く直立し、腹は山のよ

うに大きく、飢渇の火に体は焼かれ、焼けた丸太と違わないような姿体をもち、苦悩の

叫び声をあげつつ、泣き喚きつつ、彼女はあらゆる所に食と水を探しながら、あちらこ

ちらと祐裡っていました。[137-139]

かのウッタラは母の火葬（火の浄化儀礼）を終えてから、沐浴・洗浄などの行為を行

いながら、悲しみを紛らわせていました。［140](#13）かの賢いウッタラは、母への悲

しみを紛らせるため、乞い求める人々に欲するものを与えたので、多くの福徳を得まし

た。[141]

その後、愛欲に無関心で、輪廻における享楽を願わない彼は、浬藥の境地を得るため

に、出家したいと思いました。［142］

そして彼は喜び、竹林精舎に行きました。かの光輝に充ちた人（仏）を見て、礼し、

合掌して近づきました。[143]

その場で牟尼の王と僧伽の人々を右還して、拝礼し、前に立って、合掌して次のよう

に言いました。［144】「世尊、主、一切智よ、私に［出家の］障擬をなす母が今、亡

くなりましたことを、あなた様もご存知であられるでしょう。［145］それ故、ここで

世尊、師よ、あなた様に帰依いたします。どうか私に恩恵をお示しくださり、出家する

ことをお許しください。」[146]

このように彼に請われたかの世尊・牟尼の王は、左手で彼の頭頂に触れて、次のよう

に命じました。［147］「来たれ。若者よ、ここで専心して梵行を行じなさい。」この

ように言って、世尊・師は僧団の中に彼を受け入れました。［148］

牟尼によって「来たれ」と言われて、剃髪したかのウッタラは、杖と鉢をもち、清浄

な袈裟衣を身にまといました。[149]

そして師の恩恵により、彼は清浄な三輪をもつ者（他者・自己・行為の三輪がない無分

別智をもつ者）として、煩悩が無い清らかな心となり、輪廻が止んだ喜びを有して、三
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味と陀羅尼と学問に勤め励む賢者として、無知の群団を打ち破って、あらゆる学問の功

徳の完成を得て、あらゆる輪廻における趣（生存）が、稲妻のような刹那の持続である

ことを知り、すべての造り出された現象（行）の行路には多くの厄災があると考えて、

あらゆる煩悩の群団と、あらゆる魔の軍団を打ち破り、［真理を］見証することで、阿

羅漢に達し、声聞の悟りを得ました。［150-153］（#14）

それからとても清らかな心で、貫欲を離れ、感官を制御した彼は、虚空のような無垢

の自我(sv加ta)をもつ者として、泥と黄金とを等しく見、斧と栴檀の如き身体を有

し、虚妄分別を離れて、職れなく、あらゆる有情への利益に専心し、悟った人としての

功徳を達成した者として、神々やアスラたちを含む、あらゆる生類から礼拝され、供養

され、尊敬されるべき梵行者に彼は成りました。[154-156]

その後、大通智をもつかの阿羅漢（ウッタラ）は、ガンジスの川岸の美しい場所にあ

る木葉の小屋に居て、禅定に耽っていました。[1571(#15)

其処に、ある日餓鬼女となった彼の母が、裸で、自分の体毛に覆われ、焼けた丸太

［のように黒く］変色し、針のような口をもち、まるで骸骨のようで、腹は山のように

大きく、飢渇の火に体は焼かれ、飲物と食物を［常に］探して、苦悩の叫び声をあげつ

つ、泣き喚きつつ、近づいて来ましたが、阿羅漢であるかの具壽を見て、［彼の］もと

に来ました。[158-160](#16)

こうして彼の近くに坐った彼女を見て、かの出家ウッタラは、「このような有様で

やって来たあなたはどなたですか。語りなさい」と尋ねました。[161]

彼がこのように言うのを聞いて、［彼の］前にいるその女餓鬼は、息子であるかの出

家ウッタラを見つめて、次のように答えました。［162](#17）「せがれよ、私は、お前

を産んだ、お前のやさしい母親だ。今や飲物や食物が無い餓鬼女の身となって、坊僅っ

ているのだ。[163]私が死んで、25年が過ぎ去ったが、［間近に］水を見たことがな

い。まして、食物を目にすることがありえようか。[164](#18)花が咲き果実が実って

いる樹を見つけて、遠くから私が近づくと、それらの樹はすべて花がなく、枯れた、果

実のないものになってしまう。[165](#19)水がいつぱいに満ちた湖や池を見つけて、

遠くから私が近づくと、それらはたちまち［洞れて］干上がってしまう。［166］ここ

で樹の根元に坐っている尊者としてのお前には、常に大きな幸せがある。お前はどんな

浄行をなしたのか。［1671(#20）それ故、せがれよ、ここで憐燗をもって［私の有様

を］見て、憐れみを起こして、渇きに苦しむ母親である私に、冷たい水を与えてくれな

いか。」［168］

このように彼女が乞い求めるのを聞いて、かのウッタラは驚樗し、長い間その餓鬼女

を見つめながら、憂い気遣って、次のように言いました。［169](#21）「かあ様、かの

時において、一瞬［の好適な］機会を得た時に、あなたは［人を］罵倒するだけで、布
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施をせ談福徳を積まなかったのです。[170]かの時、他人が布施を行ったり、福徳を

説いたりするのを、見たり聞いたりすると、あなたの心は怒りの火に燃えさかりまし

た。［171］あなたは何一つ浄行をなさ説福徳を得ることをしませんでした。他人がそ

れをするのを見たり聞いたりした時も、随喜しませんでした。［172］その業の異熟に

よって、かあ様、あなたは死んで今餓鬼となって、飲物や食物を欠き、世界を祐僅って

いるのです。[173]今、私が何をなせるでしょうか。あなたもここで（この世で）何を

なせるでしょうか。かつて私は利益になることを語りましたのに、かの時（前世に）あ

なたはそれに耳を貸しませんでした。」［174］

このように息子たる彼が語るのを聞いて、彼女は納得し、目を流れる涙で濡らしつ

つ、その息子に語りました。［175](#22）「私は布施をしなかった。福徳も作ることを

しなかった。樫貫に支配された私は［人の善い行為を］見ても、随喜もしなかった。

[176]せがれよ、お前が私の手に渡した財はすべて、［布施のために使わず］火坑に

隠した。【177］今、それを掘り出して、親族の手に渡してくれ。せがれよ、それをもつ

てかの善逝・仏陀と僧伽の者たちに食事を与えよ。［178］私の名前で布施行の功徳

(daksina)を指定してくれ。そうすれば、餓鬼の運命から解き放たれて、私は神々の住

まいにゆけるだろう。」[179]

このように彼女がいうのを聞いて、かのウッタラは了解しました。「そのようにしま

す」と約束して、また次のように言いました。[1801(#23)「すぐ、その［金］で私は

かの善逝と僧伽に食事を給します。しかし母よ、その［食事の］際に、あなたは善逝の

そばに居て下さい。」［181］

このように彼が言うのを聞いて、かの餓鬼女は蓋恥心をいだき、阿羅漢たる彼をみつ

めながら、次のように答えました。[182]「せがれよ、私は裸であり、堕落した姿を

もつ餓鬼女だ。だから光輝に充ちた方（仏）のもとに行って、そばに居るなんて、どう

して出来ようか。」［183］

このように彼女が言うのを聞いて、大聡明者ウッタうはかの餓鬼女を見つめながら、

次のように言いました。[1841(#24)"「あなたは罪悪をなしていたその時には差恥心を

もた哉今、ここで［その］果を受ける時になってどうしてそのように恥ずかしがるの

ですか。」[185]

この言葉を聞いて、その餓鬼女は反省し、「そのようにしよう。私は参ろう」と答え

て、自分の住まいに戻りました。[186]

そこでかのウッタラは行って、親族を呼び寄せ、その［母の］頼みを、母が語ったと

おりに述べて、すべての事を告げ知らせました。[187](#25)それを聞いて、その親族

衆はみな非常にたまげてしまい、［言われた］とおりに取って、彼らはすべてを彼のた

めに持ち来たりました。[188]そのすべての財を見て、かのウッタラは喜び、すべての

親族の前において次のように言いました。[189]「皆さん、［わが］すべての親族たち
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よ、私はこの財をもって、今やかの牟尼の王と僧伽に供養して、食事をさせたいと思い

ますb[190]それ故、［母に］同情心をお持ちの方々は、このすべてを受け取って、僧

伽が享受するにふさわしい価値あるすべての物［の入手］をなし終えて、［それを］私

に与えてください。」[191]

このように［彼が］頼むのを聞いて、そのすべての親族は、言われた通りにその財す

べてによって、僧伽が享受するにふさわしい価値あるすべての物［の入手］をなし終え

ました。[192]

清明な思念を抱くかの阿羅漢ウッタラはそれを見て喜び、師（仏）に［食事の］招待

を行うため僧院に行きました。［193］そこで彼は僧伽の人々を伴われたかの牟尼の王

に近づき、その場で拝礼し合掌して、面前に立ち、［食事の］招待を行いました。

[194]「世尊、主、一切智よ、僧伽の方々と共に、世尊に供養したいと私は願ってお

りますbどうか明日、お受け下さいますように。」【195］

このように彼が申し上げると、かの世尊・牟尼の王はかのウッタラを見つめられ、沈

黙をもって、それを承諾されました。[196]かのウッタラは世尊が承諾されたと考

え、かの牟尼の王に再び拝礼してから、親族たちの前に行きました。1197]其処でか

のウッタラはそれらの親族たちにも招待を行い、また彼らの面前で次のように言いまし

た。[198]「ここで僧伽の食事が行われる時、どうか皆さんはお集まりくださり、餓

鬼女となった私の母を見てやって下さい。」［199］

このように語って、清明な心のかのウッタラは自分の隠棲所に行き、坐禅用の居室に

坐って、禅定に集中して過ごしました。［200］

その後翌朝、彼は起き上がると親族たちの面前に行き、供養・奉仕のためのあらゆる

物［の準備］をすみやかに成し終えました。［201］それからかのウッタラは午前中に

僧院に赴きました。かの世尊・牟尼の王に拝礼し、次のように告げました。［202］

「世尊、一切智、師よ、今や［食事の］時となりました。それ故、僧伽の方々と共に、

どうか尊師はこちらにいらしてください。［203］

このように彼に請われた牟尼は、鐘を打ち鳴らしました。その音に促されたあらゆる

僧伽の者たちは、そこに集まって来ました。［204］そこにかの親族すべてと他の者た

ちは悦んで、そこにやってくるその餓鬼女を見るために、集まり来ました。［205］

その時、かの世尊は僧伽の者たちと共に、そこにやって参りました。彼ら［親族］が

与えた足洗い水を受け取り、清らかな座に坐りました。［206］

その鐘の音を聞いて、かの餓鬼女もその時やって来ました。そこの一隅に身を置き、

［仏を］見つめつつ、近坐しました。［207](#26）すべての親族たちと他の人々 は彼女

を見て、畏怖し、「ああ、罪悪［の果］とは！」と語り合いながら、正法を欲して、

［その場に］居ました。［208］
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その時、その親族のすべての人たちは正しい順序で、世尊と僧伽の者たちに恭しく敬

意を表しつつ、食事をもって満足させました。［209](#27）そして仏を上首とするその

僧伽の者たちすべては、その最高の味の食事を食べて、満腹しました。［210］それか

ら食器を片付け、手などを洗ってもらい、彼等にピンロウの実(pnga)など［が入っ

た］キンマの葉(tambnla)の［バーン］多数を与えました。[211]

そこでかの比丘ウッタラは、彼ら親族と共に、世尊と僧伽の者たちを拝礼しつつ、近

坐しました。[212]その場でかの世尊は、近坐したかのウッタラを見つめ、布施行の

功徳の指定を、その餓鬼女の名前で、行いました。［213](#28）「この布施による福徳

は、餓鬼女のところに行け。この女は、かの餓鬼界からただちに出離せよ。」【214］

このように浄福の呪願(5ubhaSis)を与えてから、かの世尊・牟尼は［四］聖諦に始

まる正法を教示しました。［215](#29）その時［仏が説かれた］聖諦を聞いて、すべて

の人々 は覚知を得て、勝れた法を理解し、『真実を観る者』となりました。[216]

かの餓鬼女も喜んでその正法の甘露を飲みました。そして悦びの心をいだき、三宝を

億念しながら、命終しました。[2171(#30)

その後彼女は大神通鬼女(bhntamaharddhika)!2として、鬼霊世界(bhntaloka)に生ま

れました。しかしその［新たな生存］においてもなお、罪深い彼女は樫實に汚れた心を

もつ者でした。[218]

その後かの世尊はその［ウッタラの家］から僧伽の者たちを伴って、輝きつつ戻り、

自らの隠棲処に住し、法を説きつつ居りました。[219]

またその後、聡明な有智者(vijfia)たるかの出家・具壽ウッタラは、「あの母は今ど

の世界に生まれたのか」と［思い］、観察しました。［220](#31）このようにかの有智

者ウッタラがあらゆる方角を観察すると、かの母が大神通鬼の世界に生まれているのを

見ました。［221](#32）

息子であるかのウッタラは、母であるかの鬼女(bhautika)を見て、ただちに近づ

き、話しかけて、次のように言いました。［222］「かあ様、今やあなたは布施におい

て、［実行する］力をおもちではありませんか。もしあなたが欲するなら、すばらしい

布施を今ここで、絶えず行いなさい。」［223］

このように彼力語るのを聞いて、かの大神通鬼は、かの息子ウッタラを見て、次のよ

うに答えました。［224］「せがれよ、今日においてもなお、私には布施したいという

気持ちが起こらない。だから、私は財を何一つ与えることは出来ない。」［225］

12．ブータ(bhnta)をここで鬼と訳したが、餓鬼(preta)を含む意味で使われているのであろ

う。つまり大神通鬼女(bmta-maharddhika)は大神通餓鬼女(pretibmta-mahard曲随）と同義で
ある。
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このように彼女が語るのを聞いて、かの出家・具壽ウッタラは、母であるかの大神通

鬼を見て、言いました。［226](#33）「今日なお、あなたの身体は膨張しており、肉が

欠けた皮、骨と粗皮だけ［の姿］に留まっていますもその身体は、強欲という闇に覆わ

れた目をもつあなたが、餓鬼界で産出したものです。［227］ああ、あなたはなんと堕

落していることか。ここで私にはもう言葉もありません。今日なおあなたは罪深い心を

もっているのですから。あなたの罪悪に沈んだままでいる心が、何人によって浄化さ

れ、福徳の光線により救済されるということがありうるでしょうか。【228］永久にこ

のように地獄に住する者となるでしょう。いつあなたがそこから脱することが出来るで

しょうか。ああ、愚かで悪い意欲をいだく者たちの心は何人によっても浄められること

がありません。」［229］

かのウッタラはいろいろと彼女を叱責しながら、彼女の体から一対の衣類を脱がせ

て、強引に持ち去りました。［230](#34）

そしてかの阿羅漢［ウッタラ］はその一対の衣類を僧伽に寄贈しました。或る僧が代

価を払ってその［衣類］を購入しました。その僧は［それを］衣懸けに懸けておきまし

た。[231]

夜中に彼女はそこに行って、その一対の衣を奪いました。それが彼女に奪われたこと

を、比丘はウッタラに報せました。［232］

それを聞いて、ウッタラは行って、［彼女を］叱り、強引にそれを再び［彼女から］

奪い取って、その比丘に与えました。［233］

再び夜中に彼女は行って、その一対の衣を奪いました。［前と］同じ様にかのウッタ

ラはそれを彼女から奪い取りました。［234](#35）

同じ様に三度も夜中に彼女はそこに行って、それを奪いました。ウッタラはまたそれ

を奪い返して、その比丘に与えました。［235］

その比丘はその衣を受け取ると、縫い合わせて、足の敷物用に、四方僧に寄贈しまし

た。［236](#36）其処で、大神通鬼の彼女は縫われたその［敷物］を見て、奪われたも

のに落胆して、泣きながら自分の住まいに戻りました。［237］

その［悲しい］想いの火に焼かれて、彼女は息子のウッタラを億念しながら、死にま

した。そして別のヤクシヤ（夜叉）世界に生を受けたのです。［238］

以上のように、樫貧こそが大きな罪悪の根であることを考えて、その樫貧を捨てて、

熱心に布施を行いなさい。［239](#37）布施によって心が浄められます｡清らかな心を

もつ賢明で聡明な者は、菩提行を持しつつ次第に仏の位に達することが出来るでしょ

う。［240］このように十分に認識し、常に浄行を［なすことを］欲するならば、毒の

ように樫貧を捨てて、常に浄行をなすべきです。［241］一

以上のように私（ウパグプタ）は師力語ったことを聞いたとおりに、あなた（アショー

カ王）にお話しました。あなたもこのようによく知った上で、常に浄行をなしなさい。
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[241］大王よ、努力して民衆にも理解させ、菩提への道にしっかり立たせ、守護なさっ

て下さい。かくして、必定にあなたには常に幸せが至る所であるでしょう。漸次にやが

て菩提に到達し、仏陀の位を得ることでしょう。［244】－

このように阿羅漢が語ったのを聞いて、かのアショーカ王は、「そのようにいたしま

す」と返事をして、同座の者たちと共に、喜びました。［245］

この大神通鬼のアヴァダーナを、ここで嬉しく聞いて、喜び、また［他に聞かせて］

喜ばせるところの人々は、光輝に充ちた方の住まい（極楽）に赴く。［246］

以上、『大神通餓鬼女(pretrbhntamaharddhika)アヴアタミーナ』終わる。第17章。

第2節AvadanaSataka第46章UtaraいとSMRAM第17章の比較

上の節でテクストを和訳を示したSMRAM第17章PI℃肺hntamaharddhikavadmaの原話

であるAv§第46章の全訳を次に示し、その後に、それら二つのテクストを対照させて

みたい。

アヴァダーナ・シャタカ第46章『ウッタラ』(Uttarah)和訳

SPEYERed.,i.261.1-266.7

＃1仏・世尊は、王や大臣や財産家や市民や長者（富商）や隊商長や神や龍や夜叉や

阿修羅やガルダやキンナラやマホーラガに敬意をもって遇され、重んじられ、尊ばれ、

供養されておりました。このように神や龍や夜叉や阿修羅やガルダやキンナラやマホー

ラガに崇められた仏・世尊は高名で、大福徳の者であり、衣服・施食・臥具坐具・病気

治療のための薬といった日用品を得ており、弟子たちを有する僧伽とともに、ラージャ

グリハ（王舎城）にある竹林園、栗鼠養餌処［精舎］に滞在しておりました。

＃2［その頃］王舎城に一人の長者がいました。富み、大財をもち、大資産をもち、

莫大な所有物を有して、［まるで］毘沙門天の財をそなえて毘沙門天と富を競うかのよ

うでした。彼は相応しい家から妻を要りました。彼は彼女とともに戯れ、娯しみ、悦楽

の行為をしました。やがて彼の妻は子を孕みました。

＃3彼女は八箇月か九箇月経つと出産しました。男の子が生まれました。

＃4彼が生まれたので誕生祭がなされ、名前が決められました。「子の名前は何がよ

いだろうか。」親族たちはいいました。「星宿(naksatra)がウッタラ［・アシャー

ダー］の時に誕生したので、［子供の名は］ウッタラにしましょう。」

＃5ウッタラは育ち、成長し、大きくなりました。
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＃6彼の父は亡くなり、家ではウッタラが主人となりました。彼は店を開きました。

彼は買ったり売ったりし、売り買いによって生計を得ました。

＃7彼は毎日世尊の許を訪れました。彼は世尊のお姿を見、正法を聴聞することで、

世尊の教えに浄信を起こしました。出家したいという思いが彼に生じました。

＃8彼は母に申し上げました。「かあ様、私が世尊の教誠のもとで出家することをお

許しください」。すると母は言いました。「せがれよ、お前は唯一の息子だ。私が生き

ている間は、出家してはいけない。私が死んだ後、［お前が］するべきと思うことをし

たらよい。」13

＃9かのウッタラは、少しでも稼ぐ、と、そのすべてを母に手渡しました。「かあ様、

これを沙門や婆羅門、哀れな人や物乞いする人にあげて下さい。」

＃10彼のその母は強欲で、けちで、吝音で、ものを出し惜しみする人で、彼の金を隠

匿し、彼の家に入ってくる沙門やバラモンや乞食する人たちを罵りました。「餓鬼に生

まれた者たちのように、お前らはよその家々で施食をもらいに、いつもうろついている

がいい。

#llそして彼女は息子を欺しました。「私は今日これほどの数の比丘たちに食べ物を

あげたよ」と。

＃12しばらくして、彼女は命終し、餓鬼界に生まれました。

＃13ウッタラは母と［死に］別れたので、布施をして福徳を積み、世尊の教誠のもと

に出家しました。

＃14彼は勤め励み努力して、五つの区分（五趣）から成る輪廻の車輪が動転しやす

い（安定の無い）ものであると知り、すべての造り出された現象（行）の行路を、滅び

や落下や散壊や破壊に導く法であるがゆえに、うち捨てて、すべての煩悩を滅すること

により、阿羅漢の境地を見証しました。阿羅漢となり、三界より離欲し、土くれと黄金

とが等しい［とみなす］者になり、［無限の］虚空と［自分の］掌とが等しい［と知

る］心を有し、斧［で体を切られること］と栴檀［を体に塗ってもらうこと］が等しい

者になり、明知によって殻を打ち割り、［三］明［六］通［四］無擬を得て、生存［の

欲求］・獲得し貧ろうとする心・尊敬［されたい欲求］から顔を背け、インドラ神とイ

ンドラに準じる神をふくむ神々によって崇められ、尊ばれ、拝まれる者となりました。

13．根本有部律PandulohiUkavastu第4節にある、このAvS46話に相当する伝承においては、こ

の＃8の箇所で、ウッタラが母に、自分が出家を諦める代わりの条件を出す：「彼は語りまし

た。『かあ様、もしあなたがこれから毎日、僧伽によって指定された比丘たちに食事を食べさせ

る(bhajayasiを*bhqjayasiと訂正して読む）と約束するならば、私は出家しません。』彼女は答

えました。『せがれよ、そのように私はしよう。』」N・DuTr(1943),vol.Ⅲ,part2,p.20,n,13-15.；

YAMAGIwA(2M1),S.66.
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#15彼はガンジスの川辺に木葉の小屋を作り、［そこで］禅定をしていました。

#16彼のその母は餓鬼界に生まれ、具壽ウッタラに近づきました。［彼女の姿は］裸

で、焼けた丸太のような姿で、自分の髪と体毛に覆われ、針の穴のような［小さな］口

をもち、腹は山のように大きく、燃え、炎上し、一つの焔の塊となって、苦悩の叫び声

をあげていました。その時に具壽ウッタうはかの餓鬼女を見て、尋ねました。「このよ

うな［姿の］あなたは誰ですか」。

#17餓鬼は答えました。

［韻文：］「せがれよ、私は、お前を産んだ、お前のやさしい母だ。

飲物や食物が無い、餓鬼界に来ているのだ。

#18死んでから20年間、私は水を［何一つ］見たことが無かった。

まして食物を目にすることなど、ありえなかった。

＃19果実が実る樹々のもとに私が行くと、それらは果実が無いものになり、

［水が］満ちた池に私が行くと、それらは［掴れて］干上がってしまう。

＃2oお前の樹の根元は快い。瓶には冷たい［水］がある。

憐れみを起こして、みじめな、渇きに苦しむ私に水を与えてくれ。」

#21そこでウッタラは尋ねました。「かあ様、かつてあなたが人であった時、私はあ

なたに布施を行わせ、福徳を作らせたではありませんか。」

＃22餓鬼女は答えました。「せがれよ、私は樫貧心に支配されて、布施をせず､福徳

を作らなかったのだ。すべてのあの金銭は悪心により、火坑に埋めた。それ故、せがれ

よ、今親族の家々 に行って、寄付を募る催し(*chandakabhiksana)をなし、私の名前を

もって、仏を上首とする比丘僧団に食事させてくれ。布施行の功徳(daksim)を［私

に］指定させてくれ。指名をしてもらってくれ。そのようにすれば、私は餓鬼の胎から

解放されるだろう。」

＃23ウッタラは答えました。「かあ様、そうします。しかし［その時には］あなたは

仏陀のそばに居てください。餓鬼女はいいました。「せがれよ、私は裸であるし、漸槐

があり、［行くのは］恥ずかしい。」

＃24ウッタラはいいました。「かあ様、罪悪をなしたその時には恥じず､今や果を受

ける時になって、どうして恥ずかしがるのですか。」餓鬼女はいいました。「わかっ

た、そのようにしよう。私は参ろう。」

＃25その後、ウッタラは親族の家々から寄付を募る催しをして、仏を上首とする比丘

僧団に翌日の食事に招待しました。鐘が打ち鳴らされる時に、仏を上首とする比丘僧団

は集まって来ました。
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＃26かの餓鬼女は仏のそばに立ちました。餓鬼女［の姿］を見ようとして、何十万も

の生類が集まりました。彼らは醜奇な身体をもつかの餓鬼女を見て、厭嫌を生じ、世尊

に浄信を起こしました。

＃27そして具壽ウツタラは仏を上首とする比丘僧団を上妙の食事をもって満腹させて

から、餓鬼女の名前をもって、布施行の功徳(daksim)を指定してもらいました。

＃28仏は自ら、五つの要素を具えた音声をもって、布施行の功徳を指定しました。

［韻文：］「この布施による福徳（功徳）は、餓鬼女について行け。

この女は、恐ろしい餓鬼界からただちに出離せよ。」

＃29その折に世尊はこのことを基にして、かの餓鬼のために、また多くの人々のため

に、その状況に適した説法を行ったので、それを聞いて、何十万もの生類が真理を見る

に至りました。

＃3O彼女は浄信の心をいだき、死んで、大神通餓鬼に生まれました。

＃31具壽ウツタラは彼女が大神通餓鬼に生まれたことに気づきました。

＃32そこで具壽ウツタラはいいました。「かあ様、あなたは［今や］力をお持ちで

す。布施．喜捨をなさってください。」大神通餓鬼は言いました。「せがれよ、私はで

きない。私には布施したいという欲求が起こらないのだ。」

＃33そこで具壽ウツタラは大神通餓鬼にいいました。

［韻文：］「今日なお、あなたの身体は膨張しており、

肉が欠けた皮、骨と粗皮だけ［の姿］に留まっていますb

その身体は、強欲という闇に覆われた目をもつあなたが、

餓鬼界で産出したものですb」

＃34その時具壽ウッタラは幾度も叱りながら、［彼女から強引に］一対の衣類を得ま

した。それは僧団に布施されました。或る僧が僧団の内部でその衣類を購入しました。

その僧は［それを］衣懸けに懸けていました。するとかの餓鬼女は夜中に来て奪い取り

ました。そこでかの比丘は具壽ウッタラに報せました。ウッタラは行って、餓鬼女を叱

り、再び［衣を］取り返して、［比丘に］与えました。

＃35同じ様に三度も［彼女は］その比丘から奪い取り、具壽ウツタラは取り返して、

与えました。

＃36その比丘はその衣を引き裂いて、四方僧のための敷物として縫い合わせました。

すると彼女はもう再び奪いませんでした。

＃37この［事］から、樫貧は有情たちから笑われるものであることを見て、樫貧を捨

てるように熟慮すべきですbかの餓鬼女が有したような、そのような悪徳があってはな

りません。このように世尊は説かれました。感激したそれらの比丘たちと他の神・アス
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ラ・ガルダ・キンナラ・マホーラガ等は世尊のお説きになった［教え］を喜んで受け入

れました。

以上がAv§第46章Uttaraの全訳である。訳にある＃番号は、Av§のテクストを私が切

り分けて付けたparagraphnumberであり、対照の便宜のためにテクストを細かく分割し

た上で付けた番号である。S17はAv§第46章の再話文献であるから、Avsに付したその

#番号を使って、以下にAvs第46章とSMRAM第17章（略号S17)の内容的対応を示す

対照表を挙げたい。Av§の＃番号の後に、その箇所のSPEYER本の巻・頁・行と段落冒

頭の語を（例えばi.261.2-6buddhobhagav珈のように）示し、その次に＝を挟んでその

段落に内容的に関係するS17の該当箇所をvelSenumberで挙げる（例えば=S17vv.5-13

のように）。また記号の○はAvS46の内容がS17の詩形改稿において膨張している箇

所を示式◎は異常に膨張している箇所を示式

#li.261.2-6buddhobhagavan=S17vv.5-130

#2i､261.6-9rajagrhe'nya伽ah=S17vv.14-17

#3i､261.9-10sastanamva=S17vv､18-19

桝i.261.10-12tasyajatau=S17vv.20-23

柄i､261.12uttarodaIako=S17vv.24-26

#6i､261.12-13pitacasya=S17vv.27-29

#7i､261.14-15sadivasanudivasam=S17vv.30-430

#8i.261.15-262.1sam嵐町am=S17vv､44-1100

#9i､262.1-3sacottaro=S17vv・lll-114

#lOi､262.3-5sacasyamﾖ画=SI7v､115-123

#lli.262.5-6sacaputram=S17vv.124-1350

#12i.262.7yavadasau=S17vv・136-139

#13i､262.7-8uttaraScamatre=S17vv.140-149

#14i.262.8-13tenayujyam加ena=S17vv.150-156

#15i､262.14sagangame=S17v.157

#16i､262.14-17sacasyama樋=S17vv､158-161

#17i､262.17-19pretraha=S17vv､162-163

#18i､263.l-2pancavimSati=S17v､164

#19i.263.3-4saphalanv"加=S17vv.165-166

#20i､263.4-5sukhambhadantasya=S17vv.167-168

#21i､263.5-6tatauttaro=S17vv､169-174

#22i､263.6-264.3pre面aha=S17vv.175-179
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#23i.264.4-5uttaraaha/evam=S17vv.180-183

#24i､264.5-6uttaraaha/amba=S17vv.184-186

#25i.264.7-8ttauttarena=S17vv.187-2060

#26i.264.8-lOsacapretr=S17vv.207-208

#27i.264.10-11tataPayu9man=S17vv.209-212

#28i.264.12-14bhagavm§ca=S17vv.213-214

#29i､264.15-16yavadbhagavata=S17vv､215-216

#30i,264.16-265.1sacaprasannacma=S17w､217-219

#31i.265.layu5matotarela=S17v.220

#32i.265.1-3tataayuSm鉱ヨuttare-=S17vv.221-225

#33i､265.3-5tataayuSman=S17vv.226-229

#34i､265.6-266.lyavadayu5mata=S17vv.230-233

#35i､266.1-2evamyavat=S17vv,234-235

#36i､266.2-3bhiksunaca=S17vv､236-238

#37i､266.4-7ataevamatsaryam=S17vv､239-241

以上の両者の対照から、S17は、その最初と末尾にある話の『枠』の部分(vv.1-4,

242-246）を除いて、Av§第46章『ウツタラ』の原話を種本として、話をかなり忠実に展

開していること、また局所的に話を膨らませる場合にも、Avsの話の構造そのものを崩

さないように配慮しながら再話していることが確認される。

ここで、上記の表において○〈小膨張）と。（大膨張）の印をつけた三つの膨張箇所

について、説明しよう。

Av§の#1にあたる、S17の小膨張箇所vv.8-13:釈尊は竹林精舎の栗鼠養餌所で大衆

に説法を行ったという内容であるが、ここでS17はこの時集まった聴衆がいかなる神や

人のグループから構成されるかを、Av§よりもやや細かく描写する。

Av§の#7にあたる、S17の小膨張箇所w､30-43:ウツタラは僧院を訪れ、釈尊の説

法を聞いてから、釈尊と面談して、出家したいと願い出るが、出家には母の許可が必要

であると釈尊がお答えになったので、一度家に戻ったという内容である。ここでS17は

釈尊との相談という新しい要素を、Av§には無い要素として追加している。

Av§の#8にあたる、S17の大膨張箇所vv､44-110:ウッタラは母に自分の出家の決意

を述べ、許可を求める（44-49）。母は出家に猛反対する（50-53）。ウッタラは世の無

常を説き、出家が最善なることを訴える（54-67）。母は反論し、出家生活の大変さを

述べて、在家に留まるよう諭す（68-79）。ウツタラは母に反論する（81-84）。母は嘆

願し、せめて自分の存命中は家にいるか、さもなくぱ自殺すると脅す（85-94）。ウツ

タラは落胆し、僧院に行って釈尊に会うと、釈尊は今は在家に留まるように彼に勧め
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る（95-108）。ウッタラは了解し、自分の家に戻る(109-110)｡Av§が数行ですませ

てしまう、母がウッタラの出家に反対したという記述を、ここでS17は、ウッタラと母

の間に交わされる長い会話として表現している。ウッタラが再び釈尊のもとに相談に行

くことも、Av§には無い、新しい要素である。

Avsの#11にあたる、S17の小膨張箇所w.124-135:母が乞う人を罵って追い返して

いるのをウッタラは聞いて、強く母を誠め、このような行為を続けるなら自分は母と別

居すると語った(124-128)。そこで母は反省したふりをして、その後は布施すべき財

を隠匿しながら、ウッタラに対しては布施を行っているという嘘を言い、相変わらず乞

う者たちを罵った(129-135)。ここでS17は、ウッタラが母の悪しき行為を批判し、別

居する覚悟を告げたという、Av§にはなかった新しい要素を導入している。

Av§の掴5にあたる、S17の大膨張箇所w.187-2M:ウッタラは親族を集めて、母を

餓鬼界から救うために、仏と僧伽に供養するための食事会への助力を依頼す

る(187-192)。それから僧院に行って仏と僧伽を食事に招待する(193-196)。それか

ら親族の元に戻って、彼らも食事会に招待してから、自分の住まいに戻

る(197-200)。翌朝僧院に行って、仏と僧伽に食事の準備が出来たことを告げ

る（201-203）。鐘が鳴らされ、仏と僧伽が食事に集まる（204-206）。このようにウッ

タラの取った行動を順次に具体的に語ることによって、S17はAvsの記述の内容を膨ら

ませた。
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第三部

ネパールの梵文仏伝の研究（1）：

Tath豆窪atajanmavadanamal孟第8章『菩薩誕生品』

『如来出生アヴアダーナ集成』Tathagatajanmavadanam訓豆（略号WAM;通称Padya-

lalitavistara)はインド伝来の梵文の諸仏伝の伝承を統合しながら平易な韻文で再話を行

う、ネパール撰述の浩潮な梵文の仏伝作品である'4°その第8章『菩薩誕生品』Bod-

hisattvajanmaparivartaの校定・翻訳をここで行いたい。このテクストは約60年前に黒田

親によって世界で初めて研究が発表された。黒田は、榊亮三郎将来の京大写本(Gosm-

MA･NoGucHI66)に基づき、第5章･8章・10章･11章のローマ字転写テクストを発表し

ている。その発表は次の通りである。

黒田親(1951):「神通遊戯書職鬘経(PadyaLalitaVistara)」、『日本（やまと）文化』30号

(1951)、91-111頁。（第10･11章の研究）

黒田親(1958):｢PadyaLalitaVistara(神通遊戯譽職鬘経）」、『日本文化』37号(1958)、1-20

頁。（第8章の研究）

黒田親(1960):「百八法明門(AS!ottaraSatamnamadhannalokamukham)(Padya-lalitavistara,Chap-

terV)」、『日本文化』39号(1960),1-9頁。（第5章の研究）

黒田の発表したテクストは、実質的に京都のl写本をそのままローマ字に転写しただ

けのものであったが、読みの修正がなされていることも時々あり、その時は後注が付さ

れて元の写本の読みが示されている。彼のどの論文においても、ローマ字転写テクスト

に対する印刷時の校正作業がきちんと行われていない印象を受ける。一般的に、使用し

た写本が良質の写本であれば、それを忠実にローマ字転写しただけのテクストでも、十

分に学術的な価値が有するものであるが、彼が用いた1写本は残念ながら、非常に粗悪

な伝承に由来するものであったし、印刷時の校正も不十分であった。そのため黒田のテ

クストは梵語として意味が理解できない文があまりに多く、読むに堪えないものといわ

ざるを得ない。黒田自身が、私の知る限りで四つの章をローマ字転写して発表した後に

研究をやめてしまったようであるのは、恐らくそのような作業に限界を感じたからであ

14.第I章～第3章のコロフォンではこの作品の名称がtathagatajanmavadanamal町加と記され

る。しかし第5章のコロフオンにはbud曲ajanmavadaneとあり、最後の第37章のコロフオンには

sugatajamnaramavadanam副面y即とある。jamnanという言葉には「誕生(Geburt)」という基本的
な意味のほかに、「生存、生そのもの(Leben)」という派生的な意味もあり、後者の意味に従

えば『如来の生涯に関するアヴァダーナ集成』とも解釈できる。つまり誕生の場面の伝記だけで

ない、仏陀の全般的な伝記の意味になろう。
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ろう。その時代には、カトウマンドウなどにある他の写本が知り得説利用できない状

況にあったため、手元にあるl写本だけで無理矢理に作業を進めざるを得なかったわけ

であるが、しかしその写本がいかに劣悪な写経伝承に基づいているかを十分に意識して

いなかった、相当に無謀な研究であったといえよう。TJAMは、古典梵語に近い梵

語一ネワール仏教徒の知識人が使うやや独特ではあるが、古典梵語を規範として意

識した梵語一で作られた作品であるにもかかわらず、黒田の発表したテクストが古

典梵語とは程遠い、文法がひどく崩れた俗語のような印象を与えるものであったため、

この作品は理解しがたいという判断を学界に与えてしまったように思われる。その後、

黒田の研究の後に続く者は半世紀の間現れなかった。

1970年以降ネパールと西ドイツ東方学会の共同プロジェクトとして進められたNepal-

GennanManusc㎡ptPreservationPrOject(NGMPP)というネパール写本の保護とマイクロ・

フィルム化と目録化の計画のおかげで、カトゥマンドウに存在する梵語写本の全貌が次

第に研究者には知り得るようになり、利用可能になった。私がネパール考古学局のNa-

tionalArchivesを介して、NGMPPで撮影されたTJAMのマイクロ・フィルムを数本入手

することが出来たのは25年ほど前であったが、その時初めてTJAMのヘムラージ所蔵

A写本を見ることが出来て、先に黒田が試みて苦労したこの梵文テクストの校定が可能

であることを確信したことを記憶している。現時点でTJAMの写本であることが確認さ

れている写本は、私が知る限りで6本ある：

A写本Kathmandu,NGWPA123/5[=BauDV51(87)];37chps.;NewarT.

B写本Kathmandu,NGWPBlOO/2[=BSPca266(3-14)];25chps.;Devanagalr.

C写本Calcutta,SasmNo.37(10754);37chps.;Newan.

D写本Kthmandu,NGWPD434-44/1(rephotograph=E1321/2);35chps.;Devmagarr.

E写本Kathmandu,NGMPPA123/3[=BauDV294(88)];21chps.;Devanagarr.

K写本Kyoto,GosHIMA･NoGucm66;12chs.;Devanagarr(?).

［ここに記したBauDV,BSP,Sas圃等の写本カタログに関する略号については、

『梵語仏典の研究IV密教経典篇』（平楽寺書店1989)の「略号表」を参照のこと］

ただ、今私の手元にあって使えるのは、このうちのA,B,D,Eの4写本である'5°そ

れらの手元の写本の中では、A写本だけが別格に良く、正しい読みの伝承を伝えるもの

であるが、それ以外の写本B,D,Eは、黒田が報告した京大写本(K)同様、伝承が悪

く、誤りに満ちている。しかもA写本の余白に追加的に書かれた文（例えばlll-112と

15.C写本は比較的重要と思われるが、カルカッタから私の手元に届いたフイルムはなぜか冒頭

の20葉のみしかなかった。
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125詩節）が大抵は他の写本のどれにも見出されるため'6、それらの写本は遡ればA写

本かAに近い写本に由来するものである可能性が高い。現存する諸写本を系統樹上に

位置づけるためは、入手する写本の数がもう少し増えないと困難であるが、A写本こそ

が、校定を行う上で最も重要な役割を果たす写本であることは疑いない。ただしA写

本は無謬ではなく、うっかりした書き誤りも時々起こるので、A以後の派生的な写本に

おいてその誤りが気づかれて、簡単な書き誤りであれば密かに修正されている場合もあ

る。そのためTJAM第8章の校定においては、A写本をベースにしながら、それ以外の

写本は、A写本で疑問が生じた箇所において、必要に応じて参照するというやり方を取

ることにした。A写本以外の諸写本の異読を全部、網羅的にApparatuscriticusに挙げる

ことは、報告する無価値な異読の数があまりに膨大であって恐ろしく労力がかかる割に

は、本文の校定には大して役立たないことから、少なくとも今回の校定作業において

は、諦めることにした。A写本の読みで問題がなければA写本に従ってテクストを読

み、何かA写本に問題があるように思われる箇所に限って、他の写本（特にB)を補

助的に参照する、というのが私が取った作業方針である17。従って本論文における第8

章の校定テクストは実質的に、98％程度、このA写本を底本にしているといってよ

い。また第8章は黒田がテクストを発表した章でもあるので、本論文のApparamscriticus

においては黒田のテクストとAとの異同を示した。そしてA写本以外の写本の読みと

しては必要に応じて、B写本の読みを参照し、異読に報告した。また黒田本にも写本に

も、詩節に番号は付いていないが、今後の研究のためには全詩節に通し番号が付けられ

ていると便利なので、私は校定テクストの作成にあたって詩節に通し番号を付してみ

た。元のA写本では詩節に番号は全く記されていないことをお断りしておきたい'8．

第8章の第111と第112の2詩節は、A写本の余白に書かれたもので、TJAMの本来の

テクストには無かったかもしれない詩節である'9．その第111と第112の2詩節は、Bud-

dhacaritaを参照することによってLalitavistaraには無かった情報を新たに追加しようと

16.ただし例外的な例を挙げれば、第8章の171詩節abは、A写本の余白に書かれているにもか

かわらずく他の写本には欠けている。

17.A以外の写本の読みとして異読にはBの読みを頻繁に報告したが、Bが特にDやEより伝承

が勝れているというわけではない。A以外の全部の写本の読みを挙げる余裕がないので、一応A

以外の代表として、Bの読みを出したが、Dを選んでもよかった。

18.D写本では17章以降の章において詩節に番号が連続して記されているが、これはTJAMの写

本全体から見ると、例外的な現象である。

19.私の編集方針としては、余白に書かれている追加的な内容の詩節であっても、A写本の本来

の筆写者の筆跡とみなされる場合には、本文とみなした。
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したものである。その2詩節以外の第8章の詩節は、大乗経典Lalitavistaraに基づきつ

つ、その経の散文の部分は韻文化し、またその経の種々の複雑な韻律をもつ韻文の部分

も、平易なシユローカの韻律に変えるというやり方によって大体作られている20。それ

らのIalitavistaraをソースとする詩節においては、LalitavismaのS.LEFMANNによる旧校

定本(I,1902年）と外薗幸一による新校定本(上巻1994年)を用いて、絶えず比較を行う

必要がある21。私の第8章の校定テクストでは、各詩節の右側に＝という「類似」を意

味する記号を使って、L藤MANN(略号L)と外薗幸-(略号H)の出版本の参照すべき

箇所を示した。

TJAMは少なくともこの第8章に関しては、大乗経典Lalitavistaraの忠実なmetrical

adaptationを作ることが作者によって意図されたといえる。Lalitavistaraに対応が見出せ

ない内容の詩節が、特にTJAM第158詩節から第184詩節にかけて連続しているが、そ

れらの詩節にはネパールの文化が色濃く表れており、その内容から判断する限り、恐ら

く直接のソースがないものであり、WAMの作者が資料に基づくことなしに自分で創作

したものであろう。それらの詩節には中世ネパールの仏教徒たちが恐れ信仰した神的・

魔的な存在の名前が列挙されており、文化的に見て興味深い。

今後のTJAMの他の章の研究に資するため、この論文の最後にはA写本に基づい

て、TTAMの37章の全部の章名を示した。

この校定にあたって、多少の感慨がある。ふり返ると、この校定に用いた諸写本のマ

イクロ・フィルムを手に入れたのは私がまだ博士課程の院生であった時で、それ以来、

このテクストの校定と翻訳を実現したい、という思いを抱いてきた。今その希望の一部

を実現することが出来た。今回の仕事により、A写本さえきちんと押さえれば、このテ

クストは読めるという実感を抱くことが出来た。ただ全部で37章もあるテクストであ

り、私一人で全章の校定作業を担ってゆくのは不可能である。幸い、九大の二人の博士

課程の院生、楊曉華さんと松本昌巳さんが現在このテクストの他の章の校定を志してく

20.TJAMの作者は、この第8章におけるI21itavistaraの散文箇所の韻文化においては、経典の細

かな科段を作成する時のように、散文箇所を数行ごとに意味的に分割してから、それぞれの段の

内容を要約して、別の表現で置き換えることで、韻文化している。このような作者がWAM第8章

で行った作業は、現代のLalitaVistaraの研究者にとっても、ネパールにおいてLalitavistaraのテキ

ストがどの箇所で段落に分割され、科段の如く細かく分かたれて、どのように内容が把握されて

いたかを知ることが出来るという有用性をもつ。TJAM第8章はI,21itavistara第7章誕生品の理解の

補助資料として、科段分けに役立つと思われる。

21.S・LEI弧【ANN(1902,1908):Zfz""WMzm.Zebe""”血"花｡どsmAw-b皿勿加,e応彪r踵":Thxr,1902;

ZweiZer〃":V上z血"蛇"-,M"""-J"zdWけ"erveFZeic加応,1908,Halle.外薗幸-(1994):『ラリタヴイ

スタラの研究上巻』、大東出版社。
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れている。お二人の研究の進展と並行して、私自身も今後も引き続き、別の章の校定・

翻訳を進めてゆきたい。今回の第8章テクスト前半は、2010年度の大学院の演習の授業

でも取り上げた。テクストと訳の検討に参加してくれた院生諸君に感謝する。
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[53a3]athaso'rhanmahabhijfiaupaguptomahamatih/

aSokamtammahasattvamsampaSyannevamabravrt"8.1

tatastasyajagadbharturbodmsattvasyajanmanaり／

samayesamupayateSuddhodanasyabhnpateh"2=L(,

g伽ramavanody加ata"ge5usamantatah/

dvatrimSatsuninttanipradurasannirantaram"3

udyane5vapisarvesusarvaPikusumanyapi/

§ungrbhntanibhmgaiScavyaptanipuSpitapina"4

nadhadataJage5usarve5ujalajanyapi/

padmotpaladipuSpapiku!malrbhnyatasthire"5

sarve'piphalav永錘caprabhyudgamyamamalat/

k9arakabhisamapannanaphalantismasarvatah"6

a9!auratnadlumaScapipradurasanmamalat/

sarvaratnanidhananamvimSallaksaSatanica/
● ● ●

antahpurecaratn加amalikulahprodgatababhuh"7

sugandhatailasauralilyasamvasitaScasarvataP

sugandhiSItalo5叩ambuprasusruvuhprapalikah"8

simha§5rdnlapo面§cammalayatsamagatah/

mudapradakSimqtyatatpuramsamupaviSan"9

dv訂antike'bmti5!hantonadanto'pimahatsvaram/

yathecchayacaranto!pikamcinnaivavyahe!hayan"10

paficaSatebhaSavaScasamagatyahimala[54a]yat/

§uddhodanasyapadabjekaragrairabhilekhire"11

mekhalrbaddhakadevadaraka§casamagatah/

rajiiahsv加talJpurotsangamanuvartantaacaran"12

nggakanya§cakheya鋤samdarSitaldhavigrahai/

divyapmjopah汀apigilmvatasthuranatah"13

-L(efmann)76.8-9;H(okazono)428.1-2

-L76.9-10;H428.2-3

=L76.10-11;H428.3-4.

-L76.11-12;H428.3-4.

-L76.12-13;H428.4-5.

-L76.13-15;H428.5-7.

=L76.15-16;H428.7-8.

=L76.16-18;H428.8-10.

-ibid

sL76.18-20;H428.ll-12.

-L76.20-77.l;H428.12-14.

-L77.1-2;H428.14-15.
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nagakanyasahasrmidas政3§agatanica/

maymavyaiijanamdhrtvasamupatasthuranat""14=L77.3-4;H428.15-16

pnmakumbhasahasrallida§aka§ecarantica/

purampradak5ipmtyabhramitanidadarSire"15=L77.4-5;H428.16-18

daSacadevakanyanamsahasranikhaganyapi/

gandhambupUmabhmg町珈mUrdmidhrtvasamaSrayan"16-L77.5-6;H428.18-19

devakanyasahasrﾖﾘida§ak盃盃ritanica/

chattradhvajapatakadrngillrtvatasthurana助〃17

daSapsarajsahasrﾖﾘiviyatsamagatanica/

tnryasangitisamvadyamgmvasamupaSrayan"18

sarvesamin･a叩話capinavavuhsamavasthim/

nadiprasravaﾘ池sarvenaivabhipravahamstad豆〃19

candrasUryavimananigrahajyomngitarakall/

bodmsattvajanurdra51umicchantonabmcerire"20

abhntpu5yarkSasamyuktamgmamcapimahiPateh/

ratnajalabmsamchannamsusamsthitamaSobhata/

nat刺valavamiScayaj血§astralaye5vapi"21

k噸gareSusarve5uprasadatoraleSvapi/

manisraglambam珈話capraSobhitavirajitaj/

dn5yaga可話casa咽圃圃ratnaga叩psuvasasaり〃22

kakagrdhrabakolnkacilladidu5!apak5ipam/

kharavFka蛇訓ﾖ輯mSabdaScantarhitastad3〃23

sUjatapak5ijanmnamevaSabd"pracaritah/

sarvadeSesukannantahsamucchinnastadabhavan"24
● ●

sarvabhnnprade§ﾖ§babhnvurmardavaPsamaP/

saramVIthikarathya§mga!akadibhnta励／

sarvapu9pabhisankm鋤samaasamScamardavah"25

tadasarvaScagurvipyaりsukhenaivabhya[54b]sDvata/

paripu5!endliyaUsarvanaivakﾖ§cidrUjanvitah"26

sarvavanadrumasmahsarvaScadevataapi/

bodmsattvamnamasyantyastasthuhkhe!rdhakayik鋤〃27

etanibodmsattvasyasamayejanmanastatha/

dvammSatsun加加加ipradurasann卯話rame"28

taddnvasamahiPalahsamantrijanapaulikah/

samhar5avismayakrantamanasahsamshto'bhavat"29
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-L77.6-8;H428.19-20

-L77.8-9;H428.20-22.

=L77.9-10;H428.22-429.1.

-L77.10-ll;H429.1-2

=L77.ll-13;H429.2-4

-L77.13-15;H429.4-6.

=L77.15-16;H429.6-7

-L77.16-17;H429.7-8.

-L77.17-19;H429.8-10.

-L77.19-20;H429.10-11

=L77.20-21;H429．11-12

=L77.21-22;H429.13



sarvelokaScatadd"vavismayahar5i樋§ayah/

kimetadadbhutamjatamityuktvasampracelile〃30

athasapimahadeVId"vﾖ伽sannimi伽圃m/

matvatmajasamutpattimmah即andaprasad瓶〃31

ni§ayamprathameyameSuddhodanammpampatim/

upetyasaiijalirnatvasampaSyantyevamabraⅧ〃32

§mu9vamemaharajayadabhiprayamucyate/

tadbhav加sud"paSyannanugramumarhati"33

yad町amavanody剛e*rantumroc豆msampratam/

yadinastitavameSastadanUjiiamprademme"34

bhavanapivanodyanetapasvivajjitendriyah/

saddhannasadhanotsahambhuktvarantumarhati"35
●

ahamapimaharajaSuddhasattvammaharddmkam/

samdadhanavanodyanerantumicchamisampratam"36

dmmahsarve!dhunody加epraphullapu5pamaIljitah/

kalpav"aivabhantidevodyanasamudbhavah"37

bhmgakokilasa脳ﾖvaballlinrtyavilasanaih/

manoharemahodyanerantumicchamsampratam"38

yadite'stiprabhosvannk卯anuragatomayi/

tadanUjfiampradattvamemano*bandhetumarhati"39

ititayamahadevyasamprarthitamniSamyasaり／

§uddhodanompomayampagyamstathetyanandayat"40

tataisampatrr頭§uddhodanon卯甜mpaj/

amatyanmanmpobhrty副samamantryaivamadiSat"41

amatyamanmobhrtya"mudhvamvacanammama/

sarveynyamsametyagugacchadhvamlumbinTVanam"42

gatvatatravanody剛eSodhayitvasamanmah/

-L78.1-2;H429.14-15.

-L78.2-3;H429.15-16

-L78.4;H430(vs.)la

=L78.5-7;H430(vs.)1b-d.

RzL78.8;H432(vs.)2a

-L78.9;H432(vs.)2b

-L78.10-11;H432(vs.)2cd.

-L78.12-14;H432(vs.)3a-c

=L78.15;H432(vs.)3d.

-L78.16;H432(vs.)4a

-L78.17;H432(vs.)4b.

-L78.18;H432(vs.)4c

ma"ayadhvamyatha[55a]svargenandanamsampraSobhitam"43-L78.19;H432(vs.)4d

gajanammeghavamanamSajgauradrrghadantinam/

yQjayadhvamsahasranivimSatermattagannam"44=L78.20-79.2;H432(vs.)5.

hay珈加muiijakeSanamgauraPamvayuveginam/

yOjayadhvamsahasrapiv皿息aterSuddhacarinam"45-L79.3-6;H432(vs.)6.

ranaSau叫珈mallﾖⅧ･anbhalansainyadmpanvitan/

yqjayadhvamsahasr即mvimgamjayamamnah"46=L79.7-9;H432(vs.)7a-c.

caturahgabalaihsaldhamparivrtyasamantatah/
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vanetatrasurakSarthammayayams曲atumarhatha"47-L79.10;H432(vs.)7d.● ●

tatrayathamayakhyatamtathasarvamvid町am/●

sahasasamupagatyamamagrevaktumarhatha"48:ごL79.11-14;H432(vs.)8.

ityadi¥lamnarendrepaSmtvatemanmojanah/●●● ● ●

tathetyabhyanumodantastathakartumvane'caran"49-L79.15-16;H434(vs.)9ab.●

tatragatvayathadiglamtathasarvamvidmate/●●● ●

sarvemantrijanabhrty圃呵iio'gesamupaga鋤〃50

natvapadausamalokyapuratahsamupaSritaP/● ●

sumasannamu肋ambhQjaamantryaivamnyavedayan"51

jayadevayathadiS!amtathasarvamsusiddhitam/●●● ●

tadbhav珈sahasagatvatatrasamdra"umarhati"52=L79.17-18;H434(vs.)9cd.● ●●

itimantrijanaihsarvairniveditamniSamyasaP/● ● ●

§uddhodanaりprasannasyastathetisamupadiSat"53

tatahsanlpatirbhartapraviSymtajpuremuda/●

sarvahstrihsamupamantryapurataevamadiSat"54=L79.19-20;H434(vs.)10ab.● ●

bhosmya叩supriyaPsarvah"udhvamvacanammama/●●● ● ●

svasvatm加amprasadhitvamamayadhvamvibhngapaih"55=L79.21-22;H434(vs.)10cd.● ●●●

sarvalna呵navadyanisangrtisahitanyapi/

sarvaynyamsamadayavraja曲yamlumbiniVane"56-L80.5-6;H434(vs.)12ab.

kurudhvamsarvalok加ammanamsyananditamca/● ●

yaddMvatimahotsahamspmeymdevataapi"57=L80.7-8;H434(vs.)12cd.●●●

mayayamemam5yapisahayanesama§ritah/●

susnigdha§casubhavinyasti5!hadhvamsampramoditah"58●● ● ●

anyaScapramadanaryayanasanasama§ritah/
－〆

●

mayadeVimsamavahyanayadhvamlumbinr[55b]vane"59-L80.9-10;H434(vs.)13ab.● ●

pratikmlamamahgalyamvarayitavyamatrataj/●

bhadra§伽umahotsahairganmvyamlumbinIvane"60-L80.11-12;H434(vs.)13cd.

hayagajaratha§前natsainyasanghaanalpak"/●

mpatermandiradvareyadagatyasamaSritﾖh"61-L80.13-14;H434(vs.)14ab.●

tadatatrasumangalyamahotsahamahadravah/●

jaladhehkSubhitasyevaniScacaravihayasah"62-ibid.●●

yadamayamahadevIsatsakhirbmhsamanvita/●

vaneganmmprasannasyadv酊珈tikamupacarat"63-L80.15-17;H434(vs.)14c-f.

tadatatramahadevyamangalarthampramoditaih/●

ghamaSatasahasranisamtajitanitaijanaih"64=ibid.● ●● ●
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so'pirathavarorajiiasuvicitrabhimapqitah/

divyaratnasanamtatrasamstalitammudamaraih"65

catvaroratnav汰郵casﾖkhapatrapraSobmtam/

divyasugandhipu9p"hyﾖ§catujkonesuropi鋤〃66

suratnakinki呵alairdivyavasmilJsuvasitaih/

samachadyasurendrasyavimanamivama"itah"67

chattradhvajapatakagcatatroparisamUcchritah/

§ukahamsamaynraScatatrasamcaritamud画〃68

rathavaramtamalokyadevakanyahpramoditah/

gagapasthahsam"antyaりsamstutvabhyanvamodayan"69

tatallsa§IYmahadeVrmayﾖ§uddhen伽yamuda/

rathavaramtamaruhyasimhasanesamaSrayat"70

tadacalanmahrsarvasabdhikananaparvata/

divyambarasupuSpapipravarSayansuramuda"71

adyahitrijagacchastajayetalumbinlVane/

itimatvamaraPsarvetaddra"umsamupacaran"72

catvaro'pimaharajastaddra"umsamupagataj/

rathavaramtamudvahyapracarayanvaneSanaih"73

tathendro'pisamagatyadevasanghasamanvitaり／

margamsamSodhitamkrtvapracaratpuratomuda〃74

bralnnapisamupagatyamahar5ibmsamanvitah/

varayandurjanansarvanpracaranmuditaPpurah"75

evamanye!pilokendrastaddraS!umsamu[56a]pagam/

prafijalik"pralatvatamdevrmd"vamudamyayuh"76

taddMvasamaindro'pivismayakrantamanasah/

nnnamayamjagannathobhaveditivyacintayat"77

yatobrahmamarendro'pisarvalokadmpaapi/

kurvate'syamahatsevamdivyap可圃mahotsavail"78

tadayamtrijagannathahsarvalokadhipeSvaraP/

sarvadharmadmpa叩§園stavinayakobhavedapi"79

nastyasyasad"aりkaScitmdhambhuvane¥vapi/

yadbrahmeSasurendradyahsarvelOkabhajantyapi"80

tadayamtribhave§加odevadevomaharddhiman/

sarvavidyadhirajendrodhannarajobhaveddhruvam"81

brahmaSakradayodevahsarvelOkadhipaapi/
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-L80.18-19;H436(vs.)15ab.

=L80.20-21;H436(vs.)15cd

=L81.1-2;H436(vs.)16ab.

=ibid.

gg:L81.3-4;H436(vs.)16cd

-L81.5;H436(vs.)17a.

-L81.6-7;H436(vs.)17bc.

-L81.8;H436(vs.)17d

-L81.9;H436(vs.)18a

=L81.10;H436(vs.)18b.

-L81.11;H436(vs.)18c

=L81.12;H436(vs.)18d.

RzL81.13-14;H436(vs.)19ab.

-L81.15-16;H436(vs.)19cd.

-ibid

-L81.17-20;H438(vs.)20.

-ibid.



nnnamasyasadabhyarcyabhajeyuhSaraﾘ話ri鋤〃82

evamsa§mnatrmayamahadeVTsumapjita/

ratharamasanasmasatsakhrbhihsamanvitョ〃83
●

cauraSitisahasraihsarvalankaramanditaih/
● ●● ●

vayurayatisamcarihayarathaihsamanvi塩〃84

caturas耐sahasraihsarvalankarabhnsitaih/
● ● ●

sunrlameghasalika§agajarathaiりsamanvi面〃85

camra§耐sahasraihSUraiPvarangarnpibhih/

salnnaddhakavacaihvIraijpalivrtastrapapib肋〃86

camraSrtisahasraiPpadatiyoddhrsainyakaiり／

､珈話astradharairbhallaihparivrtamahotsavaih"87

号a5!ikanyasahasraiSca§ﾖkyanamabhima"itaij/

puraskrtamahotsahairmanqjiiendriyavigrahaij"88

catvamSatsahasraiScaSuddhodanasyabhnpateh/

samrak5瓶jfiativargai"akyairmadhyamavigrahaip"89

camhSa"isahasraiSca呵iiastasyamahiPateP/

kan面namramamyan加sITrnpa輯mpurask噸〃90

caturaSitisahasrairdevakanyabhiranvita/

nagakanyasahasraiScatathaparivrtamu的〃91

tathagandharvakany剛amhayasy即amtathamuda/

catura§耐sahasrairkanyanamcasuradvi"m"92

evamk珈圃bmrany3[56blbhihsahgntistuticariDaih/

kurvantrbmrasankhyabmhparivrtapurask血〃93

evamanyaihsuhmmtrabandhave5!amahajanaiり／

samanvitamahotsahairnirjagamapurattatah"94

tatragandhambusamsiktedivyapu9pasamastrte/

pattrapuSpaphalavyaptadmmabhisampraSobhite"95

devaiScapisamagatyadivyalalikarama"itam/

divyasaurabhyasampannammSrakavanamivakItam"96

tamdMvasamahadevrmayasamharSi画§aya/

avamyarathattatrapraviSallumbinIVane"97

tatrasadevakanyabmhsakhrbhiScasamanvita/

sammK5yatadvanamramyammahanandamsamayayau"98

tatracankramyamanasamayadeVrpramodita/

sarvandrumansamalokyaplakSav"amupacarat"99
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-ibid.

FごL81.21-22;H438.5-6

-ibid

=L81.22-82.1;H438.6-7

-L82.l-2;H438.7-8

-ibid

-L82.2;H438.8-9

-L82.3-4;H438.9-10.

=L82.4-5;H438.10-12

-L82.5-6;H438.12-13

=L82.7-8;H438.13-14

-L82.8-9;H438.14-16

-ibid

-L82.9-ll;H438.17-19

-L82．11-13;H438.19-20

=L82.14-15;H438.21-22

=L82.15-16;H438.22-23.

-L82.16-20;H438.23-440.3



tamvFkSaplavaramkantamsu§akhapatramamitam/

supu9pamafijalYVyaptamdivyasaurabhyagandhitam"100

nanasurangavastradisarvalankaralambitam/

､珈圃ratnaprabhodbhasamkalpav"*atiSobhitam"101

samabhnntaleSuddheharittmasamastlte/
●● ●

pUrvamunmdramatrpamadhi5伽ne'bmsamsthitam"102

sammyasamahadeVrpariSuddhaSubhaSayaih/

devaiPsangrtisamvadyairvinoditamudacarat"103

tamdeVmsamupayatamsaplakSaりsahasanataり／

sambuddhajananmdMvaprapanamaprasaditaP"104

tamd"vasamahadevrprasaryadak5ipamkaram/

dhrtvﾖ§akhamkhamalokyajmbhamanasthitabhavat"105

tasmmScasamayetatrakamadhatusam3§ritah/

§a5!yapsarahsahasrmidevyaPsamabhyupaga鋤〃106

samupa§rityasarvastadivyopacaravastubmh/

paricaryampariskrtyaprabhajantasamahi鋤〃107

tadasaudarematnratnavynhasanagritaり／

vilokyasamayamtasthausamadhisamsthi画§ayaM108

tataりpu5yarkSayuktayamra[57a]kayamsasam3mah/

k叩garama9ivynhapadmasanasamaSritah"109

dakSinapargvatomatuりsamprajanansusamsmrtah/

niりsrtyatrijagallokambhasayansam"yata"110

<<maturvibhinnaparSvamtadabhavadaSunirvralam/

svalpapivedananasIdbaletasmnvinirgate">>lll

<<Urorurvahprthurhastanmandhata§irasoyatha/

matuhkak"ttathajatobodhisattvahsamnnala巾〃>>112

samprajatomahatmasapariguddhendriyaSrayaり／

dvammSallak5anaSItivya可anaparima"itah"113

ninnalapariSuddhaliga!sarvadivyatisundaraり／

sarvatCjoitiriktabhobabhausambhasayafijagat/114

samplajatamtamalokyabrahmendrausamupasrtau/

divyavastraihsamavrtyasamaglllyavavandatuP"115

tato'nye'pisurahsarvesampajatamsammyatam/

divyavastraihsamavrtyaparigmyavavandire"116

tadatatram血apadmampradurabhnnmamalat/
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-L82.16-20;H438.23-440.3

-ibid

-L82.20-22;H440.3-5

=L82.22-83.2;H440.5-8.

-L83.3-4;H440.9-10

=L83.4-6;H440.lO-12

=L83.6-7;H"O.12-13

-L83.8-9;H440.1415

=L83.9-10;H440.15-16

[CfBuddhacarita,I9.]

=Bud曲acarita,I10

-L83．10-11;H440.16-17

=L83.12-14;H440.18-21.

-L83.17-18;H442.4-5



tatrasamj豆剛natro!sausamaSrayatsamahitah"117=L83.19-21;H442.5-7.
‘■■■〆

●

nandopanandanagendraumudakﾖ§asamaSritau/
■■■〆●

SItoSnavaridharabhyamtamasnapayatamSiSum"118-L83.21-22;H442.7-9.●●

evamanye'pidevendrabrahmaSakradayo'pica/

divyasugandmpaniyairasnapayamsmnadarat"119=L84.1-3;H442.9-ll.

divyasugandhipu9paiScaprabhyavakrryatamSiSum/●

prallatvヨ肋agatadevahtesarve'pyabhinandire"120=ibid.●

tadadvecamareSuddhesudhamSugaurasatprabhe/

divyaratnamayamchattraInpradurbabhnvaambale"121=L84.3;H442.11-12.

tatrapadmasanasmobodhisattvahsasarvavit/●

caturdiSamsamalokyasarvalokanapaSyata"122=L84.3-10;H442.12-19.●

astimesadrSahkaSciccmenatrasamadhina/
●●

prajnayasadg叩airvetisarvatrapivyalokayat"123=L84.10-ll;H442.19-20.

tato'pagyansasarvatraloke5vatmasamadhikam/●

sam政SyasaIvalokanamcaritramabhyamanyata"124=L84.11-13;H442.20-22.●

<<mahabalamSiSostasyamatvasarvejinastada/●

tatravajramayambhnmmadhyatiS!hannirantaram">>125=L86.16-17;H446.23-24.

tatahsasimhavannirbhihsusamsmltisamamtah/
● ● ● ● ● ●

pracrdiksannnukhahsaptapadanibhuviprakramat"126=L84.18-19;H442.22-444.2

yatrayatrasaalokyapadamnik3ipyaprakramat/●

tatratatrapadanyasepradurbhntammahambUjam"127-L84.11-13;H444.3-4.●

tecapicamarechattramtaccapitasyagacchataj/● ●

sarvatrapyanugacchantipracara[57b]ntavihayasi"128=L84.17-18;H445note6.

tatrasasamsmrtodrstvasarvanbuddhananusmaran/
● ● ●●●

saiijalihpraJatimkrtvasamsntaevamadiSat"129●

pnrvamgamojagallokesarvakugalacaripam/●

saddhannamsamupadiSyacarayi9yamsarvatah"130=L84.16-17;H444.2-3.●
●

tacchrutvasugatahsarvedevalokadhipaapi/

tamsamik5yamahasattvamprabhyanandanprabodhitah"131●
●

tatahsadaksmama§amabhimukhahsamacaran/
● ●● ●

saptapadamprakramyabuddh珈smrtvaivamabravIt"132-L84.19-20;H444.4-5.●

dak¥imyobhaveyahamsarvatraidhatukeSyapi/●

bauddhamprakaSayandharmamcarayi5yamisarvatah"133=L84.20-21;H444.5.● ●

tataPsapaScimamk"!hamabhimukhaPsamacaran/● ● ●● ●

saptapadampraklgntojinansmrtvaivamabravIt"134=L84.21-22;H444.5-7.●
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iyammepaScimajatirbodhimprapyajagaddhite/

duhkhasy珈tamkari5yamibhadracaryamprak圃息ayan"135-L84.22-85.2;H444.7-8.●

tamhsacottarama§amabhimukhahsamacaran/
● ● ●

saptapadanipakrantobuddhansmrtvaivamadiSat"136-L85.2;H444.8-9.●

anmaro'hamatmajfiohitvamayamjagaddmte/

arhansambodhimasadyadarSayiSyannirvrtim"137=L85.2-3;H444.9-10.●

tato'dhodiSamalokyasaptapadaniprakraman/

anusmrtvajinansarvanvihasannevamadiSat"138-L85.3;H444.10.●

jitvamaragamnsarvansarve5unarake9vapi/●

duhkhagnmpraSamiSyamidharmamrtampravar9ayan"139=L85.4-6;H444.10-12.●

tatanrdhvadiSampaSyansaptapadaniprakraman/
〆

ullokyasugatansmrtvasafijalirevamabraⅧ〃140-L85.6-7;H444.13-14.●

ahamullokanIyo!trasarvalokanivasmam/

bodmmargeprati9伽pyacarayeyamjagacchubhe"141-L85.7;H444.14.

evamprabhaSitamSrutvabodmsattvenasarvatah/●●
●

digaSritajinansarvepraSaSamsuhsam"yatam"142=L85.7-14;H444.14-21.
〆"

●●

evamsarvemahasattvabodhisattvaniSamyatat/
●

sam政§yatammahabhijiiampralatvaprabhyanandayan"143-ibid.●

evamsarve'maraScapisarve[58a]lokadmpaapi/
●

munayo'picatacchrutvasamnKSyatamvavandire"144-ibid.●

tadacalanmahihsarvasabdhisarvaSiloccaya/
●

aghallitanisarvanivadyamsamprapedire"145-L85.14-16;H444.21-23.●

diSahprasediresarvahpu5pavMinpapata肋at/

jyotmSicapisarv加iSaradrVavi呵ire"146-L85.20-21;H446.3-4.●

sarvedrumaScasarvrtuphalapu5pabhiSobm"/●

vatmvavuhsukhaspar§ahaimapu9parajohar曲〃147-L85.16-17;H444.23-24.●
●

vidyunmamitameg順§cadhiragambhiranisvanah/●●
●

divyasaurabhyayuktanivavarquramrtanyapi"148-L85.17-20;H444.24-44I●

brahmamangalaghoSaScaSuSmvirevihayasi/
〆〃●

sarvadivyaprabhaScapijihmrbhntanarejire"149=L85.21-86.1;H446.4-5.

tasyap叩yaprabhasp騨励sarvesattvavikalmasah/●●

mahanandasu仙即annababhnvurdharmalalasah"150-L86.1-4;H446.6-10.●

nihkleSam加adarperSyalobhamatsaryamanasah/●
●

sarvesattvahsu肋麺hyaScababhnvurvimalendriyah"151=L86.4-5;H446.10-11.

nirogavimal3伽珈ahparipu5!endriyagrayaP/

-L85.17-20;H444.24-446.3.
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§ITSampatsukhasampannaPsarveasanguﾘﾖratap"152=L86.5-6;H"6.ll-12.

kSutpipasahpra§伽taScasarve"mapidehinam/

madyarﾖgajpra§珈耐casarve'pyasansumanas鋤〃153-L86.6-8;H446.12-13.

unmattaihsamsmrtirlabdhaandhairlabdhamsudarSanam/
● ● ● ●

badhiraihsuSmtirlabdhavyangaihSuddhendriyaSrayam"154-L86.8-10;H446.13-16.

daridraihpratilabdhﾖ§casarvadravyasamiddhayaり／

bandhyabandhananmnuktadu§“casadhavo'bhavan"155=L86.10-ll;H446.16-17.

duhkhaninarakry珈加pa§珈圃nisamantatah/

tiraScamapisarvesamvyupas豆ntammthobhayam"156

pretanamapisarve"myamalokanivasinam/

kSutpipasadiduhkhanipra§ﾖntanyabhavamstadﾖ〃157

rogInasittadakaSciddaridro'pinakaScana/

hmendriyo'pikaScinnadmoduPkhInakaScana"158

meSrduSIo'pikaScinnamadamamnakaScana/

lobher5yavyakulatmacamatsaITcanakaScana"159

nacahimsaratahkaScinnanthyakamasamratal)/

nadatta[58b]danalubdhonam鱒avadrnakaScana"160

naivapaiSunyavadrcanacabhinnapravadakaり／

paru5yapalibhaSrcanakaScitkrnramanasaり〃161

nabmdhyakaluSatmapivyapadadurmatirnaca/

naSa!hovancakodhnrtonthyadniScakaScana"162

duhSrloduritaraktahsaddharmanindako'pina/

nacadumItisamcarrnirdayo'pinakaScana"163

sarve'pyasamsmdasattvanirogajpu"itaSrayaP/

paripmendriyabhavyanijkleSavimalﾖ§ayaり〃164

satyadhannasamadh伽adaSakuSalacarinaり／

§IISamiddhahpradﾖ伽ahsu§瓶bhadramanasah"165

ks加tisauratyasampannahsaddhannasadhanodyamah/

susamahitacittaScasudhrmantovicaksanah"166
●●●

bhadraSriSadg叩adhar"sudhrradharmalalasah/

§Iaddhabhaktisamapannahsanntrasangasana鋤〃167

evamsarvebhavallokadevadaityanaradayap／

tiryaficojantavaScapicamrbrahmaviharipah"168

daivikambhautikamnasidupasargabhayamkvacit/

rtayo'pitadanasannapikimcidbhayamkvacit"169
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=L86.ll-13;H446.17-19

=L86.13;H446.19-20.



vetalarak5asascapibhntapretapiSacakaP/

gandharvahkinnarayak"nagaScagarujaapi"170

<<kumbhﾖﾘ"r永§as風§capiguhyaka曲navaapi/>>

tadaikasyapisattvasyanaivacakrurvihelhanam"171

tatpuQyasamprabhasp騨帥sarvasattvavikalmaS池／

血doSasukhasampannamahotsahaihpracerire"172

"kinyomat土ﾖ§capive刺abhairavadayah/

skanda*gahagaﾘ話capimahakalagapadmp"/

tatpupyadidhitisp騨恒babhnvurmaitramanas池〃173

sam政§yatammahasattvamsamprajatammasaditah/

sahasopetyavanditvasadarakSannupﾖ§ri鋤〃174

sarvaPpi§ﾖcikﾖ§capirak5asyorak5asaapi/

tatpulyaraSmbhilsp靱訂babhnvuhkarup蕊ay魂〃175

tamsamikSyamahabhijiiamsamprajatampramoditah/

sahasopetyavanditvaprabhyarak5ansadad虹at"176

[59alekajalamaharaudlTrakSasigapasamyuta/

tamsamk5yajagannathamsamprajatamprahargi園〃177

haritryakSimmatapaficaputraSatanvita/

paficaSatasutabhiScapaficajamatrbhi"ataih"178

tamsam"yamahatmanamsamprajatampramodita/

sahasopetyavanditvaprabhyarak5atsadaSri画〃179

evamyak"dmpovrrovajrapmirmaharddhikah/

guhyakairyoginrbhiScayogibhigcasamanvitah"180

samprajatammahasattvamtamalokyabmnanditaり／

sahasopetyavanditvaprabhyarakSansadadarat"181

evammaharddhikahsarvemaharSayastapasvinaP/

samprajatamtamalokyapranatvasamprasedire"182

evamsarvatralokﾖ§caSrutvadevairudiritam/
●

tathagatasamutpattimmatvanandanprabodm鋤〃183

tadasarvatralokesumahanandasu肋ﾖnvitam/
●

nirutpatamgubhotsahampravartatanirantaram"184

tasyapuQyaprabhak剛tihsarvalokantarapyapi/

parisphulaniSuddhaniSobmtanyapicakarot"185

tasmmScasamayetatrasamgrtinrtyacaraPam/

maligalavadyasamnadahpravartatadivaniSam"186
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=L86.19-20;H448.2-3

-L86.20-21;H448.3-4



meghaScaprasrtastatradhmagambmanihsvanah/

pravargayanpu5pagandhasuvastmbhn5a叩珈yapi"187

sarvesattvamah珈andasu肋即annahpracerire/

acintyammahotsahampravartatasamantatai"188

asmfijatemahasattvedaSalakSaSatanikhe/

apsarasamsamaSrityamayamdevImvyalokayan"189

d邸vﾖ面msamupagatyasarvastaapsarogap鋤／

diVyap可opacaraiScasuvastrabm9apairmuda〃190

samabhyarcyapranatvatambalakamcaprasaditab/

kaccittekauSalambhadraitipMvasamagrayan"191

daSaSa5!isahasraScadevyahsahapsarogapaih/

lumbinIVanaagatyamayadevyaupacaran"192

画v"yamuditahsarvastamdevmbalakamcatam/

sarvatrakauSalamp"vasama§rityai[59b]vamabruvan"193

maviSIdaprasidatvamyattvayalabdhamuttamam/

vayamcatemahadevisamupasthatumaga肋〃194

kimvapikaramyamtetatsarvamsamupadiSa/

vayamsarvahsamarthahsma!sarvakaryabhisadhane"195

samprajatojagannathastavatmajojagaddmte/

janmajaravipaddhantamahavaidyobhavedapi"196

samjate!snnmahasattveyatsarvekusumadrumah/

praphullapu9pitaPkantaPphalino'pivirejire"197

yaccapracalitasarvamedinrsabdmparvata/

tannnnansubhag町§r加珈mahasattvavarobhavet"198

yathasyaprabhayasarvelolmsamavabhasitah/

aghal!itanyapivady加ivaditamsamantatah"199

§atasahasrikadev魂§uddhavasadayo'mbare/

sthitahsa咽atamenammVikSyamudanamantyapi"200

tadayamsarvalok珈加traidhatuvasinamapi/

hitamkaromahasattvodharma呵obhavedapi"201

yaccabrahmamarendro!pimatuhparSvadviniりsrtam/

suvasasasamaveWaparigrmtaanamu"202

tadayamtrijagannathahsarvadhannadmpaりprabhuh/

sarvajiio'rhanmahalilijiiomunrSvarobhavedapi"203

yaccasyadehajakantihsarvatranarakeSvapi/
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-L86.21-22;H448.4-5.

=L86.22-87.2;H448.5-7.

-L91.11-13;H456.ll-13.

-ibid.

=L91.14-16;H456(vs.)21a-c

-ibid

-L91.17;H456(vs.)21d.

-L91.18-19;H456(vs.)22ab

=L91.20-21;H456(vs.)22cd.

-L92.1-2;H458(vs.)23ab

-L92.3-4;H458(vs.)23cd.

-L92.5-6;H458(vs.)24ab.

-L92.7-8;H458(vs.)24cd

-ibid

-L92.9-10;H458(vs.)25ab.

=L92.13;H458(vs.)26a.

-L92.11-12;H458(vs.)25cd



sthitanamapipapaniSodhayatyavabhasyaca"204

tadayamsarvasattv珈加sarvadurgatitarakah/

sarthavahomahaVrryaparakramIbhavedapi"205

yaccainamjﾖ伽nalokyanagarajauviyadgatau/

釦o抑amrtadh訂abhyam*samsnapayataanatau"206

samsnapayantideva§caviyadgataljpramoditah/

divyapu9pasugandhadyairamrtairenamadarat"207

nagendraScaviyady説aalokyainamsamudbhavam/

sugandhiSuddhapanIyaihsamsnapayantinanditah"208

tadayamtribhavatra極pariSuddhendriyaSrayah/

bhadraSITSadgupadharaisarvalokadmpobhaved"209

yaccasminsamprajatedvecamarechattramambare/

utpannanyanugacchantiprakramantimam60altale"210

tadayamsarvabhnnndrahsarvabhnpadmpeSvarah/

cakravartrmaharajobhavetsarvahitarthabhrt"211

yaccayamsarvalokanam"ijye5!hahsvatmasamadhikah/

saptapadamsamkramyacaratesarvadigmukhah"212

tadahyasyapadanyasepradurbhntammahambUjam/

tenayamtrijagacchastasaIvavidyadhipobhavet"213

yatpnrvamdiSamsampaSyansarvatraidhatukeSvapi/

jyeStho!hamsarvanath珈圃mityayamvadatemuda〃214

dakSinamdiSamalokyadak5imyo'hamityapi/

paScimamdiSamalokyamamedamjanmapaScimam"215

uttarasyamsamalokyavinayako'hamityapi/

nrdhvamdiSamsamalokyacarayeyamjagacchubhe"216

adhodiSamsamalokyasarvanpapanviSodhayan/

jitvamaransamasadyabodmmnirvrtimapnuyam"217

ityanenasamalokyasarvadiSaudahrtam/

tathayamsarvalok加amjye¥!hodak5ovinayakah"218

sarvajiiobhagavafichastasarvanm町珈viniljayan/

nihkleSo'rhanviSuddhatmapariSuddhendriyaSayah"219

uttamambodhimasadyasaddhannamsamprakaSayan/

bodmmargeprati5伽pyajagannirvrtimapnuy説〃220
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-L92.14-15;H458(vs.)26bc.

=ibid

-L93.21;H462(vs.)35ab.

(alsocfL93.3;H460(vs.)28c.)

-L93.22;H462(vs.)35cd.

(alsocfL93.4-5;H460(vs.)28d.)

-ibid

R:L94.1-2;H462(vs6)36.

-L94.4-7;H462(vs.)37

-L93.10-11;H460(vs.)30.

=L93.12-13;H460(vs.)31.

-L93.16-18;H460(vs.)33.



itisatyamparijfiayamahadeviprasidatat/

m汕豆pu9y加ubhavenalabdhasteSrrg叩akarap"221

ityevamtaihsuraihsarvaiPsapsarobhijpramoditaiり／

samadi91amsamakamyasadeVrprabhyanandata"222

tatahsarve'pitedevahsahapsarogapaihmuda/

tamdevmldarakamtamcanatvatatodivamyayuh"223

tadabrahmasamalokyak"garamta曲§rayam/

ratnavynhamsamadayabrahmalokemudacarat"224

tatratamsamprati難hapyaratnavynhampraSobhitam/

divyap可opac訂angaiりsamabhyarcyasadabhajat"225

evamsarvemahavijfiamunayo!pitapasvinaり／

k叩garamtamabhyarcyaprapatvasarvadabhajan"226

tathanye'pisul℃ndra§caratnavyUhamtada§rayam/

samabhyarcyamahotsahaihprabhajansarvadamudﾖ〃227

tadaivamsamprajatamtamsam政Syamu[60b]ditajanﾖp／

mpatehpuratogatvapadaunatvaivamabruvan"228

jayadevamah酊可asidhyatetesammitam/

yanmayayamahadevyaPsatputrahsamprajayate"229

divyatisundarapkantaり§ubhalak5apamanjitaり／

sarvaprabhatiriktabhaPsuviSuddhendriyaSrayaP"230

mahapuru5aratnohisarvasattvahitarthabhrt/

sarvalokadhiponathaScahavambhavedapi"231

brahmaSakradayodevahsamprajatamsamIkSyatam/

suprasannasayahsarvesamadayavavandire"232

tathadevIgap鋤sarvesahapsarogaJairmuda/

samprajatamtamalokyasamagat"prabhejire"233

sarvelokadmpaScapisamprajatamsam"yatam/

muditahsamupasrtyarak5antahprabhajanmud風〃234

kimevambahunoktenasarvatrabhuvaneSvapi/

maligalotsahavadyaninadantyasmnsamudbhave"235

tadbhavanapibhnmmdrasamupagatyasampratam/

atmajamtammahasattvamsammek¥yasamprasidatu"236

itimveditamsarvaistairjanaihsan卯圃dhipah/

niSamyasuprasannatmaprabhyanandatpramoditai"237

tacchrutvamanmpo'matyahpuromtadayadvijaP/
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-L73.6-13;H420.6-13

=ibid

=ibid

-ibid



bhrtyahsarvejan"paurajprabhyanandanpramoditah"238

itimeguruリヨdi5!ammayed肋mtathocyate/

tvamapicasadalokansamSravayitumarhasi"239

yo'pyetadbodhisattvasyajanmavrttisubha§itam/

srutvanumoditolokaiichravayannanumodayet"240

saviSuddhaSayah§前nanbodmsattvovicakSapah/

bhadrotsahasukhambhuktvapranteyayajjinalayam"241

itiSastl･asamadi91amSmtv訂§okompomuda/

tathetipratisamSrutyaprabhyanandatsapar5adah"242

/itibodhisattvajanmapalivartonamaS!amo'dhyayahsamaptaり／

Apparatuscriticus

Abbr.A=NGMPPA123/S[amsofTJAM;=BauDV51(87);37chps.;New誼Tmpi,paper]

B=NGMPPBl帥/2[amsofTJAM,=BSPca266(3-14);25chps.;DevanagaIT,paper.1

D=NGMPPD434-44/1(rephoto=E1321/2)[amsofTJAM;35chps.;Devanagan,paper.]

E=NGMPPA123/3[amsofTJAM,=BauDV294(88)];21chps・;Devanagampaper.]

Ed.=KuRoDA(1958)Itheeditioprmcepsofthechapter8ofTJAM]

K=Kyotoms.ofTJAMusedbyKuroda(1958)(=GosmMA&NoGucm,66)

H=HoKAzoNo'sLalitavistaraedition,1994

L=LEFMANNIsLalitavistaraedition,1902

TJAM=Ta血豆gatajamnavadanam副颪(=theso-calledPadya-lalitavistara)

labqjiiaupagupto]A(postcorr・int.lin.)Ed.:qjiiaupaguptaB:qjfiahsakyasimhoA(antecorr.).

lcaSokaIn]A(postcorr.int.lin.)BEd.:anandamA(antecorr.).

4cSungr｡]Ed:sulig丁｡AB.CfBHSD,s.v.Suligrbhnta.

4cdbhmgaiScavyaptani]Ed.:bhmgaipavy即圃ni(orbmgopavyaptam?)A:bmgopivyaptani

B.

4dna]A:caBEd.

5dkumal了｡]AB:kundalr｡Ed.Cf.BHSD,s.v.kumalrbhnta.

6cdopannanaphalanti]AB:opannastephalantiEd.

7bmahitalat]A:mahitalatBEd.

7cnidh珈珈am]A:mdhamanaB:nidh加amEd.

7dvimSallakSa･]A:vimSalak5aoBEd.

7falikulah]A:amkuralJB:ankurahEd.llprodgata]AB:prodgatamEd.

8asugandhataila｡]A:sagandhatailao別.(asKuRoDA'sconj・fOrK):sugandhatela｡K.
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8abobhyasamvasitaS]A:｡bhyasuvasitaSIB:obhyamsamvasitaSEd.

8csugandhi｡]AB:sagandhi｡Ed.

10bnadanto'pi]A:nadako'piB:nedmapiEd.

10dkamcin]A:kaScinB:kamScinEd.

llbsamagatya]A:samagabhyaB:samagatya別．

11cpadabie]AB:padambUieEd.

12bsamagatah]AB:samag鋤団．

12cdrajiiahsvantallpurot.]AB:rajfio'ntahpuraut｡Ed.

13cpUjopah酊珈]AB:pUjopac諏珈iEd.

14bdaSakaSao]AB:daSakaSeEd.

14dsamupatasthur]A:samupatastharB:gaganetasthurEd.

15cpuram]AB:puraり別．

17copat歌圃dmlB:｡pa批ﾖdmEd.:｡patakamA.

19d｡豆bhipravahamstada]-oabhimavahan_<<stada>>A:oabhipravahanstadaBK:oatiprava-

hanstadaEd.(asKuRoDA'sconj.fOrK).

20bjyomnSi]A:jyotimgiB:jyotimsiEd.

21bmahiPateh]A:mahipatehEd.

21domaSobhta]A:｡maSobhatahB:｡mviSobhitamEd.

21en苅珂valavaimS]A:vatijajvalavahniSB:nabhijajvalava鯲団．

21fyajiaSas胴｡]-yajfiasas閥｡A(marg.)B:yajiiamantra｡Ed.Thispadafiswritteninthemar-

ginofA(primamanu).

22cmapisraglambam珈誘ca]AB:maniramapralambaScaEd.

22esamja面]A:samjatahB:samiaj而団．

22f]after22fA(secondamanu!)addsthefbllowingpadasinthemargin:sarvalankaraga砿sca

samnudbhn画viraji鋤.BandEd.alsohavethesamepadas.

25a｡極ade§盃]AB:opradeSaSEd.

25bbabhnvur]A:babhnvaB:caabhuvurEd.

25coVithika。]A:｡ⅧhikahB:｡Pithika。別．

25d｡§mg噸｡]A:｡§mgo唾｡B:｡§riligata｡Ed.

25fasamSca]AB:asancaEd.

26bosnvata]Ed.(m.c.;=｡suvata):osunvataAB.

26cd]bothcdarewritteninthemarginofA(primamanu!).

26dkaScid]Ed.:kacidAB.

27abdrumaSinaUsarvaS]Ed.:drumaSInasarvaSA(postcorr.):drumaSmasaktaSA(antecolT.):

drum加asarva§B.
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27cnamasyantyas]coIT.:namasyantyaiA:namasyantyaB:namasyan伽Ed.

27dkhe'rdhakayikah]AEd.(onesyllableshort):kheardhakayik"B(Sandhi!).

28dn卯盃rame]A:puraSrameEd.

29csamhar5a｡]A:saharSo｡Ed.

29dsamsthito]A:sasthitoEd.

30bvismayaharSitaSayah]BEd.:vismayahar5ita<<Saya>>PA.

31aatha]AB:tatahEd.

31btatsannimitta･]AB:tatsanimitta｡Ed.

31cmatvﾖ。]AB:matra。Ed.

31dmahananda･]AB:mahanaanda｡Ed.

32dsampaSyantye｡]A:sampaSyanneoB:sampaSyatyeoEd.

33danugrahItum]AB:anugIhimmEd.

34b*rantum]excom:ramimmABEd.(hypermeter!).

34danujmm]AB:anujmfiamEd.

35btapasvivaj]AB:tapasviVaEd.

35cosadhanoo]AB:｡sadh即o｡Ed.

38drantum]Ed.:ramitumAB(hypenneter!).

37bpraphulla｡]A:praphallaoB:susthanu｡Ed.

38abosamravabarhi｡]AB:｡samlgravavarhi｡Ed.

38bovilasanaip]AB:｡vilasanahEd.

38cmanohare]AB:mahodareEd.

39bkjpanu[r]agato(?5?)mayi]A:kIpanuragatamayiB:kJpanuragitamapiEd.

39d*bandhetum]excom:bodhetumEd.:badhayitumA:bodhayimmB(hypermeter!).

40dmayampaSyamstathetyanandayat]A:mayampaSyanstathebhyanandayatB:

paSyantu"o'bhyanandayatEd.

41araja]AB:rajaEd.

41camatyan]AB:amaty加Ed.

42aamatya]AB:3matyaEd.

42dlumbinI｡]A:lumbibr｡B:lumbimIoEd.

43agatvatatra]AB:tatragatvaEd.

45dvimSatej]AB:vimSatimEd.

46bbhalan]B:bhamnA:bhadr加Ed.

46csahasrmm]AB:sahasraniEd.

46dvimSatrrjayam加inah]A:viSatiryamamminahB:vimSatimjayananicaEd.

47acatur｡]AB:catnr｡Ed.

－243－

may即1



47dmayayam]A:mayayapBEd.

48amayakhyatam]AB:mayakhyatam団．

48bvidhiyamA:vidhayataB:vidhayathaEd.

49cdomodan伽tathakartum]AB:｡modantaskartumEd.

50bvid町ate]A:vidhayateBEd.

50cmantrijana]AB:mantrinoEd.

51cd9jaamantry｡]corr.:qjabamantry｡AB:9jaScamantry｡Ed.

53bniveditam]AB:nireditamEd.

57bananditanica]AB:珈anditaniEd.

58amahi5yapil-mahrgyapiA:mahIVyapiA:mah5yaEd.

61banalpakaP]-ana<<lpa(?nya?)>>kaPA:anekaSahBEd.

62bomahadravah]sicAEd.:｡sabhadravahB.

64cghama･]AB:gh卸恒Ed.

65dsamstaritam]AB:samskrtamEd.

66acatvaro]AB:catvaroEd.

69dsamstutva。]A:sastutva。B:samstutya。Ed.

75d]after75dA(secondamanu?)addsthefOllowingstanzainthemargin:Sa<li>khamdadho

hrSrkeSobhnteSo'pitriSUlabhrt/dvaristhavaddamadharaPpuratomudito'carat".Thisstanzais

lachnginB,butEd.hasthesamestanza(withvv.11.:Salikhamdhrtva[…]dvaristhaSca

dapJadharai).

77atadd"tvasamahmdro'pi]A:tadd"tvasamahendropiB:tatprabhavamnrpo"tvﾖ別．

78ayato]AB:yattauEd.llomarendro!pi]AB:｡marendraucaEd.

78ckurvate'syamahatsevam]A:kurvatasyamahatsevamB:smamahamsarvamEd.

78dp可圃mahoo]AB:p可屈mmahoom．

80asadrgah]AB:sadrSaPEd.

80bbhuvane;v]AB:bhavane5vEd.

80cbrahmeSasu｡]Ed.:brahmasu｡AB(onesyllableshort).

80dsarve]A:sarvaBEd.

82bsarve]AB:serva｡Ed.

84corayatisam｡]A:ocayatisam｡B:｡vegabihsam｡Ed.

88aosahasraiS]AB:osahasraigEd.(metre!)

89cjn耐vargaih]sicABEd.(ra-vipula!)

89dmadhyama｡]A:yadhama｡B:varanga｡Ed.

92bhayasy加ﾖm]A:haya.､maB:hayasth即amEd.

93ckurvantrbhirasamkhyabhih]AB:aprameyairasamkhyeyaip別．
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93dparivrta]AB:parivrtyaEd.

94bbandhaveS!a｡]Ed.:bandhavai"a｡AB.

96dmiSrakavanamivakrtam]A(hypenneter!):miSrakavanamitakrtaB:miSrakavanamvakritam

Ed.

97bmay圃・]AB:maya｡Ed.

99bpramodita]AB:pramsditaEd.

99dplak5av"am]A:p"av"amB:plak9amEd.

lOObopatra｡]AB:opada｡Ed.

100csupuSpa･]AB:sapu5pa｡Ed.

lOlan珈豆suranga･]AB:n珈応usanga｡Ed.

101bokaralambitam]AB:｡karabhimandditamEd.

101dovIksabhi§obhitam]sicABEd,ReadovIks*abha§obhitamorovlks*ati§obhitam？

102aSuddhe]AB:SubheEd.

102bharittma｡]A:haritbmaoB:harimna｡Ed.

102dadhisth加e!bhisamsthitam]AB:adhiSthaneabhisthitamEd.

103bpariSuddhaSubhaSayaii]A:pariSuddheSubhaSayaiりB:pariSuddha§ayaihEd.

105cdhItva]AB:d"va団.llkhamalokya]AB:samalokyaEd.

106cSaS!yapsarahsahasralli]A(thispadaciswritteninthemargin):5a"psaraisahasrapiB:

sarvaapsarasastasyaEd.

108atada]Ed.:evamAB.

109apuSyarkga]AB:puSyarkSaEd.

109brakayam]A:r永珈yamB:ratriyamEd.

110bsusamsntah]AB:susmrtahEd.

lll-112]Ahasthestanzaslll-112inthemargin(primamanuofA!).B,D,EandEd.havethe

samestanzasinbodytext.

lllbtadabhavadﾖ§unirvrapam]A:tavadﾖsunirvranamB:tadabhavadnirvranamEd.

112auruvab]Ab:auruvahEd.

113dvyafijana･]AB:vyafijanailJEd.

114aSuddhaligaP]A:SuddhangaEd.

114c｡'tiriktabho]A:｡'tiraktabhaEd.

115bbrahme･]A:brahma｡B:bahnne｡Ed.llsamupasrtau]AB:samupﾖsritauEd.

117babhnn]AB:adhnnEd.

117ctatrasamjatamatro]AB:tarasamjatamatreEd.

118aonandanagendrau]AB:｡nandaunagendrauEd.

118bmud悲話a｡]AB:mud永盃amEd.
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118codh諏圃bhyam]AB:｡dh泣甜hyamEd.

120ckhagatadevaPlAB:khegatadevasEd.

120dabhinandire]AB:adhinandireEd.

121bsudhamSugaurasatprabhe]AB:guddhamSugaurasuprabheEd.

121dambare]AB:amdareEd.

123dsarvatrapivyalokayat]AB:sarvatradivyacak5u"Ed.

124atato'paSyansa]AB(withoutavagraha):napaSyannatraEd.

124bosamadhikamlA:osamanikamEd.

125]thisstanzaiswritteninthemarginofA(primamanu).B,D,EandEd.havethesamestanza

inbodytext.

125amahabalam]AB:mahadalamEd.

125cvajramayam]A:vajramayTB:vairanibhamEd.

125dadhyatiSIhanniran伽am]AB:adhyatiSthanmiantaramEd.

126asimhavannirbhI]AB:simavijnbhrEd.

126cpraCrdik]AB:pragvidikEd.

126dbhuviprakraman]A:bhuviprakramatB:dhuviprakramatEd.

128acamare]BEd.:camaleA.

128danugacchanti]AB:anugacchantajEd.

129bbuddh珈]AB:duddh珈団.llanusmaran]BEd.:anusmanA.

129dsamsmta]AB:samsmrtaEd.

131bdeva]AB:devaEd.

131csammKSya]AB:samihyaEd.

132atatah]BEd.:tatoA.

132babhimukhah]AB:adhimukhaPEd.llocaran]AB:｡caratEd.

132dbud曲珈]AB:bnd曲珈Ed.

133abhaveyaham]AB:bhuveyahamEd.

133dsarvatah]AB:ssrvatahEd.

134aka鋤am]A:kastamBEd.

134babhimukhah]corr.:abhimukhaAB:adhimukhahEd.

134cprakranto]A:prakr珈恒B:prakramyaEd.

134djinan]AB:buddh珈別.llsmrtvaivam]AB:smrtvairamEd.

135ajatir]A:yatiB:jatirEd.

136atatahsaco伽｡]Ed.:tataSco伽｡AB(metre!).

136babhimukhaり]coIT.:abhimukhaAB:adhimukhahEd.

136cpakranto]A:prakr珈恒B:prakrantoEd.
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137carhansambodhim]AB:samyaksambodhimEd.

137dmrvrtim]A(postcorr.)Ed.(asKuRoDA'sconj.fOrK):nervrtimA(antecorr.):nairvrtimBK.

138bprakraman]A:prakranB:prakraruanEd.

139cduPkhagnm]AB:dujkhagnimEd.(asKuRoDA'scorr.):duPkhagniKIIpraSamiSyami]AB:

prasari9yamiEd.

140atatanrdhva｡]A:tatarddha｡B:tataScordhvamEd.llpaSyan]BEd.:paSyaA.

140bprakraman]Ed.:prakramanAB.

141comarge]AB:｡margamEd.

142aprabhaSitam]AB:samihitamEd.

142dsamikSyatam]AB:samingitamEd.

143csamik5ya]AB:samIhyaEd.

144bsarve]AB:sarvaEd.

144dsamikSya]AB:samIhyaEd.

145bsabdhisarva｡]AB:sabdhIsarvao別．

145csarvapi]Ed.:om.AB.

146aprasedire]A:prasedireりB:prasaditahEd.

146bpapata]AB:prapataEd.

147asarvedrumaS]AB:sarvadrumasEd.

148aomaQditao]AB:｡manditao別．

150CoSU肋apanna]AB:｡su肋珈naEd.

150dbabhnvur]AB:habhuvurEd.

151dbabhnvur]AB:babhuvurEd.

152bparipuS!endri｡]Ed.:paripuSyendri｡ABIIo蕊ray"]AB:｡話ayahEd.

153dsumanasaP]AB:su仙盃ayﾖｩEd.

154daSrayam]AB:｡耐rayabEd.

155cbandhya]Ed.:badhyaABllbandhana｡]-bamdhana｡AB:bandhyatva｡Ed.

155dduS厩]AB:dus鯲別.

156anarakryanam]coIT.:narakTyanamEd.:narakryamcaAB.

156dvyupa§珈tammithobhayam]AB:yamalokanivasinamEd.

157ckSutpipasadi]AB:k9utpipadiEd.

157dpra§珈恒ny]AB:pras加taniEd.

158anasit]AB:nastiEd.

158bkaScana]Ed.:kaScanahA:kaScarahB.

160clubdho]A:lubdhaB:bubdhoEd.

161dmanasah]AB:manashEd.
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162bvy印adadunnatirnaca]corr.:vyapadadunnatrnaca団.(dual!):navy印adadumatih

<<kudhill>>A(hypenneter;kudlniswIitteninthemargin):navyadadurmatihB.

162cSalho]AB:gathoEd.

162dcakagcana]AB:canaEd.

163aduり制o]AB:duhSiloEd.

164aasams]-asansAB:3sanEd.

164bo颪§rayah]AB:｡話ayahEd.

164collendriya]AB:｡1endIiyaEd.

165bdaSakuSala｡]A団.(asK皿oDA'scorr.):daSakulaK:daSakuSara｡B.

166bosadhanodyam"]AB:｡sadh珈odyamahEd.

168asarvebhavallokalA:sarvebhavamllokaB:bhavebhavalokaEd.

168bdevadaityanaradayall]AB:narﾖdayahEd.

168ctiryafico]Ed.:tiraScoAB.

169abhautikam]AB:bhantikamEd.

169crtayo]AB:itayo別．

169dkimcid]Ed.:kimcitA:kiScitB.

170avet郵豆]AB:vetalaEd.

170bpi§acakah]AB:picacikahEd.

171ab]thepadasab("kumbh加darakSasaScapiguhyakadnnavaapi")arewritteninthemargin

ofA(primamanu).AIsoEandEd・havethepadasabinbodytext.ButinBandDthesepadas

arelacking.

171dcakrurvihethanam]AB:cakrirehethanamEd.

172atatp叩yasamprabhaspJ･｡]B:tatpuWasumprabhasproA:tatsam**prabhasprioEd.

172dmahotsahaiり]AB:mahotsahaihEd.

173aqakinyo]A:gakinyoB:dakinyoEd.

173bveta"]A:vetalaEd.:om.Bllbhairavadayah]Ed.:bhairava….(twoakSarasuncertain)A:

om.B.

173cgrahag卸目§]Ed.:om.AB.llcapi]corr.:cSpiEd.:om・AB.

173etatpuWadidhiti｡]AB:tatpu9yadidhiti｡Ed.

173fos脚噸babhnvur]AB:｡spri"babhuvmEd.llmaitra･]AB:maitrya｡Ed.

174asam政号ya]AB:samihyaEd.

175csp卿ﾖ]AB:spri"Ed.

175dbab伽vuh]AB:babhuvuhEd、

176asam正§ya]AB:samihyaEd.

177brakSaSr･]AB:rak5aSr｡Ed.ll｡samyuta]AB:｡samyuktaEd.
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177cjagannatham]AB:jagannathaInEd.

178ayak5im]AB:yakgamEd.llma面]Ed.:matahAB.

179cvanditva]AB:vendiⅥaEd.

179dsadagrita]Ed.:sadasritahA:sadadaSatB.

180bvajrapapir]A:vajrapmiB:vajrapanirEd.

181cvanditva]AB:venditvaEd.

181d｡rakSansadadarat]A:｡rakSasadadaratB:orakSatsadacaratEd.

182aorddhikab]AB:｡rddhikahEd.

183asarvatralokaS]AB:sarvatrilokaSEd.

183csamutpattim]Ed.:samutpatimAB.

183donandanprabodhit"]AB:｡nandapramoditahEd.

184dpravartata]A:pravarttateB:pravartateEd.

185cosphulaniSuddh珈i]B:｡sphu!ani{{vi}}SuddhaniA:osph噸bhiSuddhaniEd

187boniPsvanah]AB:｡nisvanahEd.

187cpuSpagandha。]sicABEd.(ra-vipula).

187dbh"a"nyapi]AB:b加頭nyapiEd.

189aasmih]A:tasminB:atsminEd.

189dmayamdevim]A:mayadevIB:mayadeVImEd.

190bsarvasta]A:sarvastamB:sarveteEd.

190cpacaraiSca]Ed.:pacaraissa｡AB.

190dsuvastra｡]AB:suvastratra｡Ed.

191atam]AB:teEd.

191ckaccit]A:keccitB:kimcitEd･llbhadra]corr.:bhadreAB:bhadramEd.

192bdevyahsaha｡]A:dev"B:devyomah3。Ed.

192covanaagatya]AB:｡vanamagatyaEd.

194btvaya]AB:atvayaEd.

194ccate]AB:tuteEd.

194dagat瑚AB:agatahEd.

196btava伽ajo]A:tavﾖmajaB:tvam豆majoEd.

196cvipaddhanta]AB:vyadhmamEd.

197cpraphullapuSpi頂り]AB:prasphulapuSpitalJEd.

198ctannnnan]A:tennutanamB:tanmananEd.

198dmahasattva･]-mahasatva｡AB:mahasattra｡Ed.

199bsamavabhasitah]AB:samavabhnsitaljEd.

199caghattitanyapi]AB:agham頂niEd.
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200b｡sadayo'mbare]-osadayombareAB:｡sadyo'mbaveEd.

200dvikSya]AB:呵yeEd.

202bvimhsrtam]A:vintis血mB:vinihSritamEd.

203badhipaりpra･]A:3dhipapra｡BEd.

203cdmahabhjjiomuniSvaro]AB:munrSvaromuniSvaro別．

205cmahaVirya･]AB:mahaviryahEd.

206acainam]BEd.:caunamA

206bviyadgatau]A:vipadgatauB:viyagatauEd.

206d*samsnapayata]exconi:snapayataAB(onesyllableshort):sunapayataEd.

207denam]AB:evamEd.

208abviyadya圃訓okyai｡]AB:viyadgatascalokyaioEd.

208c･§uddha･]AB:｡sudha｡Ed.

208d｡snapayanti]AB:｡snapayata団．

209cbhadraSI了｡]AB:bhadrahSIToEd.

210]after210bA(secondamanu)addsthefbllowingpadasinthemargin:daSaSatasahasragi

pnmakumbhanicambare/・TheseadditionalpadasarelackinginB,D,EandEd.

210dprakramanti]AEd.(asKuRoDA'scorr.):prakrabtamatiK:prakamatiB.

212b"ijye5!hah]exconi:draglumAB:dra"Ed.IIsvatmasamadhikaり]Ed.:svamasamadhikam

AB.

213dsarvavidyadhipo]AB:sarvidyadhipoEd.

214cjye"ho]AB:SIcsthoEd.

215adaksinamdiSam]AB:daksinadiSamEd.

216auttarasyam]AB:maramEd.

216bvinayako]A:vinayakaB:vinayakoEd.

217bsarvanpapan]Ed.:sarvapapanAB.

217dapnuyam]ABEd.(asKmoDA'scorr.):apnuyatK.

218b]thepadab(sarvadiSaudahrtam)iswritteninthemarginofA(primamanu?).B,D,Eand

Ed.havethesamepadainbodytext.

218budah!tam]AB:udaimtamEd.

218cd]thewoldssarvalok珈加jye"hodak5ovinayakaharewritteninthemarginofA(prima

manu!).B,D,EandEd・havethesamewordsinbodytext.

220cprati9!hapya]AB:pratisthapyaEd.

220dmrvmm]A:mvrtimB:mivrtimEd.

221aparijMya]AB:parijiapyaEd.

221bodevi]AEd.(asKmoDA'scorr.):｡devrBKIIpraSidatat]AB:prasidataEd.
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221dlabdhas]AB:ladhasEd.

222asarvaih]AB:om.Ed.

223atatah]Ed.:tatasAB.

223bsahapsaro｡]BEd.:sapsarooA.

223ctam]AB:tamEd.

224dmudacarat]AB:samacaratEd.

225a｡ti5!hapya]AB:｡tisthapyaEd.

227asurendraS]AB:sarvendraSEd.

228asamprajatam]AB:samprajatmEd.

228cpadau]AB:padanEd.

229amaharaja]A:maharaj3BEd.

230bSubhalakSana･]AB:sarvalak5aQa｡Ed.

231aoratno]AB:oratnamEd.

231bsarvasattva｡]-sarvasatva｡AB:sarvasatta｡Ed.

231cnathaS]Ed.:nathoAB.

233bsahapsaro｡]AB:sahaprarooEd.

234cmudit"]AB:muditahEd.llsamupasrtya]A:samupaSrityaBEd.(Cf.115bsamupasrtau

A.)

235akimevam]AB:kimevaEd.

235cmangalo｡]AB:mapgalooEd.

237aniveditam]AB:nivedtamEd.

237absarvaistairjanaihsa]A:sarvaistamjanaihsaB:sarvairjanaistaihsaEd.

237dprabhyanandat]A:pratyanandatB:prabhyandatEd.

238achrutva]AB:chsutvaEd.

238cbhrtyaP]AB:te'piEd.

239amegurupadi5!am]A:mamapurakrtyamB:megur叩風distamEd.

239bmayed珈加]A:mayaInd珈了mB:SrutvaEd.

239darhati]AB:arhasiEd.

240bovrttisubhaSimm]AB:｡vrttimsubhasitamEd.

240cdonumoditolokafichravayannanumodayet]A:｡numoditolokaiijovayannanumodayatB:

onumodyalokamScaSravayitvanumodayetEd.

241bbodhisattvo]ABEd.(asKuRoDA'scoIT･fbrK):bodhisattvaK.

242b･珈andoyatir]A(primamanu)B:SrutvasokonrpoA(marg.):Srutvﾖ§okompahEd・IImuda]

AB:sudhIIhEd.

242dsaparSadah]AB:sapar5adapEd.
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(Colophon:)itibodhisattva･]A(antecorr.):itiMlalitavistarebodhisattva｡A(postcoIT.marg.)B

Ed.llsamaptah]AB:om・Ed.

TJAM第8章『菩薩誕生品』和訳（全訳）

かの大通知者・阿羅漢・大智慧者であるウパグプタは、かの大士アショーカをみつめ

て、次のように語りました。－[1]

それから［しばらくして］世界を保持する者たる、かの菩薩の誕生の時が近づいた

時、浄飯王の住まい・遊園・森・園林・池において、至る所で、三十二の瑞兆が次々に

現れました。｛2-3］

すべての園林においてあらゆる花々 は蕾をもち(Sungrbhnta)、蜜蜂たちに満たされ

ましたが、開花することはありませんでした。［4］すべての河や湖や池においても、蓮

華、紅蓮や青蓮などの花は蕾をつけて(kutmalrbmta)[そのまま無開花のままで］い

ました。［5］すべての果樹も大地から生え出て、蕾(ksaraka)をつけましたが、どこ

にも果実をつけることはありませんでした。［6］八つの宝樹が大地から出現しまし

た。また二億のあらゆる宝蔵が出現しました。内宮において様々な宝石による若枝

が(ankula)出現しました。[7]至る所で、香しい塗油の芳香によって好い匂いをつけ

られた水路が、香しい冷水・温水を流しました。［8］

ライオンや虎の子が、ヒマラヤから出て来ました。嬉しげにかの都城を右逹して、坐

りました。［9］門のところにとどまり、大きな吠え声を響かせ、好きなように動きま

わりましたが、誰も傷つけませんでした。[101五百の象の仔がヒマラヤから出て来

て、浄飯王の蓮のみ足に鼻先で触りました。［11］

腰帯を(mekhalI)締めた神々の子らが、王の親族や内宮の［女たちの］膝に追いす

がりながら、来ました。[12]

虚空を飛ぶ、体の半分を出現させた龍女たちが、天の供養の食事を持って、頭を下げ

て、立ちました。［13］虚空に居る数万の龍女たちは孔雀の飾りをつけ、お辞儀して、

控えていました。［14］

いつぱいに満ちた一万の水壺が、虚空を飛遊しました。都城を右逹［の礼］をしつ

つ、廻るのが見られました。[15]

虚空の数万の天女たちが、香水を満たした水差しを頭に載せて、待機しました。

[16]虚空に居る一万の天女たちが傘蓋と瞳幡と旗などを持って、お辞儀して、控えま

した。[17]天空に集まり来た数万のアプサラスたちはトゥーリヤ［楽器］や合奏諸楽

器をもって、近くに控えました。［18］
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あらゆる風が吹かずく静止しました。すべての河や泉が流れを止めました。［19］月

［の天宮］や日の天宮、曜星や［様々な］天体や星辰は、菩薩の誕生を見ることを欲し

て、動きませんでした。［20］

［月と］プシュヤ星宿が合しました。王の宮殿は宝石の網に覆われて、綺麗に整えら

れ、輝きました。火は祭祀と讃詠の祠堂において燃え立つことはありませんでした。

[21］

すべての重閣・高楼・塔門においても、宝石の鎖が垂れ下がり、飾られて、輝きまし

た。綿布の蔵と宝石の蔵と［種々の］妙衣が生じました。［22］

カラス・鷲・アオサギ・鳧・鳶などの罪深い烏の、また鱸馬・狼．山犬などの声が、

その時に消えました。［23］よい性質の烏や生き物たちの鳴き声が響きました。すべて

の場所で［人々の］仕事は停まりました。［24］

大地のすべての地所は柔軟になり、平らになりました。道．通り．車道．三叉路など

の地面は、あらゆる花々が撒かれて、平らで柔軟になりました。［25］

すべての妊婦は安楽に出産しました。［彼女たち］すべては強壮な感官［の体］をも

ち、誰も病気になることがありませんでした。［26］

すべての林の樹に居るすべてのデーヴァター（精霊）たちも、菩薩を拝礼しつつ、虚

空に半身を現して、立ちました。［27］

以上の、菩薩の誕生時の三十二瑞兆が王の宮殿に現れました。［28］

この［瑞兆の出現］を見て、大臣・家臣・市民と共に、かの王は歓喜と驚袴に圧倒さ

れた心で居りました。［29］あらゆる人々は、これを見て、驚きつつ歓喜した心で、

「どうしてこのような驚異なる事が生じたのだろうか」と言って、右往左往しました。

[30］

その時かの大妃はそれらが好い前兆であることを見て、息子の誕生を思い、大きな喜

びをもって悦んで、夜の初更に、夫である浄飯王のもとに来て、合掌し拝礼し、正視し

つつ次のように語りました。［31-32］「大王様、お聞き下さい。私の願いを申し上げま

すので、それをあなた様は鋭敏な眼で［よく］見られて、ご許可を賜りますように。

[33］今、園林を遊楽したいと願っております。もしあなた様に煩いになることがあり

ませんでしたら、お許しを私にお与え下さい。［34］まるで苦行者のように感官を統御

なさっているあなた様も、正法成就の喜びを楽しまれつつ、園林にお遊びください。

[35］大王様、私は大威神力ある清浄な本性の方を懐妊しておりますが、今は園林に遊

びたいと希望します。［36］今、すべての樹々は、満開の花々に飾られて、まるで天界

の園に生じる如意樹のように見えるでありましよう。［37］今、蜜蜂［の捻り］やコー

キラ烏の鳴き声、また孔雀の舞の優美さによって楽しい大園林に遊びたいと存じますb

[38］わが主、王よ、あなた様が情愛によって情けの心を私におもちでしたら、どうか

その事の御許可をお与えくださり、私にお心をお向けください。」［39］
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このようにマーヤー大妃が請願するのを聞いて、かの浄飯王はマーヤーをみつめつ

つ、「そのとおりにしなさい」と［言って］喜びました。［40］

それから王中の王であるかの浄飯王は大臣・参事官・家臣たちを招集して、次のよう

に命じました。[41]「大臣・参事官・家臣たちよ、私の言葉を聞きなさい。お前達は

皆集まって、すぐ､にルンビニー林に行きなさい。［42］かの園林に行き、至る所を掃除

して、天界における厳飾されたナンダナ［園］のように、装飾しなさい。［43］雲の色

をした、発情期の足どりをもつ六本の白い牙をもつ二万の象を準備しなさい。［44］ム

ンジャ草のようなたてがみをもち、真っ白で、風の速さをもち、清浄な行いをなす二万

の馬を準備しなさい。［45］将軍に率いられた、戦に熟練し、大勇猛な、勝利を誇りと

する兵士たち二万人を準備しなさい。［46］四兵種の軍とともに全方角を取り囲み、か

の林でよく護るため、お前達はマーヤーのもとに立ちなさい。［47］［今］私が告げた

ように、そこに［行って］すべてを実行しなさい。速やかに［私のもとに］来て、私の

前でお前達は報告しなさい。」［48］

以上の王の命令を聞いて、彼ら大臣たちは『かしこまりました』と承諾しながら、そ

の通りに実行するために林に赴きました。［49］そこに行って、すべてが命じられたよ

うに実行されました。参事官たちや家臣たちは皆王のもとに集まり来ました。［50］

［王の］足を拝してから、正視しつつ前に出ました。［悦びによって］明るい蓮の容

をもつ彼らは、挨拶をしてから、次のように報告しました。[51]「陛下、万歳！お命

じのとおりに、すべてを遂行しました。それゆえ、陛下はすぐ、に来られて、かの地をご

覧になって下さい。」［52］

このようにすべての大臣たちから報告を聞いたかの浄飯王は、悦んだ顔で、「そうし

よう」と告げました。［53］

それからかの王は主人として嬉しげに内宮に入り、すべての女たちを呼び集めて、そ

の前で次のように告げました。［54］「さあ、すべての愛する女たち、私の言葉を聞き

なさい。それぞれお化粧をして、自らを装飾品をもって飾りなさい。［55］お前たちは

皆、歌舞音曲［の小道具］を伴った、あらゆる心に快い楽器を持って、ルンビニー園に

出発しなさい。［56］あらゆる人々の心を歓ぱせなさい。［われらの］とても大きな喜

びを見て、神すらも羨むほどに。［57］私の妃マーヤーと一緒に車に乗る女たちは、と

ても愛情深く、やさしい気持ちをいだき、心悦ぶ者としてありなさい。［58］車の座席

に坐る他の美しい女たちは、マーヤー妃を連れて、ルンビニー園に案内しなさい。

[59］ここ（今）からは、不快なことや吉祥ならざることは抑止しなさい。めでたさと

光輝と大歓喜を伴って、ルンビニー園に行きなさい。」［60］

多くの馬と象と車と立派な軍隊が集まって、王宮の門のところに来たその時、そこで

まるで動乱する海の［音の］ような、とてもめでたい大歓喜の大きな音声が空中から発

せられました。[61-62]
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嬉しげな容の大妃マーヤーが善き侍女たちを伴って、園林に行くために門に近づく

と、その時、そこで大妃の安寧の祈願のために、歓喜したかの人々によって、数十万の

鐘が打ち鳴らされました。［63-64］

その最高の車は、王によってきらびやかに飾られました。神々しい宝石の座席が、

神々によって嬉しげに敷設されました。［65］枝や葉の美しい、天の香りがする花々に

満ちた四本の宝樹が、［車の］四隅に生え育ちました。［66］［その車は］宝石の鈴の

網と、香を薫き込めた天衣をもって覆われて、インドラ神のヴィマーナ（空中浮揚車）

のように飾られました。［67］その［車］には傘蓋・瞳幡・旗が上に立てられ、鶏鵡や

ハンサ烏や孔雀が喜んでその上を飛び回りました。［68］神々の娘たちがその最高の車

を見て歓喜し、空中に浮かんで仔細に眺めつつ、ほめそやしながら讃歎の声をあげまし

た。［69］そして清らかな感官をもつ輝かしい大妃マーヤーは、欣然とその最高の車に

乗り、獅子座に坐りました。［70］

その時、海や森や山を含むすべての大地は、震動しました。神々は嬉しげに天衣や美

しい花々を雨降らしました。[71]「今日、三界の師がルンビニー園にお生まれになる

だろう」と考えて、すべての神々はそれを見るために集まってきました。［72］四大王

天がそれを見るためにやって来ました。その最高の車を持ち上げつつ、ゆっくり林へ前

進させました。［73］同様にインドラ神も神々の群を伴いやって来て、道を綺麗にし

て、欣然と［車の］前方を進みました。［74］梵天も大仙人たちを伴いやって来て、す

べての悪人たちを遠ざけて、喜び先導しました。［75］同様に他の世界の神の王たち

も、それを見るために集まって来て、合掌して拝礼し、かの妃を見ながら、喜悦しまし

た。［76］

それを見て、かの王も、驚きに心が圧倒され、「［誕生される］この方はきっと世界

の庇護者になられるであろう」と考えました。［77］「梵天やインドラ神、すべての世

界の神の王たちも、彼への天の供養の大祝祭をもって大奉仕をしているので、それ故、

この方は三界の庇護者、すべての世界の王たちの支配者、あらゆる法の王、師・導き手

になられるであろう。［78-791三界の世界には彼に匹敵する者は誰もいない。梵天王や

インドラ神など、すべての者たちが尊崇する故に、この方は三界の支配者、大威神力を

もつ諸神中の神、すべての知識の最高の王、法王になられるに違いない。［80-81］［そ

れ故］梵天やインドラ神などの神々、あらゆる世界の首長たちも、絶えず彼に尊び、尊

崇し、帰依するのであろう。」［82］

このようにして、かの輝かしき大妃マーヤーは、美しく飾られ、車の宝石の座に坐

り、善い侍女たちに伴われ、［83］また、あらゆる装飾品に飾られた、風の速度よりも

速い八万四千の馬車に伴われ、［84］あらゆる装飾品に飾られた、真っ黒な雲に似た八

万四千の象車に伴われ、｛85］立派な四肢の容姿をもつ、甲冑で武装した、剣を手にも

つ、猛々しい八万四千の勇者たちに取り囲まれ、［86］歩兵・兵士・軍兵である、様々
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な武具をもった八万四千の戦士たちに大きな歓喜をもって取り囲まれ、［87］飾りを身

につけ、美しい感官と容姿をもつ、六万の釈迦族の娘たちに大きな喜びをもって随行さ

れ、［88］四万人の浄飯王の親族集団である壮年の身体をもつ釈迦族［の男たち］に

よって護られ、［89］かの王・大地の主が有する、六万四千の魅力的な輝かしい容姿を

もつ美女たちによって随行され、［90］八万四千の天女に伴われ、また［八万四］千の

龍女に楽しげに取り囲まれ、[91]同様に八万四千のガンダルヴアの女たち、馬頭の女

たち(hayasya)、アスラの女たちによって［取り囲まれて］、[92]このように、歌舞

音曲や讃歌［の詠唱］をなし、仕える無数の他の美女たちによって取り囲まれ、随行さ

れました。［93］

こうして、大きな歓喜を抱く、他の友や親族や敬愛される人々大勢を伴って、その都

城から外へ出て行きました。［94］

香水が撒かれ、天の花々がふり撒かれ、葉・花・果実に満ちた樹々によって美しくさ

れたその地において、神々が集まり来て、天の装身具で飾られた、天の芳香で満ち

た、［天界の］ミシュラカー園のように造成されたその［園］を見て、かの大妃マー

ヤーは心悦ばされ、車から降りて、そのルンビニー園に入りました。［95-97］

其処で彼女は天女たちと侍女たちを伴いつつ、その美しい林を観望して、大きく歓喜

するに至りました。［98］かのマーヤー妃は悦んでその地を遊歩しつつ、すべての樹々

を見て、プラクシャ樹に近づきました。［99］

妙なる枝や葉に飾られ、妙なる花の房々に満ちた、天の芳香が薫る、美しいその最高

の樹、－様々な妙なる色の衣などのあらゆる装飾が垂れ下がる、様々な宝石の光に輝

く、如意樹に似た美しさの［樹］、－緑の草が覆っている清らかな平らな地面の、過

去の仏たち［を出産した］母たちが依拠した場に位置する［樹を］見つめて、清らかで

美しい心をもつかの大妃は、合唱し合奏する神々によって楽しまされて、嬉しげに［そ

こへ］歩きました。[100-103]

仏の母であるその妃が近づいてくるのを見て、浄信を起こしたそのプラクシャ樹はす

ぐさま身を屈めて、お辞儀しました。[104]それを眺めて、かの大妃は右手を伸ば

し、枝を掴み、虚空を見て、欠伸しながら立ちました。[105]

その時、欲界に居るすべての六万のアプサラスたちが、かの妃のもとに近づいて来ま

した。彼女たちすべては［妃の］近くに寄って、天の供養の具をもって仕え、一心に

奉事しました。［107］

その時、かの［菩薩］は母の胎内でラトナヴューハ（宝荘厳）の座に居り、時［の到

来］を観察し、心は三昧の状態にありました。［108］そして月がプシュヤ星座と合した

時に、［母胎中のラトナヴューハという］宮殿の宝石の荘厳をもつ蓮華座に居た彼は、

心統一しつつ、正知・正念の状態で、三界を輝かせながら、母の右脇から出てきて、誕

生しました。[109-110]
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母の割れた［右］脇は、すぐさま無傷になりました。その幼子が出てくる時に［母

に］わずかの［苦の］感受もありませんでした。[111]ウルヴァは腿から、プリトウ

は手から、マーンダートリは頭から［生まれた］のと同じように、菩薩は汚れなく、母

の脇の下から生まれました。[112]

生まれた偉大な彼は清浄なる感官の体を有し、三十二相八十種好に飾られていまし

た。[113]汚れがない清浄な四肢と、あらゆる神的存在を超えた美しさを有し、あら

ゆる焔の光を超えた光明を放って、世界を照らしながら、輝きました。[114]

誕生した彼を見て、梵天とインドラ神は近づき、天衣をもって包んで、抱持しつつ、

敬礼しました。[115]それから他の神々も、生まれた彼を見つめながら、天衣をもっ

て包んで、抱持し、敬礼しました。[116]

その時、その地所に大蓮華が大地から出現しました。生まれたばかりの彼は、心統一

して、そこに坐りました。[117]

虚空に居るナンダとウパナンダの二竜王が欣然とその幼子を冷水と温水の流れをもっ

て洗浄しました。【118]同様に、他の神々の首長も、梵天やインドラ神なども、天の

香水をもって、敬意をもって彼を洗浄しました。[119]

虚空にいるそれらすべての神々が、天の芳香ある花々を撒き降らしつつ、その幼子を

拝礼し、挨拶しました。［120］その時、月光のように白いすばらしい輝きをもつ、清

らかな二本のチャーマラ（蠅払い）と、天の宝石で出来た傘蓋が、空中に出現しまし

た。[121]

そこで蓮華の座に坐ったかの菩薩・一切智は、四方を観察し、あらゆる生類を観まし

た。[122]「戒においても禅定においても智慧においても善い諸性質においても、私

に匹敵するいかなる者も一切処に存在しない」［と］、彼は観察しました。［'23］そ

して、すべての世界に、自分と等しい者．超える者を見なかった彼は、あらゆる生類の

行為を観察して、［それらの行為を］厭い軽蔑しました。［124］

その子の偉大な力を考えて、その時すべての勝者（仏）たちはただちに金剛から成る

その大地の地所を加持しました（奇跡的な力を加えました）。

そして獅子のように畏れ無き者である彼は、よく憶念を保って心を集中させて、東の

方角を向いて、大地の上に七歩を歩きました。［126］彼が［東方を］観つつ、足を踏

み下ろして［七歩を］歩みますと、その足を置いた場所ごとに大きな蓮が出現しまし

た。[127]かの二本のチヤーマラと傘蓋は、彼が進む時、空中を浮遊しつつ、どこに

でも追随しました。［128］

正念の状態にある彼は、その場ですべての仏たちを見て、億念しつつ、合掌し礼拝し

て、微笑しつつ次のように宣言しました。［129］「私は、生類の世界における一切の

善行者たちの先導者として、正法を教示して、［それを］至る処で行じさせよ
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う。」［130］それを聞いて、すべての善逝や神々や諸世界の支配者たちは理解して、か

の大士を見つめつつ、喜びました。[131]

それから彼は南の方角に向かって進みつつ、七歩を歩んで、諸仏を億念しつつ、次の

ように宣言しました。[132]「三界すべてに尊敬される者に私はなろう。諸仏の教え

を宣説しつつ、教法を一切処に流布させよう。」[133]

それから彼は西の方角に向かって進みつつ、七歩を歩んで、諸仏を億念しつつ、次の

ように宣言しました。［134］「これが私の最後の生である。生類のため、悟りを得

て、善い行法を説き明かして、苦を終滅せしめよう。」[135]

それから彼は北の方角に向かって進みつつ、七歩を歩んで、諸仏を憶念しつつ、次の

ように宣言しました。［136］「私は無上の賢者として、生類のため、迷妄を捨てて悟

りに達して、聖者として浬藥を教示しよう。」［137］

それから下の方角を見て、七歩を歩んで、すべての仏を億念しつつ、笑って次のよう

に宣言しました。［138］「すべての魔の群に打ち勝ち、一切の地獄においてすら、

［私は］法の甘露を雨降らせて、苦しみの火を鎮めよう。」[139]

それから彼は上の方角を見つつ、七歩を歩んで、善逝たちを億念しつつ、仰ぎ見て合

掌し、次のように宣言しました。［140］「私はあらゆる世界に住む者たちから仰ぎ見

られる者として、生類を菩提への道に安立させて、善行を行じさせよう。」［141］

以上のように菩薩が宣言されたのを一切処で聞いて、諸方角のあらゆる仏たちは彼を

見つめながら、讃歎しました。【142］同様にあらゆる菩薩・大士たちがそれを聞い

て、大通知者の彼を見つめながら、彼を拝礼して、称賛しました。［143］同様にあらゆ

る神々、あらゆる護世天たち、聖者たちも、それを聞いて、彼を恭しく礼拝しました。

[144]

その時海やあらゆる山々を伴って大地すべてが震動しました。楽器が弾奏されないの

に音を発しました。[145]諸方の空間は澄みわたりました。あらゆる花の雨が空から

降りました。すべての星々 がまるで秋の時のように輝きました。［146］すべての樹々

は、あらゆる季節の果実や花々によって飾られました。雪のような花粉を払う、触感に

快い風が吹きました。［147］雷光に飾られた雲は、重い深い音を響かせました。神々

しい芳香を具えた甘露が雨降りました。［148］天空には吉祥な梵音が聞こえました。

天に属するあらゆる光明はうす暗くなって、輝きませんでした。［149］

彼の［発する］福徳の光明に触ったすべての有情は罪が消え、大きな喜びと安楽を得

て、法を希う者たちとなりました。[150]煩悩・高慢・嫉妬・貧欲・樫貧の心が無く

なったすべての有情は、清らかな感官をもつ者として、安楽に充たされました。[151]

あらゆる者が無病となり、清らかな精神をもち、強壮な感官の体を有し、繁栄達成の幸

せを具えて、［心の］徳性を喜びました。［152］あらゆる生き物において飢渇が止息

し、酒への欲望も消えて、すべての者が安らかな心をもちました。［153］狂った者たち
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は正気を取り戻し、盲人たちはよい視力を得ました。聾者たちは良い聴覚を得ました。

身体に不具をもつ者たちは清らかな感官の体を得ました。[154]貧しい者たちはあら

ゆる富と財を得ました。拘禁された者は拘束具から解放されました。堕落した者は正し

い人になりました。[155]地獄の者たちの苦しみも完全に止息しました。すべての畜

生たちが相互に恐怖することも止みました。［156］その時ヤマ世界に住むすべての餓

鬼たちも飢渇などの苦しみが止みました。［'57］その時いかなる病者もなく、いかな

る貧窮人もなく、いかなる感官の欠損者もなく、いかなる哀れな苦しむ者もいませんで

した。［158］いかなる煩悩ある堕落した者も、いかなる騎慢・高慢をもつ者も、いか

なる強欲や嫉妬が心に満ちた者も、いかなる樫貧なる者もいませんでした。[159]

いかなる殺生を喜ぶ者も、邪婬を楽しむ者も、倫盗を欲する者も、妄語をなす者もい

ませんでした。[1601いかなる両舌をする者も、分裂したことを［無意味に］話す者

も、粗暴な言をなす者も、残忍な心をもつ者もいませんでした。［'61］いかなる貧欲

に心が汚れた者も、愼悪により悪意ある者も、編し欺く詐欺者も、邪見を抱く者もいま

せんでした。［162］いかなる不道徳な者も、悪行に愛著する者も、正法を誹誇する者

も、道理を逸脱した者も、無慈悲な者もいませんでした。［163］

その時あらゆる有情は無病で、強壮になった身体を有し、欠けることのない感官をも

ち、美しく、煩悩なく、清らかな心の者となりました。［164］真実の法に専念する

者、十善業道を行う者、繁栄によって富んだ者、布施する者、道徳的な者、幸せな心を

もつ者になりました。［165］忍辱の喜びを具え、正法の達成に努力する者、よく心を

集中させた聡明で明敏な者になりました。【166］すばらしい光輝と善い徳性の庫とし

て、法を希求し、信心と熱誠を具え、善い友と交わることを喜ぶ者になりました。

[167］このようにして、すべての現在いる生物である神々やアスラや人間、また動物

や［その他の］生類は、四梵住の者（慈悲喜捨を具えた者）となりました。[168]

どこにも神々による禍や、悪霊の禍はありませんでした。その時どんな天災もなく、

いかなる危難もありませんでした。［169］ヴェーターラ（屍懸鬼）も、羅刹も、悪霊

も、死霊(meta)も、ピシャーチャ鬼も、ガンダルヴァも、キンナラも、夜叉も、ナー

ガ蛇も、ガルダ烏も、クンバンダ羅刹も、グヒヤカ鬼も、アスラたちも、その時どんな

有情にも害を与えませんでした。[171-171]その福徳の光明に触れたあらゆる有情たち

は、汚れなき者となり、欠点のない安楽を具え、大きな喜びをもって振舞いました。

[172］ダーキニーも、［八］母たちも、ヴェーターダ（屍葱鬼）も、バイラヴアなど

も、またスカンダと曜星たち、ガナたち、マハーカーラ（大黒）のガナの首領たちも、

その福徳の光線に触れて、慈しみの心をもつ者となりました。［173］［彼らは］かの

大士が誕生したのを見て、喜悦心を起こし、ただちに近づいて敬礼し、常に守護しなが

ら近くに居ました。［174］
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すべてのピシャーチャ女や羅刹女や羅刹たちも、その福徳の光線に触れて、憐れみの

心をもつ者となりました。[175][彼らは］大通知者の彼が誕生したのを見て、歓喜

し、ただちに近づいて敬礼し、常に熱心に守護しました。[176]

羅刹女たちの群を伴う、大暴悪なるエーカジャター(Ekaja画一髻）はかの生類の守護者

が誕生したのを見て、歓喜しました。［177］五百の息子たちを伴う母である夜叉女

ハーリテイー（鬼子母神）は、五百の娘と五百の娘婿たちと共に、かの偉大な方が誕生

したのを見て、喜び、ただちに近づいて、敬礼し、常に近くにあって守護しました。

【178-179]同様に夜叉の王である勇者、大神通をもつヴアジユラ．パーニ（執金剛）は

グヒヤカたちとヨーギニーたちとヨーギンたちを伴って、かの大士が誕生したのを見

て、歓喜し、ただちに近づいて、敬礼し、常に熱心に守護しました。[180-181]同様

に、大神通あるすべての大仙・苦行者たちも、彼が誕生したのを見て、お辞儀して、悦

びました。［182］

以上のように、あらゆる場所で生き物たちは神々が報知するのを聞いて、理解を得

て、如来の誕生を思って、喜びました。[183]その時［彼らは］あらゆる世界におい

て、大きな喜びと安楽を具え、困難事のない、善行への絶え間ない努力を開始しまし

た。［184］

かの［菩薩の］福徳の光線の輝きは、すべての世界の中間処をも明白にし、浄らかに

し、美しいものに変えました。[185]

その時、歌舞音曲を演じることや、めでたい楽器の音が昼夜起こりました。[186]

広大な雲は深い音を鳴らし、花・香粉・美衣・装身具などを雨降らしました。［187］

すべての有情は大きな歓喜と安楽をもって振舞い、至る所で不可思議な光輝への大喜心

を起こしました。［188］

かの大士が生まれた時、天空の一億のアプサラスたちがマーヤー妃のもとにやって来

て、見つめました。[189]彼女を見ながら、近づいて、それらすべてのアプサラスたち

は欣然と、神々しい供養・奉仕の品々や、美衣や装身具を捧げつつ、お辞儀し、その幼

子に対して浄信を起こし、「美しいひとよ、安寧でありましょうか」と尋ねて、傍に来

ました。[190-191]

六十万の天女はアプサラスの群と共に、ルンビニー園にやって来て、マーヤー妃に奉

侍しました。[192】彼女たちは皆、王妃とその幼子を見て歓喜し、「全く安寧でしょ

うか」と尋ねつつ、近づいて、次のように言いました。[193]「何も憂えることなく、

あなたは喜びなさい。なぜならあなたには最高のことが得られたのですから。大妃よ、

私たちはあなたにお仕えするために来ました。［194］もしあなたのためになすべき仕

事がありましたら、そのすべてをご教示下さい。わたしたち全ては、あらゆる仕事を成

し遂げることに有能ですb[195]

－260－



あなたのお子は世界の庇護主であり、世間に益するため、お生まれになりました。生

と老と死の破壊者たる、偉大な医者になられるでしょう。[196]

この大士がお生まれになった時、すべての樹々は花が満開となって美しく、果実もつ

けて、輝いていますし、海や山々を含む大地すべてが震動したのですから、めでたい運

命をもつ、輝かしい最高の大士であられるのに間違いありません。[197-198]

この方の光明によってすべての世界が輝かされましたし、また至る所で弾じないのに

楽器が鳴りましたし、また十万の浄居天などの神々が天空にいて、生まれたこの子を見

て、嬉しげに拝礼していますb[199-200]それ故、この方は、一切世界の者たち、三界

に住する者たちを益する大士として、法王になるでありましょう。[201]

また梵天とインドラ神も御生母の脇から誕生された方を拝しつつ、美衣をもって包ん

で、抱きましたので、それ故、この方は三界の庇護主・一切法の王・主・一切智・阿羅

漢・大通知者・牟尼の王になるでありましよう。［202-203］

またこの方の身体から発した光線が、照らしつつ地獄の一切処に居る者たちの罪悪を

浄化しましたので、それ故、この方は一切の有情を一切の悪趣から救う者、大きな精進

と剛勇さをもつ隊商主（導師）になられるでしょう。［204-205］

またこの方がお生まれになったのを見て、空中の二龍王が拝しつつ、甘露水の冷たい

流れと暖かい流れをもって洗いましたし、［206］また空中の喜ぶ神々が、天の花や妙

香などを含む甘露水をもって、恭しくこの方を洗いましたし、［207］またこの方の誕

生を見て、空中の龍王たちが歓喜して、よい香りのする清浄な水をもって洗いましたの

で、［208］それ故、全く清浄なる感官の体をもたれるこの方は、三界の救済者とな

り、すばらしい光輝ある善い徳性の庫として、一切世界の王となられるでしょう。［209］

またこの方がお生まれになって、空中に二本のチャーマラと一本の傘蓋が生じて随行

し、大地を進みましたので、それ故、この方はすべての大地の王、あらゆる王中の王、

転輪王として、すべての人に益と利をもたらす大王となられるでしょう。[210-211]

またこの方はすべての生類の長上として、自身の心に沈潜しつつ、すべての方角に向

かって、七歩を歩んで進みましたし、その時、この方が歩を置かれたところに大きな蓮

が生じましたので、それ故、この方は三界の師、一切の学問の王となられるでしょう。

[212-213］

またこの方は、東の方角を見ながら、『三界すべてにおいて私はあらゆる守護主たち

の上首である』と楽しげに宣言されましたし、[214]南の方角を見ながら、『尊敬さ

れる者に私はなろう』と、また西の方角を見ながら、『これが私の最後の生である』

と、[215]また北の方角を見ながら、『私は指導者になろう』と、また上の方角を見

ながら、『生類に善行を行じさせよう』と、［216］また下の方角を見ながら、『あら

ゆる罪悪を浄化し、魔群に勝利し、菩提に達し、浬藥を得よう』と、［217］このよう

に、この方はすべての方角を眺められ、宣言されたのですから、それ故、この方はすべ
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ての世界の上首であり、尊ばれる者、指導者となられるでしょう。[218]一切智・世

尊・師として、あらゆる魔に勝利し、煩悩を離れた阿羅漢として、清浄な心と、清浄な

感官の体を有し、最高の菩提に達して、正法を説き明かすことで、生類を菩提への道に

安立させてから、浬藥を得るでしょう。[219-220]このように真実を完全に知って、大

妃よ、それを喜びなさい。偉大な福徳力のおかげで、あなたには光輝ある徳性の宝蔵

［たる方］が得られたのですb｣[221]

以上のように、アプサラスたちを含めたあらゆるそれらの慶ぶ神々が教えたことを聞

いて、かの王妃は喜悦しました。［222］

その後すべての神々はアプサラスの群と共に、欣然とかの王妃とかの幼子を拝礼し

て、その場から天界に去って行きました。［223］

その時梵天は彼の［胎中の］住まいであった宮殿ラトナヴューハを見て、手に取っ

て、欣然と梵天界に行きました。［224］［梵天は］其処にその美しいラトナヴユーハを

安置して、神々 しい供養・奉仕の品々 をもって恭敬して常に尊崇しました。［225］同様

にすべての大智ある聖者たち、苦行者たちも、その宮殿を恭敬して拝み、常に尊崇しま

した。［226］同様に他の神々の首長たちも、彼の住まいであったラトナヴューハを恭敬

して、大きな熱狂をもって、常に喜び尊崇しました。［227］

その時、このように誕生した彼を見て大喜びした家臣たちは、王の前に行き、鮠拝し

て、次のように語りました。［228］

「万歳1閣下、大王様、あなた様に望みが成就しました。マーヤー大妃にすばらしい

お子がお生まれになったのです。［229］神々 しく麗しく美しい、めでたい相好に［体

が］飾られた、あらゆる輝きを凌駕する輝きを放つ、最も清浄なる感官の体をもつ方

は、あらゆる有情に益と利をもたらす偉人の宝として、一切世界の王、守護主である転

輪王になられるでしょう。［230-231］

梵天やインドラなどの神々はすべて、お生まれになったその方を見て、悦びの心を

もって抱きとり、敬礼しました。［232］同様にあらゆる天女たちの群は、アプサラス

の群と一緒に、かのお生まれになった方を見て、欣然と集まり来て、尊崇しました。

[233］すべての護世王たちもまたかのお生まれになった方を見て、歓喜し、近づき来

て、守護しつつ、喜んで尊崇しました。［234］どうしてかくの如き、多言を要しましょ

うか。その御誕生の時、あらゆる世界で、めでたい喜びの音楽が響きました。［235］

それゆえ、王よ、あなた様も今や、大士たるかのど子息のもとに来られて、ご覧にな

り、お悦びください。」［236］

このようにそれらの家臣が報告するのを聞いて、王は明るい心で、喜悦し、同意しま

した。［237］その［言葉］を聞いて大臣たち、高官たち、司祭官などのバラモンた

ち、すべての家来、臣下の者たち、市民たちは喜悦し、祝いました。［238］
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以上のように、私の師が私に教示された通りに、今私はお話しました。あなたも常に

人々 に［この法話を］聞かせてやってください。［239］

もしこの、菩薩の御誕生の出来事の善説(janmavrttisubh"ita)を聞いて、喜んだ方

が、人々にも［それを］聞かせて、喜ばせてあげるならば、その方は、清らかな心をも

つ賢明な輝かしい菩薩として、すばらしい喜びと安楽を楽しみつつ、最後の時には勝者

の住まい（極楽）に行かれるでしょう。[240-241]

このように師（ウパグプタ）が教示されたのを聞いてアショーカ王は、欣然と「わか

りました」と答えて、同座の者たちと共に喜び同意しました。［242］

以上、『菩薩誕生品』(Bodhisattvajanmapalivarta)という第8章終わる。

＊＊＊＊

[附]TJAM全37章の章名(A写本）

1.Tusitabhuvanavataranasarvalokabhisambodhanabhinandana7b

2・ManavajanmavataraQasamutsahaparivarta20b
〃

3.Sakyakulasamutpattiprasiddha28a

4.KauliyasamutpattimayadeVIVivaha33b

5.DharmalokamukhopadeSanaparivarta38b

6.Tu5itapracalanaparivarta46b

7.Garbhavakrantiparivarta53b

8.Bodhisattvajanmaparivarta60b
少

9.SuddhavasikadevaputradyasitargisamdarSanaparivarta68b

10・AbhayakuleSvaIIdevatasamdarSanaparivarta72a

ll.Bodhisattvannapr豆§anaparivarta74b

12.Lipi剣恥随gamanaparivarta77b

13.GramantikakWisamdarSanaparivarta82a
〆

14.SilpakalasarvavidyasamdarSanayaSodharastlTramasamagamaparivarta93b

15.Antahpurabhiratibodhisattvani5kramapasamcodanaparivartalO4a

16・SvapnaparivartalO8a

17.JImarogigatasudarganaratiragavighatanall6a

18.Pmvrajyabhigamanaprarthanabhisambodhanal23a

19.Niry即珈Ujmsammarthanaparivartal29b

20・Antahpuravalokanabhini5kramanotsahaparivartal36a

21・Purabhini5kramaQaparivartal51b
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22.Chandakanivartanasarvantahpurik豆sokavinodanakanthakasvargabhirohanapariva血165b

23.MahargitapovramsamdarSanaparivartal72b

24.BodhisattvanveSanabhibodhanaparivartal77b

25・Magadhadhipatibimbisaran卯abhisamgatiparivartal84b

26・Du5karavratacaryaparivartal93a

27.BodmsattvavratabhipalanasUja極bhqjanaharapaparivartal99b

28.Bodhisattvabodhimamagamanaparivarta208a

29.Bodhimanqesarvalokap可abhigamanamahavynhaparivarta216b

30.MaradharSanaparivarta241b

31.Sambodhanaparivarta249a

32・Samstavaparivarta257b

33.Trapugabhallikavalliksamghasamagamaparivarta277a

34・Adhye9aqaparivarta284a

35.Dhannacakrapravartanaparivarta298a

36.BuddhajanmamahayanasmabhaganaSravaﾘﾖdip叩yapraSamsaparivarta301b

37.ASokabodhicaryavratadharapaparivarta303b
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